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第17章
フィスカルプリンタ
一覧
プロパティ
	共通
	版数
	型
アクセス
	初期化

	AutoDisable
	1.3
	Boolean
R/W
	適用外

	BinaryConversion
	1.3
	Long
R/W
	Open

	CapPowerReporting
	1.3
	Long
R
	Open 

	CheckHealthText
	1.3
	String
R
	Open 

	Claimed
	1.3
	Boolean
R
	Open 

	DataCount
	1.3
	Long
R
	適用外

	DataEventEnabled
	1.3
	Boolean
R/W
	適用外

	DeviceEnabled
	1.3
	Boolean
R/W
	Open ＆ Claim 

	FreezeEvents
	1.3
	Boolean
R/W
	Open 

	OutputID
	1.3
	Long
R
	Open 

	PowerState
	1.3
	Long
R
	Open

	PowerNotify
	1.3
	Long
R/W
	Open

	ResultCode
	1.3
	Long
R
	-- 

	ResultCodeExtended
	1.3
	Long
R
	Open 

	State
	1.3
	Long
R
	-- 

	ControlObjectDescription
	1.3
	String
R
	-- 

	ControlObjectVersion
	1.3
	Long
R
	-- 

	ServiceObjectDescription
	1.3
	String
R
	Open 

	ServiceObjectVersion
	1.3
	Long
R
	Open 

	DeviceDescription
	1.3
	String
R
	Open 

	DeviceName
	1.3
	String
R
	Open 

	
	
	
	

	
	
	
	

	専用
	
	
	

	CapAdditionalLines
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapAmountAdjustment
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapAmountNotPaid
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapCheckTotal
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapCoverSensor(2)
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapDoubleWidth
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapDuplicateReceipt
	1.3
	Boolean 
R
	Open

	CapFixedOutput
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapHasVatTable
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapIndependentHeader
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapItemList
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapJrnEmptySensor(2)
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapJrnNearEndSensor(2)
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapJrnPresent(2)
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapNonFiscalMode
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapOrderAdjustmentFirst
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapPercentAdjustment
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapPositiveAdjustment
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapPowerLossReport
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapPredefinedPaymentLines
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapReceiptNotPaid
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapRecEmptySensor(2)
	1.3
	Boolean 
R
	Open

	CapRecNearEndSensor(2)
	1.3
	Boolean 
R
	Open

	CapRecPresent(2)
	1.3
	Boolean 
R
	Open

	CapRemainingFiscalMemory
	1.3
	Boolean 
R
	Open

	CapReservedWord
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapSetHeader
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapSetPOSID
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapSetStoreFiscalID
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapSetTrailer
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapSetVatTable
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapSlpEmptySensor(2)
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapSlpFiscalDocument
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapSlpFullSlip(2)
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapSlpNearEndSensor(2)
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapSlpPresent(2)
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapSlpValidation
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapSubAmountAdjustment
	1.3
	Boolean 
R
	Open

	CapSubPercentAdjustment
	1.3
	Boolean 
R
	Open

	CapSubtotal
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapTrainingMode
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapValidateJournal
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapXReport
	1.3
	Boolean
R
	Open

	AmountDecimalPlaces
	1.3
	Long
R
	Open, Claim, & Enable

	AsyncMode
	1.3
	Boolean
R/W
	Open

	CheckTotal
	1.3
	Boolean
R/W
	Open

	CountryCode
	1.3
	Long
R
	Open, Claim, & Enable

	CoverOpen(2)
	1.3
	Boolean
R
	Open, Claim, & Enable

	DayOpened
	1.3
	Boolean
R
	Open, Claim, & Enable

	DescriptionLength
	1.3
	Long
R
	Open

	DuplicateReceipt
	1.3
	Boolean
R/W
	Open

	ErrorLevel
	1.3
	Long
R
	Open

	ErrorOutID
	1.3
	Long
R
	Open, Claim, & Enable

	ErrorState
	1.3
	Long
R
	Open

	ErrorStation
	1.3
	Long
R
	Open

	ErrorString
	1.3
	String
R
	Open

	FlagWhenIdle
	1.3
	Boolean
R/W
	Open

	JrnEmpty(2)
	1.3
	Boolean
R
	Open, Claim, & Enable

	JrnNearEnd(2)
	1.3
	Boolean
R
	Open, Claim, & Enable

	MessageLength
	1.3
	Long
R
	Open

	NumHeaderLines
	1.3
	Long
R
	Open

	NumTrailerLines
	1.3
	Long
R
	Open

	NumVatRates
	1.3
	Long
R
	Open

	PredefinedPaymentLines
	1.3
	String
R
	Open

	PrinterState
	1.3
	Long
R
	Open, Claim, & Enable

	QuantityDecimalPlaces
	1.3
	Long
R
	Open, Claim, & Enable

	QuantityLength
	1.3
	Long
R
	Open, Claim, & Enable

	RecEmpty(2)
	1.3
	Boolean
R
	Open, Claim, & Enable

	RecNearEnd(2)
	1.3
	Boolean
R
	Open, Claim, & Enable

	RemainingFiscalMemory
	1.3
	Long
R
	Open, Claim, & Enable

	ReservedWord(1)
	1.3
	String
R
	Open

	SlpEmpty(2)
	1.3
	Boolean
R
	Open, Claim, & Enable

	SlpNearEnd(2)
	1.3
	Boolean
R
	Open, Claim, & Enable

	SlipSelection
	1.3
	Long
R/W
	Open, Claim, & Enable

	TrainingModeActive
	1.3
	Boolean
R
	Open, Claim, & Enable

	
	
	
	


メソッド
	共通
	版数
	必要条件

	Open
	1.3
	-- 

	Close
	1.3
	Open 

	Claim
	1.3
	Open 

	Release
	1.3
	Open ＆ Claim 

	CheckHealth
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	ClearInput
	1.3
	適用外

	ClearOutput
	1.3
	Open および Claim

	DirectIO
	1.3
	Open 

	専用 - フィスカルの事前設定
	
	

	SetDate
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	SetHeaderLine
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	SetPOSID(1)
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	SetStoreFiscalID
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	SetTrailerLine
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	SetVatTable
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	SetVatValue
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	
	
	

	専用 - フィスカルレシート
	
	

	BeginFiscalReceipt
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	EndFiscalReceipt
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	PrintDuplicateReceipt
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	PrintRecItem
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	PrintRecItemAdjustment
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	PrintRecMessage
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	PrintRecNotPaid
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	PrintRecRefund
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	PrintRecSubtotal
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	PrintRecSubtotalAdjustment
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	PrintRecTotal
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	PrintRecVoid
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	PrintRecVoidItem
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	
	
	


	専用 - フィスカルドキュメント
	
	

	BeginFiscalDocument
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	EndFiscalDocument
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	PrintFiscalDocumentLine
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	
	
	

	専用 - 品目一覧
	
	

	BeginItemList(1)
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	EndItemList(1)
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	VerifyItem(1)
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	
	
	

	専用 - フィスカルレポート
	
	

	PrintPeriodicTotalsReport
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	PrintPowerLossReport
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	PrintReport
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	PrintXReport
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	PrintZReport
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	
	
	

	専用 - スリップ挿入
	
	

	BeginInsertion(2)
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	BeginRemoval(2)
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	EndInsertion(2)
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	EndRemoval(2)
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	
	
	

	専用 - ノン－フィスカル
	
	

	BeginFixedOutput(1)
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	BeginNonFiscal
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	BeginTraining
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	EndFixedOutput(1)
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	EndNonFiscal
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	EndTraining
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	PrintFixedOutput(1)
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	PrintNormal
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	
	
	

	専用 - データ要求
	
	

	GetData
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	GetDate
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	GetTotalizer
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	GetVatEntry(1)
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	
	
	

	専用 - エラー訂正
	
	

	ClearError
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	ResetPrinter
	1.3
	Open, Claim, & Enable


イベント
	名前
	版数
	必要条件

	DataEvent
	1.3
	適用外

	DirectIOEvent
	1.3
	Open, Claim 

	ErrorEvent
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	OutputCompleteEvent
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	StatusUpdateEvent
	1.3
	Open, Claim, & Enable


(1) のマークがあるすべてのメソッドとプロパティは、一部の国固有のものであり、すべての国のフィスカル制度で必要になるわけではありません。(2) のマークがあるプロパティとメソッドは、POSプリンタデバイスから適合させたものであります。
概説
フィスカルプリンタ コントロールのOLEプログラムプログラマティクIDは、 “OPOS.FiscalPrinter”です。


このデバイスは、第1.3版で追加されました。
フィスカルプリンタコントロールは、一般的なWindowsグラフィックスプリンタを対象としているわけではありません。このコントロールでは、むしろパフォーマンスと使いやすさを考慮して、プリンタを直接に制御するインターフェースが定義されています。
フィスカルルールが国によって異なるため、このインターフェースでは、できるだけ詳細に要求条件を一般化し、各国共通で使用できるように設計しています。このインターフェースは、以下の国のフィスカル要求条件に基づいていますが、その他の国の要求にも適合させることができます。
· ブラジル
· ギリシャ
· ハンガリー
· イタリア
· ポーランド
· トルコ
プリンタ モデルでは、以下の一般的な用途の 3 つのステーションを定義しています。
· ジャーナル - トランザクション処理についてのログをとるために利用されます。会計検査のために店舗にて保管されます。
· レシート - トランザクション処理情報を印刷するために利用されます。印刷されたフィスカルレシートを顧客に渡すために必要です。取引きの後で切り離しできるように用紙を切るカッターがあるか、手で用紙を切るための切り離しバーがあります。
· スリップ - 用紙に情報を印刷するために利用されます。顧客に渡されるのが普通です。
用紙に バリデーション情報を印刷するためにも利用されます。用紙のタイプは、小切手やクレジット カードスリップが典型的です。
プリンタのフィスカルメモリの変更と初期化はこの仕様に含まれていません。これらの基本的な設定変更の操作は、技術支援要員が実行しなければなりません。
デバイスの共有
フィスカルプリンタは、以下のように排他的な利用をするデバイスです。
· アプリケーションは、デバイスをイネーブルにする前に、そのデバイスの排他アクセス権を獲得しなければなりません。
· アプリケーションは、大半のプリンタ特有のプロパティにアクセスする前に、そのデバイスの排他アクセス権を獲得し、イネーブルにしなければなりません。
· アプリケーションは、デバイスを操作するメソッドを呼び出す前に、そのデバイスの排他アクセス権を獲得し、イネーブルにしなければなりません。
全般的な要件
フィスカルプリンタは、標準プリンタとして単にテキストを印刷するのではなく、販売取引きに関するすべてのフィスカル情報をモニタリングして記憶するために使用されます。フィスカルプリンタは、合計、割引き、取り消しレシートの数、税金などを累算する必要があります。これを行うには、フォーマットされていないテキスト文字列をプリンタに送るだけでは不十分であり、各フィールドをレシートの商品品目ごとに分離する必要があるので、デスクリプター、価格、および割引きを区別します。また、異なる販売機能 (払い戻し、明細、取り消しなど) ごとに異なる印刷コマンドを定義する必要もあります。
フィスカルルールは国によって異なっています。このインターフェースでは、要求条件を一般化して、共通に使用できるようにしています。フィスカル法によっては、以下のことが必要になります。
· フィスカルレシートを印刷して顧客に渡さなければなりません。
· フィスカルプリンタには、1日ごとの合計を記憶するためのメモリが備えられていなければなりません。レシートの商品品目ごとに合計額レジスタを加算させなければなりません。ほとんどの国 (ギリシャ、ポーランド、ブラジル、ハンガリー、およびトルコ) では、税額レジスタも加算させなければなりません。
· 割引き、取り消し商品、および取り消しレシートでは、プリンタ上の関連のレジスタを加算させなければなりません。
· フィスカルプリンタには、単一の各レシートに関する日付と時刻の情報を保存するためのクロックが備えられていなければなりません。
· フィスカルレシートの個々の商品品目は、レシートとジャーナルの両方で印刷されなければなりません。(イタリア、ギリシャ、ポーランド)

· 電源障害 (または電源切断) が発生した場合でも、フィスカルプリンタは障害前と同じ状態を維持しなければなりません。これは、フィスカルプリンタのステータスを注意して管理しなければならないこと、および電源障害をアプリケーションで管理しなければならないことを意味しています。国によっては、電源障害をログに記録して、レポートを印刷しなければなりません。
プリンタ モード
フィスカルプリンタは、最低限必要なフィスカル印刷モードだけでなく、フィスカルルールに従ったその他の機能を活用することもできます。これらの追加モードは、オプションであり、活用することもしないこともできます。
利用できる3つのプリンタ モードは以下のとおりです。
· フィスカル (Fiscal):  フィスカルプリンタに必要なモードはこれだけです。このモードで、アプリケーションは販売取引きを管理し、フィスカルレシートを印刷するために必要なすべてのメソッドにアクセスすることができます。フィスカルモードのときにレシートステーションに印刷された行はジャーナルステーションにも印刷されることが想定されています。
· トレーニング (Training):  このモードは、トレーニング (キャッシャのトレーニングなど) のために使用されます。このモードでは、プリンタは実際と同じようにフィスカルコマンドを受け付けますが、その取引きが実際のフィスカル取引きではないことを各レシートまたはドキュメントに示します。トレーニングモードのとき、プリンタはどの内部フィスカルレジスタも更新しません。CapTrainingModeプロパティは、プリンタがトレーニングモードをサポートしている場合にTRUEに設定され、そうでない場合に FALSEに設定されます。
· ノン－フィスカル (Non-Fiscal):  このモードは、単純なテキストをレシートステーションまたはスリップステーションで印刷するために使用できます (ジャーナルステーションでエコーされます)。プリンタは、アプリケーションから指定された出力だけでなく、この出力がフィスカルには関係しないことを示す追加の行を印刷します。CapNonFiscalModeプロパティは、プリンタがノン－フィスカル印刷をサポートしている場合にTRUEに設定され、そうでない場合にFALSEに設定されます。
モデル
フィスカルプリンタには、以下のように一般的な出力モデルおよびいくつかの拡張機能があります。
· ほとんどのメソッドは、常に同期モードで実行されます。同期モードのメソッドは、非同期モードに未処理の出力がある場合には失敗します。
· 以下のメソッドは、AsyncModeプロパティの値によって、同期モードでも非同期モードでも実行されます。
   ･ PrintFiscalDocumentLine
   ･ PrintFixedOutput
   ･ PrintNormal
   ･ PrintRecItem
   ･ PrintRecItemAdjustment
   ･ PrintRecMessage
   ･ PrintRecNotPaid
   ･ PrintRecRefund
   ･ PrintRecSubtotal
   ･ PrintRecSubtotalAdjustment
   ･ PrintRecTotal
   ･ PrintRecVoid
   ･ PrintRecVoidItem
AsyncMode がFALSEのときに、これらのメソッドは同期モードで印刷し、完了ステータスをアプリケーションに返します。 AsyncModeがTRUEのときに、これらのメソッドは以下のように作動します。フィスカルプリンタコントロールは、要求をバッファリングし、OutputIDプロパティをこの要求のための識別パラメータに設定し、できるだけ早く制御を戻します。デバイスがこの要求を正常に完了したときに、フィスカルプリンタコントロールは OutputCompleteEventを発行します。このイベントのパラメータに、完了した要求の OutputIDが含まれます。
非同期印刷メソッドは、用紙切れやプリンタ故障のようなハードの問題によるエラーステータスを返しません。これらエラーは、ErrorEventによってのみ通知されます。エラーステータスは、フィスカルプリンタが排他アクセス権の獲得およびイネーブルをされていなかったり､パラメータが不正だったり、要求がキューに追加できなかった場合のみ、返されます。最初の 2 つのエラーはアプリケーションエラーです。一方、最後のエラーは重大なシステムリソースの例外です。
· 非同期の要求が実行されている間に、エラーが発生すると、ErrorEventが通知されます。ErrorStationプロパティには、エラーが生じたときに印刷していたステーションが設定されます。ErrorLevel、ErrorString、ErrorState、および ErrorOutIDプロパティも設定されます。
イベントハンドラは、同期印刷メソッド (非同期メソッドではありません) を呼び出して、未処理の出力を再試行したり、取り消したりできます。
· OPOSコントロールは、非同期出力がFIFOで実行されることを保証します。
· ClearOutputメソッドを呼ぶことよって、OPOSによってバッファリングされた全ての出力は、削除されます。 OutputCompleteEventは、削除された出力に対しては通知されません。このメソッドは、（可能ならば）処理中の出力を中止します。
· FlagWhenIdleプロパティを設定することにより、処理中の出力が正常、削除にかかわらず全て終了した時に、 StatusUpdateEventを通知させることができます。
フィスカルプリンタのエラー通知モデルは以下の通りです。
· ほとんどのフィスカルプリンタのエラー状態は、ResultCodeを OPOS_E_EXTENDEDに設定され、ResultCodeExtendedを以下のエラー状態の1つが設定されることによって通知されます。
OPOS_EFPTR_COVER_OPEN
  プリンタカバーが開いています。
OPOS_EFPTR_JRN_EMPTY
  ジャーナルステーションで用紙がなくなりました。
OPOS_EFPTR_REC_EMPTY
  レシートステーションで用紙がなくなりました。
OPOS_EFPTR_SLP_EMPTY
  スリップステーションでスリップ用紙がなくなりま
  した。
OPOS_EFPTR_MISSING_DEVICES
  現地のフィスカル制度に従って接続すべきその他の
  デバイスの一部が切り離されています。国によって
  は、フィスカルプリンタを使用するために完全セッ
  トの周辺装置 (キャッシュドロワーや顧客用ディス
  プレイなど) をPOSに接続しなければなりません。
  これらの周辺装置のどれかが存在しない場合には、
  販売が許されません。
OPOS_EFPTR_WRONG_STATE
  要求されたメソッドはプリンタの現在の状態で実行
  できませんでした。
OPOS_EFPTR_TECHNICAL_ASSISTANCE
  プリンタで重大なエラー状態が生じました。プリン
  タ担当の技術支援要員に連絡する必要があります。
OPOS_EFPTR_CLOCK_ERROR
  プリンタの内部クロックに障害があります。
OPOS_EFPTR_FISCAL_MEMORY_FULL
  プリンタのフィスカルメモリがいっぱいになりまし
  た。
OPOS_EFPTR_FISCAL_MEMORY_DISCONNECTED
  プリンタのフィスカルメモリが切り離されました。
OPOS_EFPTR_FISCAL_TOTALS_ERROR
  作業メモリの総合計(Grant Total)がEPROMの総合
  計と一致しません。.

OPOS_EFPTR_BAD_ITEM_QUANTITY
  Quantityパラメータが無効です。
OPOS_EFPTR_BAD_ITEM_AMOUNT
  Amountパラメータが無効です。
OPOS_EFPTR_BAD_ITEM_DESCRIPTION
  Descriptionパラメータが長すぎるか、間違った文字
  を含んでいるか、または他で使用されていてここで
  は使用できない予約語を含んでいます。
OPOS_EFPTR_RECEIPT_TOTAL_OVERFLOW
  レシートの合計がオーバーフローしました。
OPOS_EFPTR_BAD_VAT
  Vatパラメータが無効です。
OPOS_EFPTR_BAD_PRICE
  Priceパラメータが無効です。
OPOS_EFPTR_BAD_DATE
  dateパラメータが無効です。
OPOS_EFPTR_NEGATIVE_TOTAL
  プリンタの計算した合計または小計が0よりも小さ
  くなっています。
OPOS_EFPTR_WORD_NOT_ALLOWED
  記載事項に予約された単語が含まれています。
· その他のフィスカルプリンタエラーは、ResultCodeに OPOS_E_FAILUREを設定するか、あるいは他の標準のエラーステータスを設定することによって、通知されます。これらの障害は、フィスカルプリンタの故障や、ジャムや、その他の重大なエラーの場合が考えられます。
プリンタの状態
前に説明したように、フィスカルプリンタの特徴はさまざまな印刷モードがあることです。また、実行できるコマンドのセットは、そのプリンタの現在の状態によって決まります。
フィスカルプリンタの現在の状態は PrinterStateプロパティで確認できます。
フィスカルプリンタには、以下の状態があります。
· モニター (Monitor):  
これがニュートラルな状態です。この状態からその他のほとんどのモードに移行できます。Claimメソッドの呼び出しが成功してDeviceEnabledプロパティをTRUEに設定することが成功した後で、プリンタエラーがなければ、プリンタはこの状態に入ります。
· フィスカルレシート (Fiscal Receipt):  
プリンタがフィスカルレシートを処理しています。この状態で、すべての PrintRec…メソッドを使用することができます。モニター (Monitor) 状態からこの状態に入るには、BeginFiscalReceiptメソッドを使用します。
· フィスカルレシート合計 (Fiscal Receipt Total):  
プリンタが1つまたは複数の支払いメソッドを受け付けましたが、レシートの合計額はまだ支払われていません。フィスカルレシート (Fiscal Receipt) 状態からこの状態に入るには、PrintRecTotalメソッドを使用します。合計額が支払われないと、プリンタはこの状態のまま変化しません。この状態から抜け出るには、PrintRecTotal、PrintRecNotPaid、またはPrintRecVoidのどれかのメソッドを使用します。
· フィスカルレシート終了 (Fiscal Receipt Ending):  
プリンタがレシートを合計(Total)行まで終了しました。プリンタによってサポートされていれば、この状態で PrintRecMessage メソッドを使用して一般的なメッセージを印刷することができます。フィスカルレシート (Fiscal Receipt)状態からこの状態に入るには、PrintRecVoidメソッドを使用します。フィスカルレシート合計 (Fiscal Receipt Total)状態からこの状態に入るには、PrintRecTotal、PrintRecNotPaid 、または PrintRecVoid のどれかのメソッドを使用します。この状態から抜け出るには、EndFiscalReceipt メソッドを使用するとモニター (Monitor) 状態に戻ります。
· フィスカルドキュメント (Fiscal Document):  
プリンタがフィスカルドキュメントを処理しています。この状態で、プリンタは PrintFiscalDocumentLine メソッドを受け付けます。モニター (Monitor) 状態からこの状態に入るには、BeginFiscalDocument メソッドを使用します。この状態から抜け出るには、 EndFiscalDocumentメソッドを使用するとモニター (Monitor) 状態に戻ります。
· モニター（Monitor）でTrainingModeActive=TRUE:  
プリンタがトレーニングのために使用されています。フィスカルレシートおよびドキュメントのすべてのコマンドが使用可能です。モニター (Monitor) 状態からこの状態に入るには、BeginTrainingメソッドを使用します。この状態から抜け出るには、EndTrainingメソッドを使用するとモニター (Monitor) 状態に戻ります。
· フィスカルレシート（Fiscal Receipt）でTrainingModeActive=TRUE: 
プリンタがトレーニングのために使用されており、現在レシートがオープンされています。フィスカルレシートと区別するために、レシートの各行に特殊なテキスト行が追加されます。
· フィスカル合計（Fiscal Total）でTrainingModeActive=TRUE:  
プリンタがトレーニングのために使用されており、レシートの合計が処理されています。
· フィスカルレシート終了（Fiscal Receipt Ending）でTrainingModeActive=TRUE: 
プリンタがトレーニングのために使用されており、レシート終了の段階にあります。
· ノン－フィスカル (NonFiscal):  
プリンタがレシート (ジャーナルでエコー) またはスリップのどちらかのステーションでノン－フィスカルの出力を印刷しています。この状態で、プリンタは PrintNormalメソッドを受け付けます。プリンタは、ノン－フィスカル出力であることを示すメッセージとアプリケーション テキストを印刷します。モニター (Monitor) 状態からこの状態に入るには、BeginNonFiscalメソッドを使用します。この状態から抜け出るには、EndNonFiscalメソッドを使用するとモニター (Monitor) 状態に戻ります。
· 固定 (Fixed):  
プリンタがプリンタのステーションの 1 つで固定のノン－フィスカル出力を印刷するために使用されています。この状態で、プリンタは PrintFixedOutput メソッドを受け付けます。モニター (Monitor) 状態からこの状態に入るには、BeginFixedOutputメソッドを使用します。この状態から抜け出るには、EndFixedOutputメソッドを使用するとモニター (Monitor) 状態に戻ります。
· 品目一覧 (ItemList):  
プリンタが製品品目レポートを現在印刷しています。この状態で、プリンタは VerifyItem メソッドを受け付けます。モニター (Monitor) 状態からこの状態に入るには、BeginItemListメソッドを使用します。この状態から抜け出るには、 EndItemListメソッドを使用するとモニター (Monitor) 状態に戻ります。
· レポート (Report):  
プリンタがサポートされている種類のレポートの1つを現在印刷しています。モニター (Monitor) 状態からこの状態に入るには、PrintReport、PrintPeriodicTotalsReport、PrintPowerLossReport、PrintXReport、または PrintZReportのどれかのメソッドを使用します。レポートの印刷が完了すると、プリンタは自動的にモニター (Monitor) 状態に戻ります。
· フィスカルシステムがブロックされた (FiscalSystemBlocked):  
以下の理由の1つによってプリンタが現在作動しなくなっています。
· プリンタが切断されたか、電力の供給を受けていません。
· プリンタのフィスカルメモリがいっぱいになっています。
· プリンタの内部データが矛盾するようになりました。
この状態で、プリンタはレポートを印刷し、データを取り出すメソッドだけを受け付けます。この状態を解消するためには、技術者に相談してください。
アプリケーションは、DeviceEnabledプロパティをTRUEに設定する際に、その現在の状態もモニタリングします。通常の状況では、DeviceEnabledで正常にTRUEへ設定した後に、PrinterStateプロパティが FPTR_PS_MONITORに設定されます。これによって、プリンタ内に割り込み操作が残っていないことが確認できます。
プリンタが FPTR_PS_MONITOR 状態にならない場合は割り込み操作をしている状態を示しており、PowerStateプロパティがOPOS_PS_OFFに設定されます。このような状況では、ResetPrinterメソッドを呼び出して、強制的にプリンタを通常の状態にする必要があります。
この、プリンタが FPTR_PS_MONITOR状態にならない場合は、電源障害が発生した、またはデバイスに最後にアクセスしたアプリケーションがそのデバイスをクリアしない状態で終了したことを意味しています。
このような場合でも、DeviceEnabled がTRUEに設定された後には、ResultCode プロパティが OPOS＿SUCCESS に設定されるので注意してください。つまり、アプリケーションは、DeviceEnabled プロパティを正常にTRUEに設定した上で、PowerStateプロパティをチェックし、受け取ったStatusUpdateEventのDataパラメータの値がOPOS_SUE_POWER_OFFかチェックする必要があります。
ドキュメントの印刷
フィスカルプリンタのスリップステーションを使用すると、(そのプリンタの機能と特殊なフィスカルルールによって異なりますが) 以下の種類のドキュメントを印刷することができます。
· フィスカルドキュメント (Fiscal Documents):  
フィスカルドキュメントを印刷するには、合計額の値をプリンタに送って記録しなければなりません。プリンタがフィスカルドキュメントの印刷をサポートしている場合には、CapSlpFiscalDocumentプロパティがTRUEに設定されます。そうでない場合には、FALSEに設定されます。サポートされている場合に、フィスカルドキュメントは省略なし (CapSlpFullSlipがTRUEのとき) 、またはバリデーション (CapSlpValidationがTRUEのとき) のどちらでも選択できます。実際の選択は、SlipSelectionプロパティを使用して行いますが、すべてのフィスカルドキュメントには1つのトータライザーだけが割り当てられます。
· ノン－フィスカルの省略なしドキュメント (Non-Fiscal Full Length Documents):  
省略なしのスリップドキュメントを印刷できるのは、CapSlpFullSlip がTRUEであり、SlipSelection が FPTR_PS_FULL_LENGTHに設定されている場合です。
· ノン－フィスカルのバリデーションドキュメント (Non-Fiscal Validation Documents):  
バリデーションドキュメントを印刷できるのは、CapSlpValidationがTRUEであり、SlipSelectionが FPTR_PS_VALIDATIONに設定されている場合です。
· 固定テキスト ドキュメント (Fixed Text Documents):  
固定テキストドキュメントを印刷できるのは、CapFixedOutputがTRUEである場合です。印刷できる場合には、固定テキストドキュメントは省略なし (CapSlpFullSlipがTRUEのとき)、 またはバリデーション (CapSlpValidationがTRUEのとき) のどちらでも選択できます。実際の選択は、SlipSelectionプロパティを使用して行います。
フィスカルレシートの印刷要求の順序
フィスカルレシートは BeginFiscalReceipt メソッドを使用して開始します。CapIndependentHeader プロパティがTRUEになっていれば、アプリケーションでフィスカルレシートの見出し行を印刷するかどうかを決めることができます。アプリケーションが決めない場合には、最初の商品品目を販売したときにフィスカルレシートの中に見出し行が印刷されます。最初に見出し行を印刷しておくと、フィスカルレシート印刷メソッドの処理時間が短くなりますが、レシートの間隔が広くなることがあります。BeginFiscalReceipt メソッドを呼び出せるのは、プリンタがモニター (Monitor) 状態にある場合だけです。この呼び出しによって、プリンタはフィスカルレシート (Fiscal Receipt) 状態に変化します。
最初の商品品目を販売する前に、EndFiscalReceiptメソッドを呼び出して、フィスカルレシート (Fiscal Receipt) 状態から抜け出ることができます。見出し行がすでに印刷されている場合には、このメソッドによってレシートが無効になります。
最初の製品品目が印刷され、プリンタがフィスカルレシート (Fiscal Receipt) 状態のままである場合に、以下のフィスカル印刷メソッドを使用することができます。
· PrintRecItem
· PrintRecItemAdjustment
· PrintRecNotPaid
· PrintRecRefund
· PrintRecSubtotal
· PrintRecSubtotalAdjustment
· PrintRecTotal
· PrintRecVoid
· PrintRecVoidItem
PrintRecItem、PrintRecItemAdjustment、 PrintRecRefund、PrintRecSubtotal、PrintRecSubtotalAdjustment、 および PrintRecVoidItem のメソッドは、プリンタをフィスカルレシート(Fiscal Receipt)状態のままにします。PrintRecNotPaid (CapReceiptNotPaidプロパティがTRUEのときにだけ使用できる) と PrintRecTotalのメソッドはプリンタの状態をフィスカルレシート合計 (Fiscal Receipt Total)またはフィスカルレシート終了 (Fiscal Receipt Ending)のどちらかに変更します。この状態のどちらになるかは、レシート合計の全額が支払われているかどうかによって決まります。PrintRecVoidメソッドは、プリンタの状態をフィスカルレシート終了 (Fiscal Receipt Ending)状態に変更します。
フィスカルレシート合計(Fiscal Receipt Total)状態のときに、以下のフィスカル印刷メソッドを使用することができます。
· PrintRecNotPaid
· PrintRecTotal
· PrintRecVoid
PrintRecNotPaid (CapReceiptNotPaidプロパティがTRUEのときにだけ使用できる)とPrintRecTotalのメソッドは、プリンタの状態をフィスカルレシート合計(Fiscal Receipt Total)状態にままか、またはフィスカルレシート終了(Fiscal Receipt Ending)状態に変更します。どちらになるかは、レシート合計の全額が支払われているかどうかによって決まります。PrintRecVoidメソッドは、プリンタの状態をフィスカルレシート終了(Fiscal Receipt Ending)状態に変更します。
フィスカルレシート終了(Fiscal Receipt Ending)状態では、以下のフィスカルメソッドを使用することができます。
· PrintRecMessage
· EndFiscalReceipt
PrintRecMessageメソッドを使用できるのは、CapAdditionalLinesプロパティがTRUEのときだけです。このメソッドは、プリンタをフィスカルレシート終了(Fiscal Receipt Ending)状態のままにします。EndFiscalReceiptメソッドによって、レシートは閉じられ、プリンタの状態はモニター(Monitor)状態に変化します。
どの時点でもプリンタのレシート合計はマイナスにならないことに注意してください。合計がマイナスになると、プリンタはエラーになります。
レシートのレイアウト
代表的なレシートのレイアウトの例を以下に示します。
· 見出し行 (Header Lines):  
見出し行には、その店についてのすべての情報 (店の電話番号、所在地、名称など) が示されます。これらのすべての行は、最初の品目が販売される前に (SetHeaderLine メソッドを使用する前に) 定義する必要があります。見出し行は、BeginFiscalReceiptメソッドを呼び出すとき、または、最初のフィスカルレシートメソッドを呼び出すときのどちらでも印刷することができます。
· トランザクション行 (Transaction Lines):  
フィスカルトランザクション(商品品目、割引き、追加料金など) のすべての行。
· 合計行 (Total Line):  
トランザクションの合計、支払い額、および釣り銭を含む行。
· トレイラー行 (Trailer Lines):  
トレイラー行には、(SetTrailerLineメソッドを使用して)プリンタに格納された一定の販売促進メッセージが示されます。トレイラー行は、EndFiscalReceipt メソッドが呼び出されたときに自動的に印刷されます。フィスカルロゴタイプ、日付と時刻、およびシリアル番号の行は、トレイラー行に含まれないことに注意してください。実際には、フィスカル制度またはプリンタのベンダーによって決まりますが、トレイラーとフィスカルロゴタイプの行の相対的な位置は変化する可能性があります。フィスカル制度のためにレシートの中に挿入すべき情報は、レシートの最後に自動的に印刷されます。
< フィスカルレシートの例:
行の定義




OPOS メソッド

	店の名前
	見出し行
	BeginFiscalReceipt

	所在地
	
	   SetHeaderLineと    

	ZIP コードおよび地域
	
	   SetStoreFIscalIDで       

	店のフィスカル識別コード
	納税番号行
	   データは格納される  

	
	
	

	ミルク               1.000 A 
	トランザクション行
	PrintRecItem 

	ビール





4.000 C 
	トランザクション行
	PrintRecItem 

	ビール割引き



 500- C 
	トランザクション行
	PrintRecItemAdjustment 

	
	
	

	パン                 3.500 A 
	トランザクション行
	PrintRecItem 

	パン取り消し        3.500- A 
	トランザクション行
	PrintRecItemVoid 

	りんご               2.000 A 
	トランザクション行
	PrintRecItem 

	
	
	

	VAT カテゴリー A    3.000 
	VAT の計算
	PrintRecTotal 

	VAT  22.00%          660 
	

	   (...，5000，”Check”）

	VAT カテゴリー C    3.500 
	

	

	VAT  12.00%          420 
	

	

	VAT の合計          1.080 
	

	

	
	

	

	合計                6.500 
	合計行
	

	
	
	

	小切手      5000          
	支払い行
	

	現金        5000 
	支払い行
	PrintRecTotal 

	つり銭   -  3500 
	つり銭行
	   (...，5000，”Cash”）

	
	
	

	広告メッセージ a.s.o. 
	メッセージ行
	PrintRecMessage 

	続きの広告メッセージ
	メッセージ行
	PrintRecMessage 

	
	
	

	ありがとうございます
	トレイラー行
	EndFiscalReceipt 

	
	
	   データは           

	
	
	   SetTrailerLineと   

	
	
	   フィスカルプリンタの

	24/05/96
 14-25    Nr. 
 2 
	ロゴ行
	   初期化時に        

	MF
B5

    
  012345678 
	ロゴ行
	   格納される

	
	
	


VAT テーブル
一部のフィスカルプリンタは、プリンタのメモリの中にVAT (Value Added Tax: 付加価値税) テーブルを格納することができます。このようなプリンタの中には、アプリケーションがVATテーブルのエントリを設定して変更できるものがあります。一方、新しいテーブル エントリを追加できるだけで、既存のエントリを変更できないものもあります。また、VATテーブルを1度だけしか設定できないものもあります。
プリンタが VATテーブルをサポートしている場合には、CapHasVatTableプロパティがTRUEに設定されます。プリンタが VATテーブルエントリの設定または変更を許可している場合には、CapSetVatTableプロパティがTRUEに設定されます。VATテーブルの中のさまざまな付加価値税率エントリの最大数は NumVatRatesプロパティによって決められます。VATテーブルは、2段階のプロセスで設定します。まず、アプリケーションが SetVatValueメソッドを使用して、プリンタに送信する各テーブル エントリを設定します。次に、VATテーブル全体を一度にプリンタに送信するためにSetVatTableメソッドが呼ばれます。
レシートの重複
国によっては、フィスカル制度によって複数の同じレシートを印刷することができます。プリンタが複数の同じレシートを印刷できるならば、CapDuplicateReceiptプロパティはTRUEに設定されています。そしてDuplicateReceiptプロパティをTRUEに設定することで、すべてのレシート印刷コマンドがバッファリングされるようになります。レシートを閉じた後で、DuplicateReceiptプロパティはFALSEに設定されます。そのレシートを再び印刷するには、PrintDuplicateReceiptメソッドを呼び出す必要があります。
CURRENCY値、パーセント値、VAT率（付加価値税率）、Quantity値
· CURRENCY値(そして同じく価格)は、データタイプがCURRENCYの値として渡されます。Win32ベースのプラットフォームにおいて、これは部分的に小数として暗黙に4桁を想定する64bitの符号付きのlongの値です。そしてサポート範囲は、
-922,337,203,685,477.5808から+922,337,203,685,477.5807です。
フィスカルプリンタの計算ユニットで使用した小数部分は、 CURRENCYデータタイプと異なるかもしれません。小数部分の桁数は、AmountDecimalPlacesプロパティに格納されており、フィスカルプリンタによって決定されます。アプリケーションにおける計算は値の同じ小数部分を使用することに、アプリケーションは注意しなければなりません。
· CapHasVatTableプロパティがTRUEならば、VAT率はSetVatValueメソッドで使用されるインデックスとして渡されます。 CapHasVatTableプロパティがFALSEならば、VAT率はLONGデータタイプの値として渡されます。その時小数部の桁数は4桁に固定されています。
· パーセンテージ値は、追加料金と／または割り引き値を許すメソッドで使用されます。値がパーセンテージ値で指定されるなら、CURRENCYタイプでパラメータに渡されます。 Win32ベースのプラットフォームにおいて、パーセンテージ値は(CURRENCYデータタイプによって与えられるように)4桁の小数を持ちます。それは、一万倍したパーセンテージ(0.0001% から 99.9999%)です。
· Quantity値はデータタイプがLONGの値として渡されます。小数部分の桁数は、QuantityDecimalPlacesプロパティに格納されており、フィスカルプリンタによって決定されます。
プロパティ
AmountDecimalPlaces プロパティ
形式
LONG AmountDecimalPlaces;

説明
フィスカルデバイスの計算で使用するための小数部の桁数を設定します。
このプロパティは、デバイスがイネーブルにされたときに初期化されます。
AsyncMode プロパティ   R/W

形式
BOOL AsyncMode;

説明
TRUEのときに、PrintRecItemAdjustment、PrintRecItem、 PrintNormalなどのようないくつかの印刷メソッドは、非同期モードで実行されます。
FALSEのときは、これらのメソッドは同期モードで実行されます。
このプロパティはOpenメソッドによって、FALSEに初期化されます。
同期モードや非同期モードで実行されるメソッドの完全なリストは、「モデル」の節を参照ください。
戻り値
このプロパティが設定されると、以下の値が ResultCode プロパティに入ります。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このプロパティが正常に設定されました。
参照
「モデル」
CapAdditionalLines プロパティ
形式
BOOL CapAdditionalLines;

説明
TRUEのときに、フィスカルレシートの合計行とフィスカルレシートの終りとの間にアプリケーション定義の行を印刷できます。FALSEのときには、このような印刷がサポートされていません。
このプロパティがTRUEである場合、すべての合計行を印刷した後で、アプリケーション定義の文字列 (フィデラティカードに使用される文字列など) をプリンタに送信できます。この場合に、合計行が印刷され後で PrinterStateプロパティがFPTR_PS_FISCAL_RECEIPT_ENDINGに設定されるので、PrintRecMessageを呼び出すことができます。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapAmountAdjustment プロパティ
形式
BOOL CapAmountAdjustment;

説明
TRUEのときに、プリンタが品目に対して一定の金額の割引きまたは一定の金額の追加料金を処理します。FALSEのときには、そのような処理をしません。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapAmountNotPaid プロパティ
形式
BOOL CapAmountNotPaid;

説明
TRUEのときに、プリンタは支払われていない金額の記録を許可します。FALSEのときには許可しません。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapCheckTotal プロパティ
形式
BOOL CapCheckTotal;

説明
TRUEのときに、プリンタの合計とアプリケーションの合計を自動的に比較する機能を有効にも無効にもできます。FALSEのときは、自動比較機能を有効に設定できず、常に無効とみなされます。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapCoverSensor プロパティ
形式
BOOL CapCoverSensor;

説明
TRUEのときに、プリンタは「カバーセンサ」を持っています。持っていないときは、FALSEです。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapDoubleWidth プロパティ
形式
BOOL CapDoubleWidth;

説明
TRUEのときに、プリンタは2倍幅の文字を印刷できます。FALSEのときには、2倍幅の文字を印刷できません。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapDuplicateReceipt プロパティ
形式
BOOL CapDuplicateReceipt;

説明
TRUEのときに、プリンタは同じレシートの複数のコピーの印刷を許可します。FALSEのときには許可しません。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapFixedOutput プロパティ
形式
BOOL CapFixedOutput;

説明
TRUEのときに、プリンタは BeginFixedOutput、PrintFixedOutput、および EndFixedOutput のメソッドによって固定フォーマットのテキストを印刷できます。FALSEのときには、このような印刷をサポートしていません。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapHasVatTable プロパティ
形式
BOOL CapHasVatTable;

説明
TRUEのときに、プリンタには付加価値税のテーブルがあります。FALSEのときには、このテーブルがありません。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapIndependentHeader プロパティ
形式
BOOL CapIndependentHeader;

説明
TRUEのときに、プリンタは最初のフィスカルレシートコマンドの処理の前にフィスカルレシートの見出し行を印刷できます。FALSEのときには、このような印刷をしません。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapItemList プロパティ
形式
BOOL CapItemList;

説明
TRUEのときに、プリンタは指定されたVATクラスの品目のレポートを印刷できます。FALSEのときには、このような印刷をしません。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapJrnEmptySensor プロパティ
形式
BOOL CapJrnEmptySensor;

説明
TRUEのときに、ジャーナルは「用紙なしセンサ」を持っています。持っていないときは、FALSEです。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapJrnNearEndSensor プロパティ
形式
BOOL CapJrnNearEndSensor;

説明
TRUEのときは、ジャーナルは「用紙ニアエンドセンサ」を持っています。持っていないときは、FALSEです。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapJrnPresent プロパティ
形式
BOOL CapJrnPresent;

説明
TRUEのときに、ジャーナルを印刷するステーションがあります。持っていないときは、FALSEです。
一般のプリンタと異なりフィスカルプリンタにおいて、アプリケーションはジャーナルに直接アクセスする事ができません。もしジャーナルがあるなら、フィスカルプリンタ自身でジャーナルに印刷します。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapNonFiscalMode プロパティ
形式
BOOL CapNonFiscalMode;

説明
TRUEのときに、プリンタはノン－フィスカルモードでの印刷を許可します。FALSEのときには許可しません。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapOrderAdjustmentFirst プロパティ
形式
BOOL CapOrderAdjustmentFirst;
説明
このプロパティは、PrintRecItemとPrintRecItemAdjustmentの使用法を定義します。
FALSEのときに、アプリケーションは最初に PrintRecItemを呼び出してから PrintRecItemAdjustmentを呼び出して、1点ごとに割引きまたは追加料金を指定する必要があります。
TRUEのときに、アプリケーションは最初にPrintRecItemAdjustment を呼び出してからPrintRecItemを呼び出す必要があります。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapPercentAdjustment プロパティ
形式
BOOL CapPercentAdjustment;

説明
TRUEのときに、プリンタは品目に対する割引きまたは追加料金をパーセンテージで処理します。FALSEのときには、このような処理をしません。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapPositiveAdjustment プロパティ
形式
BOOL CapPositiveAdjustment;

説明
このプロパティは、PrintRecItemAdjustmentの能力を定義します。TRUEのときには追加料金の適用ができます。FALSE時には、追加料金の適用はできません。
CapPowerLossReport プロパティ
形式
BOOL CapPowerLossReport;

説明
TRUEのときに、プリンタはPrintPowerLossReportメソッドを使用して電力消失レポートを印刷できます。FALSEのときには、電力消失レポートを印刷できません。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapPredefinedPaymentLines プロパティ
形式
BOOL CapPredefinedPaymentLines;

説明
TRUEのときに、プリンタは定義済みの支払い記載事項を含めて印刷できます。FALSEのときには、このような印刷をしません。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapReceiptNotPaid プロパティ
形式
BOOL CapReceiptNotPaid;

説明
TRUEのときに、プリンタは支払われていないレシート合計の一部を指定する PrintRecNotPaidメソッドの使用をサポートします。FALSEのときには、サポートしません。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapRecEmptySensor プロパティ
形式
BOOL CapRecEmptySensor;

説明
TRUEのときに、レシートは「用紙なしセンサ」を持っています。持っていないときは、FALSEです。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapRecNearEndSensor プロパティ
形式
BOOL CapRecNearEndSensor;

説明
TRUEのときは、レシートは「用紙ニアエンドセンサ」を持っています。持っていないときは、FALSEです。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapRecPresent プロパティ
形式
BOOL CapRecPresent;

説明
TRUEのときに、レシートを印刷するステーションがあります。持っていないときは、FALSEです。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapRemainingFiscalMemory プロパティ
形式
BOOL CapRemainingFiscalMemory;

説明
TRUEのときに、プリンタはFiscal Memoryの残りを表すRemainingFiscalMemoryプロパティを使用することをサポートします。FALSEのとき、プリンタはFiscal Memoryの状態の報告をサポートしていません。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapReservedWord プロパティ
形式
BOOL CapReservedWord;

説明
TRUEのときに、プリンタは合計金額の印刷の前に予約語 (例えば、“TOTALE”) を印刷します。FALSEのときには、このような印刷をしません。
TRUEのときに、予約語は ReservedWordプロパティに格納されます。フィスカル印刷メソッドを使用してこの予約語を印刷することはできません。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapSetHeader プロパティ
形式
BOOL CapSetHeader;

説明
TRUEのときに、レシートの見出しの特定行の内容を初期化する SetHeaderLineメソッドを使用できます。FALSEのときには、使用できません。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapSetPOSID プロパティ
形式
BOOL CapSetPOSID;

説明
TRUEのときに、POSIDとCashierIDの値を初期化する SetPOSIDメソッドを使用できます。FALSEのときには使用できません。
これらの値は各フィスカルレシート上に印刷されます。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapSetStoreFiscalID プロパティ
形式
BOOL CapSetStoreFiscalID;

説明
TRUEのときに、各フィスカルレシート上に印刷されるフィスカルID 番号をセットアップするSetStoreFiscalIDメソッドを使用することができます。FALSEのときには、使用できません。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapSetTrailer プロパティ
形式
BOOL CapSetTrailer;

説明
TRUEのときに、レシートのトレイラーの特定の行の内容を初期化する SetTrailerLineメソッドを使用できます。FALSEのときには、使用できません。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapSetVatTable プロパティ
形式
BOOL CapSetVatTable;

説明
TRUEのときに、プリンタのVATテーブルの内容を変更する SetVatValueとSetVatTableのメソッドを使用できます。FALSEのときには、使用できません。
プリンタの中には、既存のVATテーブル エントリを変更できないものがあります。これらのプリンタでは、新しいエントリだけを設定できます。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapSlpEmptySensor プロパティ
形式
BOOL CapSlpEmptySensor;

説明
TRUEのときに、スリップは「用紙なしセンサ」を持っています。持っていないときは、FALSEです。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapSlpFiscalDocument プロパティ
形式
BOOL CapSlpFiscalDocument;

説明
TRUEのときに、プリンタはスリップステーションでのフィスカルの印刷を許可します。FALSEのときには許可しません。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapSlpFullSlip プロパティ
形式
BOOL CapSlpFullSlip;

説明
TRUEのときに、プリンタはスリップステーションで省略なしの用紙を印刷することをサポートしています。FALSEのときには、サポートしていません。
SlipSelectionプロパティで、完全なスリップまたはバリデーションドキュメントのどちらかを選択できます。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapSlpNearEndSensor プロパティ
形式
BOOL CapSlpNearEndSensor;

説明
TRUEのときは、ジャーナルは「用紙ニアエンドセンサ」を持っています。持っていないときは、FALSEです。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapSlpPresent プロパティ
形式
BOOL CapSlpPresent;

説明
TRUEのときに、プリンタにはスリップステーションがあります。FALSEのときには、ありません。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapSlpValidation プロパティ
形式
BOOL CapSlpValidation;

説明
TRUEのときに、プリンタはスリップステーションでバリデーション情報を印刷することをサポートしています。FALSEのときには、サポートしていません。
SlipSelection プロパティで、完全なスリップまたはバリデーションドキュメントのどちらかを選択できます。
国によっては、スリップステーションを使用してノン－フィスカルのバリデーション情報を制限された数の行だけ印刷できます。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapSubAmountAdjustment プロパティ
形式
BOOL CapSubAmountAdjustment;

説明
TRUEのときに、プリンタは小計で一定の額の割引きを処理します。FALSEのときには、このような処理をしません。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapSubPercentAdjustment プロパティ
形式
BOOL CapSubPercentAdjustment;

説明
TRUEのときに、プリンタは小計で一定のパーセンテージの割引きを処理します。FALSEのときには、このような処理をしません。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapSubtotal プロパティ
形式
BOOL CapSubtotal;

説明
TRUEのときに、現在の小計を印刷する PrintRecSubtotalメソッドを使用できます。FALSEのときには、使用できません。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapTrainingMode プロパティ
形式
BOOL CapTrainingMode;

説明
TRUE のときに、プリンタはトレーニング モードをサポートしています。FALSE のときには、サポートしていません。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapValidateJournal プロパティ
形式
BOOL CapValidateJournal;

説明
TRUEのときに、ジャーナル ステーションでバリデーション文字列を印刷する ValidateJournalメソッドを使用できます。FALSEのときには、使用できません。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapXReport プロパティ
形式
BOOL CapXReport;

説明
TRUEのときにXレポートを印刷する PrintXReportメソッドを使用できます。FALSEのときには、使用できません。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CheckTotal プロパティ R/W

形式
BOOL CheckTotal;

説明
TRUEのときに、フィスカルプリンタの合計とアプリケーションの合計を自動的に比較します。FALSEのときには、自動比較が無効になっています。
このプロパティが有効であるのは、CapCheckTotalがTRUEである場合だけです。
このプロパティはOpenメソッドによって、TRUEに初期化されます。
戻り値
このプロパティが設定されると、以下の値がResultCodeプロパティに入ります。
値
意味
OPOS_SUCCESS

このプロパティが正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL

このサービスオブジェクトにこのプロパティを設定することは無効です (CapCheckTotalを参照)。
CountryCode プロパティ
形式
LONG CountryCode;
説明
このサービスオブジェクトによってサポートされている国を識別する値を設定します。以下の値を同時に論理和して得られた値が入っています。
値
意味
FPTR_CC_BRAZIL
プリンタがブラジルのフィスカルルールをサポートします。
FPTR_CC_GREECE
プリンタがギリシャのフィスカルルールをサポートします。
FPTR_CC_HUNGARY
プリンタがハンガリーのフィスカルルールをサポートします。
FPTR_CC_ITALY
プリンタがイタリアのフィスカルルールをサポートします。
FPTR_CC_POLAND
プリンタがポーランドのフィスカルルールをサポートします。
FPTR_CC_TURKEY
プリンタがトルコのフィスカルルールをサポートします。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CoverOpen プロパティ
形式
BOOL CoverOpen;

説明
TRUEのときに、プリンタのカバーは開いています。閉じているときは、FALSEです。
CapCoverSensorプロパティがFALSEならば、プリンタはカバーセンサを持っていません。そしてこのプロパティは常にFALSEです。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
DayOpened プロパティ
形式
BOOL DayOpened;

説明
TRUEのときに、プリンタでフィスカル日 (Fiscal Day) が開始しています。FALSEのときには、開始していません。
プリンタのフィスカル日は、開始することも終了することもできます。DayOpenedプロパティは、フィスカル日が開始されているかどうかについて、プリンタの判断を反映します。
メソッドの中には、フィスカル日がまだ開始されていない (DayOpened がFALSEである) ときにだけ呼び出せるものがあります。フィスカル日が開始された後で呼び出せるメソッドは国によって異なります。すべての構成メソッドは、フィスカル日が開始する前にだけ呼び出せるのが普通です。
フィスカル制度によって異なりますが、以下のメソッドが、プリンタがフィスカル日をまだ開始していない場合にのみ使用できます。
· SetDate
· SetHeaderLine
· SetPOSID
· SetStoreFiscalID
· SetTrailerLine
· SetVatTable
· SetVatValue
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
DescriptionLength プロパティ
形式
LONG DescriptionLength;

説明
記載事項パラメータとして渡すことができる文字の最大数を設定します。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
DuplicateReceipt プロパティ
形式
BOOL DuplicateReceipt;

説明
このプロパティがTRUEに設定されると、フィスカルレシートの中のすべての印刷コマンドがバッファリングされ、その内容は PrintDuplicateReceiptメソッドによってもう一度印刷することができます。
ErrorLevel プロパティ
形式
LONG ErrorLevel;

説明
エラー状態のレベルを示します。
値は以下のとおりです。
値
意味
FPTR_EL_NONE
エラー状態が存在しません。
FPTR_EL_RECOVERABLE

回復可能なエラーが生じました。
(例:  用紙切れ。)

FPTR_EL_FATAL
回復不能なエラーが生じました。
(例:  内部プリンタ障害。)

FPTR_EL_BLOCKED
技術要員によってしか回復できない重大なハードウェア障害が生じました。(例:  フィスカルメモリ障害。) このエラーは回復できません。
このプロパティは、ErrorEventの通知される前に、このコントロールによって設定されます。エラーがクリアされると、このプロパティは FPTR_EL_NONE に変わります。
ErrorOutID プロパティ
形式
LONG ErrorOutID;

説明
非同期モードでの印刷中にエラー イベントを引き起こした、キューの中の出力の識別子IDが表示されます。
このプロパティは、ErrorEventが通知される直前に設定されます。
ErrorState プロパティ
形式
LONG ErrorState;
説明
非同期出力の間にエラーイベントを発行した後のプリンタの状態を示します。
このプロパティは、ErrorEventが通知される直前に設定されます。
PrinterStateプロパティの値の一覧を参照のこと。
ErrorStation プロパティ
形式
LONG ErrorStation;

説明
エラーが検出されたときに印刷していた1または複数のステーションを示します。
このプロパティに設定される値は、FPTR_S_JOURNAL、FPTR_S_RECEIPT、FPTR_S_SLIP、または FPTR_S_JOURNAL_RECEIPTのどれかです。
このプロパティは ErrorEvent が通知される直前に設定されます。
ErrorString プロパティ
形式
BSTR ErrorString;

説明
現在のエラーについてベンダーの提供した説明が示されます。
このプロパティはErrorEventが発行される直前にこのコントロールによって設定されます。利用できる説明がない場合に、このプロパティは空文字列に設定されます。エラーがクリアされると、このプロパティは空文字列に変更されます。
FlagWhenIdle プロパティ   R/W

形式
BOOL FlagWhenIdle;

説明
TRUEのときに、アイドル状態であれば、このコントロールは StatusUpdateEventを発行します。FALSEのときには発行されません。
このステータスイベントが発行されると、FlagWhenIdleは自動的に FALSEにリセットされます。
このプロパティによって制御されるアイドル ステータスイベントの主な用途は、未処理の非同期出力が全て処理されたときにアプリケーションに制御を渡すということです。このイベントが発行されるのは、出力が正常に終了した場合、あるいは出力が ClearOutputメソッドまたは ErrorEventハンドラによってクリアされた場合です。
FlagWhenIdleプロパティがTRUEに設定されたときに、すでに State がOPOS_S_IDLEに設定されている場合には、直ちに StatusUpdateEventが発行されます。したがって、最後の非同期出力の開始時点とこのフラグの設定時点の間に競合状態がない場合には、アプリケーションがこのイベントに依存する可能性があります。
このプロパティはOpenメソッドによってFALSEに初期化されます。
戻り値
このプロパティが設定されたときに、次の値が ResultCodeプロパティに入ります。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このプロパティが正常に設定されました。
JrnEmpty プロパティ
形式
BOOL JrnEmpty;

説明
TRUEならば、ジャーナルは用紙切れです。
FALSEならば、ジャーナル用紙はセットされています。
CapJrnEmptySensorケイパビリティがFALSEならば、このプロパティの値は常にFALSEです。
このプロパティは初期化され、デバイスが使用可能な間、現在の状態が保持されます。
参照
JrnNearEndプロパティ
JrnNearEnd プロパティ
形式
BOOL JrnNearEnd;

説明
TRUEならば、ジャーナル用紙が少ないです。
FALSEならば、ジャーナル用紙は少なくないです。
CapJrnNearEndSensorケイパビリティがFALSEならば、このプロパティの値は常にFALSEです。
このプロパティは初期化され、デバイスが使用可能な間、現在の状態が保持されます。
参照
JrnEmptyプロパティ
MessageLength プロパティ
形式
LONG MessageLength;

説明
メッセージ行として渡すことができる文字の最大数を設定します。
PrintRecMessageメソッドで呼び出されます。この値はモードによって変化する可能性があります。たとえば、「フィスカルレシート (Fiscal Receipt)」モードでの文字数は「フィスカルレシート合計 (Fiscal Receipt Total)」モードでの文字数よりも大きくなります。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
NumHeaderLines プロパティ
形式
LONG NumHeaderLines;

説明
各フィスカルレシートに印刷できる見出し行の最大数を設定します。見出し行には、店の所在地、店の名称、店のFiscal IDなどの情報が示されるの普通です。各見出し行を設定するには、SetHeaderLineメソッドを使用します。見出し行に設定された情報は、プリンタの電源が切断された後も保存されます。見出し行が自動的に印刷されるのは、フィスカルレシートが BeginFiscalReceiptメソッドを使用して開始されたとき、またはレシートに示される最初の製品品目が販売されたときです。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
NumTrailerLines プロパティ
形式
LONG NumTrailerLines;

説明
各フィスカルレシートに印刷できるトレイラー行の最大数を設定します。トレイラー行には、販売促進メッセージが示されるのが普通です。個々のトレイラー行を設定するには、 SetTrailerLineメソッドを使用します。トレイラー行に設定された情報は、プリンタの電源が切断された後でも保存されます。トレイラー行が自動的に印刷されるのは、最後の PrintRecTotalメソッドの後であるか、またはフィスカルレシートが EndFiscalReceiptメソッドを使用して終了されたときです。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
NumVatRates プロパティ
形式
LONG NumVatRates;

説明
プリンタのVATテーブルに入れることができる付加価値税率の最大数を設定します。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
PredefinedPaymentLines プロパティ
形式
BSTR PredefinedPaymentLine;

説明
CapPredefinedPaymentLinesがTRUEのときのみ、定義済みの支払い行が使用できます。このプロパティの値は、定義済み支払い行のインデックスと使用されるすべての可能な単語のリストです。(例えば、”a,b,c,d,z”) これらインデックスは、PrintRecTotalメソッドのdescriptionパラメータで使用されます。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
PrinterState プロパティ
形式
LONG PrinterState;

説明
プリンタの現在の作動状態を示します。このプロパティによって、どのメソッドがその時点で受け付けられるのか決まります。
値は以下のとおりです。
値
意味
FPTR_PS_MONITOR
TrainingModeActiveプロパティがFALSE:
現在、プリンタは特定の動作モードになっていません。この状態で、プリンタはBegin…メソッドとSet…メソッドのどれでも受け付けます。 
TrainingModeActiveプロパティがTRUE:
現在、プリンタはトレーニングの目的で使用されています。この状態で、プリンタはPrintRec…メソッドのどれでも、またはEndTrainingメソッドを受け付けます。
FPTR_PS_FISCAL_RECEIPT
TrainingModeActiveプロパティがFALSE:
現在、プリンタはフィスカルレシートを処理しています。この状態で、プリンタはPrintRec… メソッドのどれでも受け付けます。
TrainingModeActiveプロパティがTRUE:
プリンタはトレーニングの目的で使用されています。そして現在、レシートがオープンされています。
FPTR_PS_FISCAL_RECEIPT_TOTAL
TrainingModeActiveプロパティがFALSE:
プリンタは1つまたは複数の支払いを受け付けました。しかし、合計は完全に支払われていません。この状態で、プリンタはPrintRecTotal またはPrintRecNotPaidのどちらかのメソッドを受け付けます。
TrainingModeActiveプロパティがTRUE:
プリンタは現在、トレーニングの目的で使用されており、プリンタは既に少なくとも１つの支払いを受け付けましたが、合計の支払いは完了していません。
FPTR_PS_FISCAL_RECEIPT_ENDING
TrainingModeActiveプロパティがFALSE:
プリンタはレシートの合計行まで終了しました。この状態で、プリンタはPrintRecMessageまたはEndFiscalReceiptのどちらかのメソッドを受け付けます。 
TrainingModeActiveプロパティがTRUE:
プリンタは現在、トレーニングの目的で使用されています。フィスカルレシートはクローズされようとしています。
FPTR_PS_FISCAL_DOCUMENT
現在、プリンタはフィスカルスリップを処理しています。この状態で、プリンタは PrintFiscalDocumentLineまたは EndFiscalDocumentのどちらかのメソッドを受け付けます。
FPTR_PS_FIXED_OUTPUT
現在、プリンタは1つ以上のステーションに対する固定フォーマットのテキスト出力を処理しています。この状態で、プリンタは PrintFixedOutputまたはEndFixedOutputのどちらかのメソッドを受け付けます。
FPTR_PS_ITEM_LIST
現在、プリンタは品目一覧レポートを処理しています。この状態で、プリンタは VerifyItem またはEndItemListのどちらかのメソッドを受け付けます。
FPTR_PS_NONFISCAL
現在、プリンタは1つ以上のステーションに対するノン－フィスカル出力を処理しています。この状態で、プリンタはPrintNormalまたはEndNonFiscalのどちらかのメソッドを受け付けます。
FPTR_PS_LOCKED
プリンタは回復不能なハードウェア上の問題を検出しました。この状態を解消するには、プリンタ担当の技術要員に連絡してください。
FPTR_PS_REPORT
現在、プリンタはフィスカルレポートを処理しています。この状態で、プリンタはこのレポートの処理が終了するまでどのメソッドも受け付けません。
FPTR_PS_LOCKED 以外のどの状態でも受け付けられるメソッドは、BeginInsertion、EndInsertion、BeginRemoval、EndRemoval、GetDate、GetData、GetTotalizer、GetVatEntry、ResetPrinter、および ClearOutputです。
詳しくは、本書の前の方にある「プリンタの状態」のセクションの説明を参照してください。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
QuantityDecimalPlaces プロパティ
形式
LONG QuantityDecimalPlaces;

説明
このサービスオブジェクトに渡される数量パラメータで必要とする小数部の桁数を設定します。
このプロパティはOpenメソッドによって0に初期化されます。
QuantityLength プロパティ
形式
LONG QuantityLength;

説明
整数部と小数部を含む数量パラメータとして渡すことができる数字の最大桁数を設定します。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
RecEmpty プロパティ
形式
BOOL RecEmpty;

説明
TRUEならば、レシートは用紙切れです。
FALSEならば、レシート用紙はセットされています。
CapRecEmptySensorケイパビリティがFALSEならば、このプロパティの値は常にFALSEです。
このプロパティは初期化され、デバイスが使用可能な間、現在の状態が保持されます。
参照
RecNearEndプロパティ
RecNearEnd プロパティ
形式
BOOL RecNearEnd;

説明
TRUEならば、レシート用紙が少ないです。
FALSEならば、レシート用紙は少なくないです。
CapRecNearEndSensorケイパビリティがFALSEならば、このプロパティの値は常にFALSEです。
このプロパティは初期化され、デバイスが使用可能な間、現在の状態が保持されます。
参照
RecEmptyプロパティ
RemainingFiscalMemory プロパティ
形式
LONG RemainingFiscalMemory;

説明
Fiscal Memoryの残りのカウンターを保持しています。
このプロパティは初期化され、デバイスが使用可能な間、現在の状態が保持され、PrintZReportメソッドによって更新されます。
参照
CapRemainingFiscalMemoryプロパティ
ReservedWord プロパティ
形式
BSTR ReservedWord;

説明
PrintRecTotalメソッドが呼び出されたときに、合計と共に自動的に印刷される文字列を予約語として設定します。この予約語は、フィスカル出力メソッドに渡される文字列では使用できません。
このプロパティが有効であるのは、CapReservedWordがTRUEのときだけです。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
SlpEmpty プロパティ
形式
BOOL SlpEmpty;

説明
TRUEならば、スリップ用紙はセットされていません。
FALSEならば、スリップ用紙はセットされています。
CapSlpEmptySensorケイパビリティがFALSEならば、このプロパティの値は常にFALSEです。
このプロパティは初期化され、デバイスが使用可能な間、現在の状態が保持されます。
備考
スリップ用紙なしセンサは、主に印刷する前にスリップ用紙が挿入されているか判定するために使用されます。更にスリップ用紙が定位置に留まっているか監視できます。このセンサは通常、スリップのプリンタヘッド位置より一行以上上に設置されます。
逆に、スリップ用紙ニアエンドセンサ（設置されていれば）は、スリップ用紙の終了が近づいたことを判定するために用いられます。このセンサは通常、スリップのプリンタヘッド位置より一行以上下に設置されます。
                                                               
参照
SlpNearEndプロパティ
SlpNearEnd プロパティ
形式
BOOL SlpNearEnd;

説明
TRUEならば、スリップ用紙の終わりの近くです。
FALSEならば、スリップ用紙の終わりの近くではないです。
CapSlpNearEndSensorケイパビリティがFALSEならば、このプロパティの値は常にFALSEです。
このプロパティは初期化され、デバイスが使用可能な間、現在の状態が保持されます。
備考
スリップ用紙なしセンサは、主に印刷する前にスリップ用紙が挿入されているか判定するために使用され、更にスリップ用紙が定位置に留まっているか監視できます。このセンサは通常、スリップのプリンタヘッド位置より一行以上上に設置されます。
逆に、スリップ用紙ニアエンドセンサ（設置されていれば）は、スリップ用紙の終了が近づいたことを判定するために用いられます。このセンサは通常、スリップのプリンタヘッド位置より一行以上下に設置されます。
                                                               

参照
SlpEmptyプロパティ
SlipSelection プロパティ  R/W

形式
LONG SlipSelection;

説明
スリップステーションで印刷するドキュメントの種類を選択します。
値は以下のとおりです。
値
意味
FPTR_SS_FULL_LENGTH
省略なしのドキュメントを印刷します。
FPTR_SS_VALIDATION
バリデーションドキュメントを印刷します。
SlipSelectionの値は、Claimメソッドによって FPTR_SS_FULL_LENGTH に初期化されます。
戻り値
このプロパティが設定されると、以下の値の1つがResultCodeプロパティに入ります。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このプロパティが正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
無効なスリップの種類が指定されました。
TrainingModeActive プロパティ
形式
BOOL TrainingModeActive;
説明
トレーニングモードに関するプリンタの現在の動作状態を示します。トレーニングモードでは、すべてのフィスカルコマンドが使用できます。しかし、トレーニング モードのときには、各フィスカルレシートはノン－フィスカルとしてマークされ、データの入力で内部プリンタレジスタが更新されることはありません。一部の国のフィスカルルールでは、トレーニングモードのレシート上のすべての空白の文字を別の文字として印刷しなければならないとしています。たとえば、イタリアの場合、トレーニングモードのすべてのレシートで空白の代わりに ? を印刷しなければなりません。
値は以下のとおりです。
値
意味
TRUE
現在、プリンタはトレーニング モードになっています。これは、フィスカルプリンタの EPROMにデータが書き込まれないことを意味します。
FALSE
現在、プリンタは通常モードになっています。レシートに印刷される情報によってフィスカルメモリも更新されます。
メソッド
BeginFiscalDocument メソッド
形式
LONG BeginFiscalDocument (LONG DocumentAmount);

パラメータ
説明
DocumentAmount
プリンタが格納するドキュメントの量。
説明
スリップステーションでフィスカル印刷を開始するために呼び出します。
このメソッドがサポートされるのは、CapSlpFiscalDocumentがTRUEである場合のみです。
このメソッドを呼び出す前に、Begin/EndInsertionを使用してスリップの用紙をスリップステーションに挿入する必要があります。
各フィスカル行は PrintFiscalDocumentLineメソッドを使用して印刷します。
このメソッドが正常に終了すると、PrinterStateプロパティが FPTR_PS_FISCAL_DOCUMENT に変更されます。
戻り値
以下の値の 1 つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。
OPOS_E_ILLEGAL
以下のエラーの1つが生じました。
・スリップステーションが存在しません 
  (CapSlpPresentプロパティを参照)。
・プリンタがスリップステーションでのフィ
  スカル出力をサポートしていません 
  (CapSlpFiscalDocumentプロパティを参照)。
OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
プリンタの現在の状態で、状態の移行はできません。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_SLP_EMPTY:
スリップステーションに用紙がありません。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_BAD_ITEM_AMOUNT:
DocumentAmountパラメータが無効です。
その他の値
ResultCodeを参照してください。
参照
EndFiscalDocumentメソッド、PrintFiscalDocumentLineメソッド、AmountDecimalPlacesプロパティ。
BeginFiscalReceipt メソッド
形式
LONG BeginFiscalReceipt (BOOL PrintHeader);

パラメータ
説明
PrintHeader
最初に見出し行を印刷すべきかどうかを示します。
説明
レシートステーションでフィスカル印刷を開始するために呼び出します。
PrintHeader と CapIndependentHeaderプロパティの両方がTRUEである場合には、コントロールが返される前に定義済み見出し行が印刷されます。そうでない場合には、最初の品目が販売されたときに見出し行が印刷されます。
このメソッドが正常に終了した場合には、PrinterStateプロパティが FPTR_PS_FISCAL_RECEIPT に変更されます。
戻り値
以下の値の 1 つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。
OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
プリンタの現在の状態で、状態の移行はできません。
その他の値
ResultCode を参照してください。
参照
EndFiscalReceiptメソッド、PrintRec…メソッド、CapIndependentHeaderプロパティ。
BeginFixedOutput メソッド
形式
LONG BeginFixedOutput (LONG Station, LONG DocumentType);

パラメータ
説明
DocumentType
プリンタに格納されるドキュメントの識別子。
Station
使用するプリンタステーション。FPTR_S_RECEIPTまたはFPTR_S_SLIPのどちらかを指定できます。
説明
プリンタステーションでノン－フィスカルの固定テキストの印刷を開始するために呼び出します。
このメソッドがサポートされるのは、CapFixedOutputがTRUEである場合のみです。
Station パラメータがFPTR_S_SLIPである場合には、このメソッドを呼び出す前にBegin/EndInsertionを使用してスリップ用紙をスリップステーションに挿入する必要があります。
個々の固定出力を印刷するには、PrintFixedOutputメソッドを使用します。
このメソッドが正常に終了した場合には、PrinterStateプロパティが FPTR_PS_FIXED_OUTPUTに変更されます。
EndFixedOutputメソッドは固定出力の状態を終了させ、PrinterState をリセットします。
戻り値
以下の値の 1 つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。
OPOS_E_ILLEGAL
以下のエラーの1つが生じました。
・スリップステーションが存在しません 
  (CapSlpPresentプロパティを参照)。
・プリンタが固定出力をサポートしていませ
  ん (CapFixedOutputプロパティを参照)。
・Station パラメータが無効です。
・DocumentTypeが無効です。
OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
プリンタの現在の状態で、状態の移行はできません。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_SLP_EMPTY:
スリップステーションの中に用紙がありません。
その他の値
ResultCodeを参照してください。
参照
EndFixedOutputメソッド、PrintFixedOutputメソッド。
BeginInsertion メソッド
形式
LONG BeginInsertion (LONG Timeout);

Timeoutパラメータには、ミリ秒単位の時間を指定できます。ここで指定された時間が経過すると、このメソッドは失敗として処理されます。
0が指定されると、このメソッドは挿入モードを開始しようとして、直ちに適切なステータスを返します。
OPOS_FOREVER (-1) が指定されると、このメソッドは挿入モードを開始しようとして、用紙が挿入されるまで、またはエラーが生じるまで待機します。
説明
スリップの処理を開始するために呼び出します。
呼び出されると、スリップステーションはスリップ用紙”押さえづめ”を開くか、またはスリップ用紙挿入モードをアクティブにすることで、スリップ用紙を挿入する準備をします。スリップ用紙の挿入を制御するには、このメソッドを EndInsertionメソッドと組み合わせて使用します。
プリンタデバイスを挿入モードにできない場合には、アプリケーションにエラーが返されます。挿入モードにできた場合には、このコントロールは以下のことが生じるまで、スリップ用紙の挿入を監視し続けます。
· 「スリップ用紙が正常に挿入された」：この場合に、コントロールはOPOS_SUCCESS ステータスを返します。
· 「スリップ用紙が挿入されないうちに Timeoutミリ秒が経過したか、またはプリンタ デバイスによってエラーが報告された」：この場合に、このコントロールはOPOS_E_TIMEOUTまたは別のエラーを返します。プリンタデバイスはスリップ用紙挿入モードのままになっています。このために、アプリケーションはユーザーとの対話を行うことも、スリップ用紙ハンドリングメカニズムを変更せずにBeginInsertionメソッドを再発行することもできます。
戻り値
以下の値の 1 つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に開始しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。
OPOS_E_ILLEGAL
スリップステーションが存在しません (CapSlpPresentプロパティを参照)。
OPOS_E_TIMEOUT
用紙が正しく挿入されずに、指定された時間が経過しました。
その他の値
ResultCodeを参照してください。
参照
EndInsertionメソッド、BeginRemovalメソッド、EndRemovalメソッド。
BeginItemList メソッド
形式
LONG BeginItemList (LONG VatID);

パラメータ
説明
VatID
報告を求める VAT 識別子。
説明
特定のVATクラスに属する品目のバリデーションレポートを開始するために呼び出します。
このメソッドがサポートされるのは、CapItemListがTRUEである場合のみです。
このメソッドが正常に終了した場合には、PrinterStateプロパティが FPTR_PS_ITEM_LISTに変更されます。
このメソッドの後は、VerifyItemとEndItemListのメソッドだけしか呼び出せません。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。
OPOS_E_ILLEGAL
以下のエラーの1つが生じました。
・プリンタが品目一覧レポートをサポートし
  ていません (CapItemListプロパティを参照)。
・プリンタがVATテーブルをサポートして
  いません (CapHasVatTableプロパティを参
  照)。
OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
プリンタの現在の状態で、状態の移行はできません。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_BAD_VAT:
VatIDパラメータが無効です。
その他の値
ResultCodeを参照してください。
参照
EndItemListメソッド、VerifyItemメソッド。
BeginNonFiscal メソッド
形式
LONG BeginNonFiscal ();

説明
プリンタでノン－フィスカル操作を開始するために呼び出します。
このメソッドがサポートされるのは、CapNonFiscalModeがTRUEである場合のみです。
このモードでの出力を実行するには、PrintNormalメソッドを使用します。
このメソッドの呼び出しが正常に終了するのは、PrinterStateプロパティの現在の値がFPTR_PS_MONITORである場合のみです。
このメソッドが正常に終了した場合には、PrinterStateプロパティが FPTR_PS_NONFISCALに変更されます。
ノン－フィスカルの状態を終了させるには、EndNonFiscalメソッドを呼び出す必要があります。
戻り値
以下の値の 1 つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。
OPOS_E_ILLEGAL
次のエラーが生じました。
・プリンタがノン－フィスカル出力をサポー
  トしていません (CapNonFiscalModeプロパ
  ティを参照)。
OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
プリンタの現在の状態で、状態の移行はできません。
その他の値
ResultCodeを参照してください。
参照
EndNonFiscalメソッド、PrintNormalメソッド。
BeginRemoval メソッド
形式
LONG BeginRemoval (LONG Timeout);

Timeoutパラメータには、ミリ秒単位の時間を指定できます。ここで指定された時間が経過すると、このメソッドは失敗として処理されます。
0が指定されると、このメソッドは排出モードを開始しようとして、直ちに適切なステータスを返します。
OPOS_FOREVER(-1)が指定されると、このメソッドは排出モードを開始しようとして、スリップ用紙が排出されるまで、またはエラーが発生するまで待ちます。
説明
排出の処理を開始するために呼び出します。
呼び出されると、プリンタはスリップ用紙”押さえづめ”を開くか、またはスリップ用紙排出モードをアクティブにすることで、スリップ用紙を取り外しできるようになります。スリップ用紙の取り外しを制御するには、このメソッドを EndRemovalメソッドを組み合わせて使用します。
プリンタデバイスを排出または取り出しモードにできない場合には、アプリケーションにエラーが返されます。排出または取り出しモードにできた場合には、このコントロールは以下のことが生じるまで、スリップ用紙の排出を監視し続けます。
· 「スリップ用紙が正常に取り外された」：この場合、コントロールはOPOS_SUCCESSステータスを返します。
· 「スリップ用紙が取り外されないうちに Timeoutミリ秒が経過したか、またはプリンタデバイスによってエラーが報告された」：この場合、コントロールはOPOS_E_TIMEOUTまたは別のエラーを返します。プリンタデバイスはスリップ用紙排出モードのままになっています。このために、アプリケーションはユーザーとの対話を行うことも、スリップ用紙ハンドリングメカニズムを変更せずに BeginRemovalメソッドを再発行することもできます。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に開始しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。
OPOS_E_ILLEGAL
プリンタにスリップステーションが存在しません (CapSlpPresentプロパティを参照)。
OPOS_E_TIMEOUT
用紙が正しく取り外されずに、指定された時間が経過しました。
その他の値
ResultCodeを参照してください。
参照
BeginInsertionメソッド、EndInsertionメソッド、
EndRemovalメソッド。
BeginTraining メソッド
形式
LONG BeginTraining ();

説明
トレーニング操作を開始するために呼び出します。
このメソッドはサポートされるのは、CapTrainingModeがTRUEである場合のみです。
このモードでの出力を実行するには、レシートを印刷する PrintRec… メソッドを使用するか、またはレポートを印刷する別のメソッドを使用します。
このメソッドの呼び出しが正常に終了するのは、PrinterStateプロパティの現在の値がFPTR_PS_MONITORである場合のみです。
このメソッドが正常に終了した場合には、PrinterStateプロパティが FPTR_PS_TRAININGに変更されます。
このメソッドが正常に終了した場合には、TrainingModeActiveプロパティがTRUEに変更されます。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。
OPOS_E_ILLEGAL
次のエラーが生じました。
・プリンタがトレーニング モードをサポー
  トしていません (CapTrainingModeプロパ
  ティを参照)。
OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
プリンタの現在の状態で、状態の移行はできません。
その他の値
ResultCodeを参照してください。
参照
EndTrainingメソッド、PrintRec…メソッド。
ClearError メソッド
形式
LONG ClearError ();

説明
すべてのプリンタエラー状態をクリアするために呼び出します。
このメソッドは常に同期モードで実行されます。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_FAILURE
エラー回復が失敗しました。
その他の値
ResultCodeを参照してください。
EndFiscalDocument メソッド
形式
LONG EndFiscalDocument ();

説明
スリップステーションでのフィスカル印刷を終了するために呼び出します。
このメソッドがサポートされるのは、CapSlpFiscalDocumentがTRUEである場合のみです。
このメソッドが正常に終了すると、PrinterStateプロパティが FPTR_PS_MONITORに変更されます。
戻り値
以下の値の 1 つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。
OPOS_E_ILLEGAL
プリンタがスリップステーションでのフィスカル出力をサポートしていません (CapSlpFiscalDocumentプロパティを参照)。
OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
現在、プリンタはフィスカルドキュメント (Fiscal Document) 状態になってはいません。
その他の値
ResultCodeを参照してください。
参照
BeginFiscalDocumentメソッド、PrintFiscalDocumentLineメソッド。
EndFiscalReceipt メソッド 

形式
LONG EndFiscalReceipt (BOOL PrintHeader);

パラメータ
説明
PrintHeader
最初に見出し行を印刷すべきかどうかを示します。
説明
レシートステーションでのフィスカル印刷を終了するために呼び出します。
PrintHeaderがFALSEである場合に、このメソッドは現在のフィスカルレシートを終了し、そしてカットし、もし合計行の後にトレイラー行とフィスカルロゴタイプがまだ印刷されていなければ、メソッドはそれらを印刷します。このメソッドによって実行されるすべての機能は、この呼び出しが戻る前に完了するでしょう。
このメソッドが正常に終了した場合には、PrinterStateプロパティが FPTR_PS_MONITORに変更されます。
戻り値
以下の値の 1 つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。
OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
現在、プリンタはフィスカルレシート終了 (Fiscal Receipt Ending) 状態になってはいません。
その他の値
ResultCodeを参照してください。
参照
BeginFiscalReceiptメソッド、PrintRec…メソッド。
EndFixedOutput メソッド
形式
LONG EndFixedOutput ();

説明
プリンタステーションでのノン－フィスカルの固定テキストの印刷を終了するために呼び出します。
このメソッドがサポートされるのは、CapFixedOutputがTRUEである場合のみです。
このメソッドが正常に終了すると、PrinterStateプロパティが FPTR_PS_MONITORに変更されます。
戻り値
以下の値の 1 つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。
OPOS_E_ILLEGAL
プリンタが固定出力をサポートしていません (CapFixedOutputプロパティを参照)。
OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
現在、プリンタは固定出力 (Fixed Output) 状態になってはいません。
その他の値
ResultCodeを参照してください。
参照
BeginFixedOutputメソッド、PrintFixedOutputメソッド。
EndInsertion メソッド
形式
LONG EndInsertion ();

説明
用紙挿入の処理を終了するために呼び出します。
呼び出されると、プリンタはスリップ用紙挿入モードから抜け出ます。スリップデバイスに用紙”押さえづめ”がある場合には、このメソッドによって”押さえづめ”は閉じられます。デバイスの中にスリップ用紙が挿入されたことが検出された場合には、OPOS_SUCCESS の正常終了ステータスがアプリケーションに返されます。スリップ用紙がない場合には、OPOS_EFPTR_SLP_EMPTYの拡張エラー ステータスが返されます。
スリップ用紙挿入を制御するには、このメソッドを BeginInsertionメソッドと組み合わせて使用します。プリンタのセンサーでスリップが正しい位置まで挿入されたかどうかが知りたい場合、 BeginInsertionの正常終了の直後にアプリケーションからこのメソッドを呼び出すことができます。別の方法として、アプリケーションがキーを押すようにユーザーに指示し、キーが押されたことによりこのメソッドを呼び出すようにもできます。
戻り値
以下の値の 1 つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に開始しました。
OPOS_E_ILLEGAL
プリンタがスリップ挿入モードになっていません 。
OPOS_E_EXTENDED

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_COVER_OPEN:
プリンタカバーが開いている間にデバイスが挿入モードから抜け出ました。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_SLP_EMPTY:
用紙が挿入されていないのにデバイスが挿入モードから抜け出ました。
その他の値
ResultCodeを参照してください。
参照
BeginInsertionメソッド、BeginRemovalメソッド、EndRemovalメソッド
EndItemList メソッド
形式
LONG EndItemList ();

説明
特定のVATクラスに属する品目のバリデーションレポートを終了するために呼び出します。
このメソッドがサポートされるのは、CapItemListがTRUEであり、CapHasVatTableがTRUEである場合のみです。
このメソッドは、BeginItemListメソッドと組み合わせて使用します。
このメソッドを呼び出して正常に終了できるのは、PrinterStateプロパティの現在の値がFPTR_PS_ITEMLISTと等しい場合のみです。
このメソッドが正常に終了すると、PrinterStateプロパティが FPTR_PS_MONITORに変更されます。
戻り値
以下の値の 1 つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。
OPOS_E_ILLEGAL
以下のエラーの1つが生じました。
・プリンタが固定出力をサポートしていません 
   (CapItemListプロパティを参照)。
・プリンタがVATテーブルをサポートしてい
  ません (CapHasVatTableプロパティを参照)。
OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
プリンタの現在の状態で、状態の移行はできません。
その他の値
ResultCodeを参照してください。
参照
BeginItemListメソッド、VerifyItemメソッド。
EndNonFiscal メソッド
形式
LONG EndNonFiscal ();

説明
プリンタ ステーションでのノン－フィスカル操作を終了するために呼び出します。
このメソッドがサポートされるのは、CapNonFiscalModeがTRUEである場合のみです。
このメソッドが正常に終了すると、PrinterStateプロパティが FPTR_PS_MONITORに変更されます。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。
OPOS_E_ILLEGAL
プリンタがノン－フィスカル出力をサポートしていません (CapNonFiscalModeプロパティを参照)。
OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
現在、プリンタはノン－フィスカル (Non-Fiscal) 状態になってはいません。
その他の値
ResultCodeを参照してください。
参照
BeginNonFiscalメソッド、PrintNormalメソッド。
EndRemoval メソッド
形式
LONG EndRemoval ();

説明
用紙取り外し処理を終了するために呼び出します。
呼び出されると、プリンタはスリップ用紙排出または取り出しモードから抜け出ます。デバイスの中にスリップ用紙が挿入されていないことが検出された場合には、OPOS_SUCCESSの正常終了ステータスがアプリケーションに返されます。スリップ用紙がある場合には、OPOS_EFPTR_SLP_FORMの拡張エラーステータスが返されます。
スリップ用紙取り外しを制御するには、このメソッドを BeginRemovalメソッドと組み合わせて使用します。プリンタのセンサーでスリップ用紙が取り出されたことを確認したい場合、 BeginRemovalの正常終了の直後にアプリケーションからこのメソッドを呼び出すことができます。別の方法として、アプリケーションがキーを押すようにユーザーに指示し、キーが押されたことによりこのメソッドを呼び出すようにもできます。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に開始しました。
OPOS_E_ILLEGAL
プリンタがスリップ取り外しモードになっていません。
OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_SLP_FORM:
スリップ用紙がまだ存在しているのにデバイスが取り外しモードから抜け出ました。
その他の値
ResultCodeを参照してください。
参照
BeginInsertionメソッド、EndInsertionメソッド、BeginRemovalメソッド。
EndTraining メソッド
形式
LONG EndTraining ();

説明
レシートステーションまたはスリップステーションでのトレーニング操作を終了するために呼び出します。
このメソッドがサポートされるのは、CapTrainingModeがTRUEである場合のみです。
このメソッドが正常に終了すると、 TrainingModeActiveプロパティがFALSEに変更されます。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。
OPOS_E_ILLEGAL
プリンタがトレーニングモードをサポートしていません (CapTrainingModeプロパティを参照)。
OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
現在、プリンタはトレーニング(Training)状態になってはいません。
その他の値
ResultCodeを参照してください。
参照
BeginTrainingメソッド、PrintRec…メソッド。
GetData メソッド
形式
LONG GetData (LONG DataItem, LONG* OptArgs, BSTR* Data);

パラメータ
説明
DataItem
取り出す特定のデータ項目。
OptArgs
いくつかの国のために、この追加のパラメータは必要とされるかもしれません。詳細はサービスオブジェクトのベンダーのドキュメントを調べてください。
Data
取り出したデータを入れる文字列。
DataItemパラメータの値は以下のとおりです。
値
意味
FPTR_GD_CURRENT_TOTAL
現在のレシート合計を取得します。
FPTR_GD_DAILY_TOTAL
日次合計を取得します。
FPTR_GD_RECEIPT_NUMBER
印刷されたフィスカルレシートの数を取得します。
FPTR_GD_REFUND
払い戻しの現在の合計を取得します。
FPTR_GD_NOT_PAID
支払われなかったレシートの現在の合計を取得します。
FPTR_GD_MID_VOID
取り消されたレシートの合計数を取得します。
FPTR_GD_Z_REPORT
Zレポート番号を取得します。
FPTR_GD_GRAND_TOTAL
プリンタの総合計を取得します。
FPTR_GD_PRINTER_ID
プリンタのフィスカルIDを取得します。
FPTR_GD_FIRMWARE
プリンタのファームウェアリリース番号を取得します。
FPTR_GD_RESTART
プリンタの再起動カウントを取得します。
説明
プリンタのフィスカルモジュールからデータを取り出すために呼び出します。
データは文字列に入れて返されます。これは、総合計などの一部のフィールドが4バイト整数ではオーバーフローする可能性があるためです。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
指定されたDataItemが無効です。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。
その他の値
ResultCodeを参照してください。
GetDate メソッド
形式
LONG GetDate (BSTR* Date);

パラメータ
説明
Date
文字列として返された日付と時刻。
説明
プリンタの日付と時刻を取得するために呼び出します。
文字列として返される日付と時刻の形式は“ddmmyyyyhhmm”です。
これらは以下のような値を表します。
dd
月のうちの日 (1 - 31)

mm
月 (1 - 12)

yyyy
年 (1997-)

hh
時 (0-23)

mm
分 (0-59)

戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
この時点の日付と時刻の取り出しは無効です。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。
その他の値
ResultCodeを参照してください。
GetTotalizer メソッド
形式
LONG GetTotalizer (LONG VatID, LONG OptArgs, BSTR* Data);

パラメータ
説明
VatID
必要なトータライザのVAT識別子。
OptArgs
追加の引数。
Data
文字列として返されるトータライザ。
説明
特定のVAT税率に関連するトータライザを取得するために呼び出します。
CapSetVatTableがFALSEのときには、1つのトータライザしか存在しません。
戻り値
以下の値の 1 つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
VatIDパラメータが無効です。
その他の値
ResultCodeを参照してください。
GetVatEntry メソッド
形式
LONG GetVatEntry (LONG VatID, LONG OptArgs, LONG* VatRate);

パラメータ
説明
VatID
必要なレートのVAT識別子。
OptArgs
追加の引数。
VatRate
VAT識別子に関連付けられた税率を指すポインタ。
説明
特定のVAT識別子に関連付けられた税率を取得するために呼び出します。
このメソッドがサポートされるのは、CapSetVatTableがTRUEである場合のみです。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
VatIDパラメータが無効です。
その他の値
ResultCodeを参照してください。
PrintDuplicateReceipt メソッド
形式
LONG PrintDuplicateReceipt ();

説明
格納されているトランザクションを重複印刷するために呼び出します。
CapDuplicateReceiptプロパティがTRUEのときのみ、このメソッドはサポートされます。
このメソッドはCapDuplicateReceiptプロパティとDuplicateReceiptプロパティの両方がTRUEのときに成功するでしょう。
このメソッドは、DuplicateReceiptプロパティをFALSEにリセットします。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeが FALSEのときだけです。)

OPOS_E_ILLEGAL
次のエラーの1つが発生しました。
・プリンタは重複印刷をサポートしていません
  （CapDuplicateReceiptプロパティを参照）。
・印刷するためのバッファリングされたトラン
  ザクションがありません（DuplicateReceipt
  プロパティを参照）。
OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
現在、プリンタはモニター (Monitor) 状態になってはいません。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_JRN_EMPTY:
ジャーナルステーションに用紙がありません。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_REC_EMPTY:
レシートステーションに用紙がありません。
PrintFiscalDocumentLine メソッド
形式
LONG PrintFiscalDocumentLine (BSTR DocumentLine);

パラメータ
説明
DocumentLine
フィスカルスリップに印刷する文字列。
説明
スリップステーションで1行のフィスカルテキストを印刷するために呼び出します。
このメソッドがサポートされるのは、CapSlpFiscalDocumentがTRUEである場合のみです。
このメソッドは、AsyncModeがFALSEのときに同期モードで実行され、AsyncModeがTRUEのときに非同期モードで実行されます。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeが FALSEのときだけです。)

OPOS_E_ILLEGAL
プリンタがフィスカルドキュメントをサポートしていません (CapSlpFiscalDocument プロパティを参照)。
OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
現在、プリンタはフィスカルドキュメント (Fiscal Document) 状態になってはいません。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_COVER_OPEN:
プリンタ カバーが開いています。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_SLP_EMPTY:
スリップステーションは指定されましたが、スリップ用紙が挿入されていません。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

その他の値
ResultCode を参照してください。
参照
BeginFiscalDocumentメソッド、EndFiscalDocumentメソッド。
PrintFixedOutput メソッド
形式
LONG PrintFixedOutput (LONG DocumentType, LONG LineNumber, BSTR Data);

パラメータ
説明
DocumentType
プリンタに格納されるドキュメントの識別子。
LineNumber
ドキュメントの中で印刷する行の番号。
Data
印刷する行に配置される文字列のパラメータ。
説明
BeginFixedOutputメソッドで指定された印刷ステーションで、固定ドキュメントの1行を印刷するために呼び出します。呼び出しごとに、格納済みのテキストとDataパラメータを組み合わせるようにして、ドキュメントの中の1行が印刷されます。1つのドキュメント内の行は連続して印刷されなければなりません。最初の行や最後の行などのように、行の中にはオプションが必須のものもあります。
このメソッドがサポートされるのは、CapFixedOutputがTRUEである場合のみです。
プリンタの状態は FPTR_PS_FIXED_OUTPUTに設定されます。
このメソッドは、AsyncModeがFALSEのときに同期モードで実行され、AsyncModeがTRUEのときに非同期モードで実行されます。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeが FALSEのときだけです。)

OPOS_E_ILLEGAL
以下のエラーの1つが生じました。
・プリンタが固定出力をサポートしていません 
   (CapFixedOutputプロパティを参照)。
・LineNumberが無効です。
OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
現在、プリンタは固定出力(Fixed Output)状態になってはいません。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_COVER_OPEN:
プリンタカバーが開いています。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_JRN_EMPTY:
ジャーナルステーションが指定されましたが、用紙がありません。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_REC_EMPTY:
レシートステーションが指定されましたが、用紙がありません。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_SLP_EMPTY:
スリップステーションが指定されましたが、用紙が挿入されていません。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

その他の値
ResultCode を参照してください。
参照
BeginFixedOutputメソッド、EndFixedOutputメソッド。
PrintNormal メソッド
形式
LONG PrintNormal (LONG Station, BSTR Data);

パラメータ
説明
Station
使用するプリンタ ステーション。 FPTR_S_RECEIPT、FPTR_S_JOUNAL、 FPTR_S_JOURNAL_RECEIPTまたは FPTR_S_SLIPのどれかを指定できます。
Data
印刷する1個または複数の文字。基本的に印字可能文字で構成します。
このメソッドはノン－フィスカル印刷で実行します。プリンタの中には、エスケープシーケンス、キャリッジリターン (10進数の13)、ラインフィード (10進数の10) を使用できるものがありますが、ほとんどの場合にそれらはサポートされていません。このデータのフォーマットは、BinaryConversionプロパティの値によって変化します。
説明
プリンタステーション(Station)でデータ(Data)を印刷するために呼び出します。
このメソッドは、AsyncModeがFALSEのときに同期モードで実行され、AsyncModeがTRUEのときに非同期モードで実行されます。
Dataに含められる特殊文字は以下のとおりです。
値
意味
ラインフィード (10)
ラインバッファの中のデータを印刷し、次の印刷行に行送りします。(行を印刷するためには、キャリッジリターンコードは必要ありません。)

キャリッジリターン (13)
キャリッジリターンコードがラインフィードコードの直前にある場合、またはラインバッファが空である場合に、そのキャリッジリターンコードは無視されます。

そうでない場合には、ラインバッファが印刷されます。このとき、プリンタは次の行に行送りをしません。
プリンタの中には、行送りのない印刷を直接サポートしているものがあります。
また、印刷によって常に次の行に行送りするものもあります。どちらの場合でも、このサービスオブジェクトは行バッファを印刷し、サポートされていれば逆方向の行送りを実行します。
プリンタがどちらの機能もサポートしていない場合には、キャリッジリターンコードはラインフィードコードと同じように機能します。

ValidateDataメソッドを使用すると、行送りのないキャリッジリターンが可能であるかどうか、およびそれをサポートするために逆方向の行送りが必要かどうかを調べることができます。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
指定されたステーション(Station)が存在しません。(CapSlpPresentプロパティを参照)。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeが FALSEのときだけです。)

OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
現在、プリンタはノン－フィスカル(Non-Fiscal)状態になってはいません。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_COVER_OPEN:
プリンタカバーが開いています。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncMode がFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_JRN_EMPTY:
ジャーナルステーションが指定されましたが、用紙がありません。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_REC_EMPTY:
レシートステーションが指定されましたが、用紙がありません。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_SLP_EMPTY:
スリップステーションが指定されましたが、スリップ用紙が挿入されていません。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

その他の値
ResultCodeを参照してください。
参照
BeginNonFiscalメソッド、EndNonFiscalメソッド、AsyncModeプロパティ。
PrintPeriodicTotalsReport メソッド
形式
LONG PrintPeriodicTotalsReport (BSTR Date1, BSTR Date2 );

パラメータ
説明
Date1
印刷するレポートの開始日時。
Date2
印刷するレポートの終了日時。
説明
レシートの日時の範囲で、合計のレポート印刷するために呼び出します。
通常、このメソッドは同期的に呼び出されます。
日時は“ddmmyyyyhhmm”の形式の文字列です。
これらは以下のような値を表します。
dd
月のうちの日 (1 - 31)

mm
月 (1 - 12)

yyyy
年 (1997-)

hh
時 (0-23)

mm
分 (0-59)

戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。
OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
プリンタの現在の状態で、状態の移行はできません。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_JRN_EMPTY:
ジャーナルステーションが指定されましたが、スリップ用紙がありません。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_REC_EMPTY:
レシートステーションが指定されましたが、用紙がありません。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_BAD_DATE:
日付パラメータが不正です。
その他の値
ResultCodeを参照してください。
PrintPowerLossReport メソッド
形式
LONG PrintPowerLossReport ();

説明
プリンタのCMOSに格納されたデータが消失したことを示す電源障害レポートをレシートに印刷するために呼び出します。
このメソッドがサポートされるのは、CapPowerLossReportがTRUEである場合のみです。
このメソッドは常に同期モードで実行されます。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。
OPOS_E_ILLEGAL
プリンタが電力消失レポートをサポートしていません。(CapPowerLossReportプロパティを参照)。
OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
プリンタの現在の状態で、状態の移行はできません。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_COVER_OPEN:
プリンタカバーが開いています。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_JRN_EMPTY:
ジャーナルステーションが指定されましたが、スリップ用紙がありません。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_REC_EMPTY:
レシートステーションが指定されましたが、用紙がありません。
その他の値
ResultCodeを参照してください。
PrintRecItem メソッド
形式
LONG PrintRecItem (BSTR Description, CURRENCY Price, LONG Quantity, LONG VatInfo, CURRENCY UnitPrice, BSTR UnitName);

パラメータ
説明
Description
販売した品目を記述するテキスト。
Price
行品目の価格。
Quantity
品目の数。0のときには、単一の品目が想定されます。
VatInfo
VAT税率識別子または金額。使用されない時は0が渡されます。
UnitPrice
品目それぞれの価格。使用されない時は0が渡されます。
UnitName
単位の名称("キログラム"、"リットル"、"個"など)。使用されない時は空の文字列が渡されます。
説明
販売した品目ごとに1つのレシート品目を印刷するために呼び出します。Quantityパラメータが0のときには、1品目の数量が想定されます。
最小限のパラメータはDescriptionとPriceであるか、または Description、Price 、Quantity、およびUnitPriceです。ほとんどの国では、QuantityとVatInfoが必要です。国によっては、UnitPriceとUnitName も必要です。
VatInfo には、CapHasVatTableがTRUEのときに VAT テーブル識別子を含めます。そうでないときには、VATの額を含めます。
このメソッドは、AsyncModeがFALSEのときに同期モードで実行され、AsyncModeがTRUEのときに非同期モードで実行されます。
戻り値
以下の値の 1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeが FALSEのときだけです。)

OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
現在、プリンタはフィスカルレシート (Fiscal Receipt) 状態になってはいません。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_COVER_OPEN:
プリンタカバーが開いています。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncMode がFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_JRN_EMPTY:
ジャーナルステーションが指定されましたが、用紙がありません。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_REC_EMPTY:
レシートステーションが指定されましたが、用紙がありません。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_BAD_ITEM_QUANTITY:
数量が無効です。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_BAD_PRICE:
単価が無効です。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_BAD_ITEM_DESCRIPTION:
割引きの記述が長すぎるか、予約語を含んでいます。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_BAD_VAT:
VAT パラメータが無効です。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_RECEIPT_TOTAL_OVERFLOW:
レシートの合計がオーバーフローしました。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

その他の値
ResultCodeを参照してください。
参照
BeginFiscalReceiptメソッド、EndFiscalReceiptメソッド、
PrintRec…メソッド、AmountDecimalPlacesプロパティ。
PrintRecItemAdjustment メソッド
形式
LONG PrintRecItemAdjustment (LONG AdjustmentType, BSTR Description, CURENCY Amount, LONG VatInfo);

パラメータ
説明
AdjustmentType
割引きの種類。値については、以下を参照してください。
Description
この割引きを記述するテキスト。
Amount
割引きの額。
VatInfo
VAT税率識別子または金額。
AdjustmentTypeには、以下の値を指定することができます。
値
意味
FPTR_AT_AMOUNT_DISCOUNT
固定額の割引き。Amountパラメータには通貨の値が入ります。
FPTR_AT_AMOUNT_SURCHARGE
固定額の追加料金。Amountパラメータには通貨の値が入ります。
FPTR_AT_PERCENTAGE_DISCOUNT
パーセンテージによるの割引き。Amountパラメータにはパーセントの値が入ります。
FPTR_AT_PERCENTAGE_SURCHARGE
パーセンテージによるの追加料金。Amountパラメータにはパーセントの値が入ります。
説明
販売した最後のレシート品目に対して割引きまたは追加料金を適用して印刷するために呼び出します。
この割引は、固定された通貨金額か、最後の品目に関係するパーセンテージ金額のどちらかです。
CapOrderAdjustmentFirstがTRUEのときに、このメソッドは対応する PrintRecItemメソッドの前に呼び出さなければなりません。
CapOrderAdjustmentFirstがFALSEのときに、このメソッドは PrintRecItem メソッドの後で呼び出さなければなりません。
この割引き/追加料金には、最後の品目に関連する固定の額でも率の額でも指定することができます。
割引き額がレシートの小計よりも大きい場合には、エラーが生じます。（小計は決して負の値になりません。）
国によって異なりますが、ほとんどの場合、割引き/追加料金の操作をすると、その操作の種類を示す一定のテキスト行が印刷されます。
VatInfo には、CapHasVatTableがTRUEの場合にVATテーブル識別子を指定します。そうでない場合には、VATの額を指定します。
固定額の割引き/追加料金がサポートされるのは、CapAmountAdjustmentがTRUEのときだけです。
パーセンテージによる割引きがサポートされるのは、CapPercentAdjustmentがTRUEの場合のみです。
このメソッドは、AsyncModeがFALSEのときに同期モードで実行され、AsyncModeがTRUEのときに非同期モードで実行されます。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeが FALSEのときだけです。)

OPOS_E_ILLEGAL
以下のエラーの1つが生じました。
・プリンタが固定額の割引きをサポートして
  いません (CapAmountAdjustmentプロパ
  ティを参照)。
・プリンタがパーセンテージの割引きをサ
  ポートしていません (CapPercentAdjustment
  プロパティを参照)。
・AdjustmentTypeパラメータが無効です。
OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
現在、プリンタはフィスカルレシート (Fiscal Receipt) 状態になってはいません。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_COVER_OPEN:
プリンタカバーが開いています。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_JRN_EMPTY:
ジャーナルステーションが指定されましたが、用紙がありません。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_REC_EMPTY:
レシートステーションが指定されましたが、用紙がありません。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_BAD_ITEM_AMOUNT:
割引きの額が無効です。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_BAD_ITEM_DESCRIPTION:
割引きの記述が長すぎるか、予約語を含んでいます。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncMode がFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_BAD_VAT:
VATパラメータが無効です。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

その他の値
ResultCodeを参照してください。
参照
BeginFiscalReceiptメソッド、EndFiscalReceiptメソッド、PrintRec… メソッド、AmountDecimalPlacesプロパティ。
PrintRecMessage メソッド
形式
LONG PrintRecMessage (BSTR Message);

パラメータ
説明
Message
印刷するテキスト メッセージ。
説明
フィスカルレシートにメッセージを印刷するために呼び出します。個々のメッセージの長さは、MessageLengthプロパティで示された文字数で制限されます。
このメソッドがサポートされるのは、CapAdditionalLinesがTRUEである場合のみです。
このメソッドがサポートされるのは、プリンタがフィスカルレシート終了(Fiscal Receipt Ending)状態にある場合のみです。
このメソッドは、AsyncModeがFALSEのときに同期モードで実行され、AsyncModeがTRUEのときに非同期モードで実行されます。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeが FALSEのときだけです。)

OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
現在、プリンタはフィスカルレシート終了 (Fiscal Receipt Ending)状態になってはいません。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_COVER_OPEN:
プリンタカバーが開いています。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_JRN_EMPTY:
ジャーナルステーションが指定されましたが、用紙がありません。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_REC_EMPTY:
レシートステーションが指定されましたが、用紙がありません。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_BAD_ITEM_DESCRIPTION:
このメッセージが長すぎるか、予約語を含んでいます。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

その他の値
ResultCodeを参照してください。
参照
BeginFiscalReceipt メソッド、EndFiscalReceipt メソッド、
PrintRec… メソッド、MessageLengthプロパティ、CapAdditionalLinesプロパティ。
PrintRecNotPaid メソッド
形式
LONG PrintRecNotPaid (BSTR Description, CURRENCY Amount);

パラメータ
説明
Description
金額が支払われていないことを記述するテキスト。
Amount
支払われていない額。
説明
レシートの合計の一部が支払われていないことを示すために呼び出します。
レシートの合計の一部が支払われていないことを示すために、Descriptionと共に固定テキストがレシートとジャーナルに印刷されます。
このメソッドがサポートされるのは、CapAmountNotPaidがTRUEである場合のみです。
このメソッドは、AsyncModeがFALSEのときに同期モードで実行され、AsyncModeがTRUEのときに非同期モードで実行されます。
このメソッドが正常に終了すると、PrinterStateプロパティが FPTR_PS_FISCAL_RECEIPT_TOTALまたは FPTR_PS_FISCAL_RECEIPT_ENDINGに変更されます。どちらになるのかは、レシート合計全体を示しているかどうかによって異なります。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeが FALSEのときだけです。)

OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
現在、プリンタはフィスカルレシート (Fiscal Receipt) 状態にもフィスカルレシート合計 (Fiscal Receipt Total) 状態にもなってはいません。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_COVER_OPEN:
プリンタカバーが開いています。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_JRN_EMPTY:
ジャーナル ステーションが指定されましたが、用紙がありません。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_REC_EMPTY:
レシートステーションが指定されましたが、用紙がありません。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_BAD_ITEM_DESCRIPTION:
このテキストが長すぎるか、予約語を含んでいます。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_BAD_ITEM_AMOUNT:
金額が無効です。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

その他の値
ResultCode を参照してください。
参照
BeginFiscalReceiptメソッド、EndFiscalReceiptメソッド、
PrintRec…メソッド、AmountDecimalPlacesプロパティ。
PrintRecRefund メソッド
形式
LONG PrintRecRefund (BSTR Description, CURRENCY Amount, LONG VatInfo);

パラメータ
説明
Description
払い戻しを記述するテキスト。
Amount
払い戻しの額。
VatInfo
VAT税率識別子または金額。
説明
払い戻しを処理するために呼び出します。Amountは正の数ですが、負の数として印刷され、合計レジスタから差し引かれます。
払い戻しが行われたことを示すために、Descriptionと共に固定テキストがレシートとジャーナルに印刷されます。
VatInfoには、CapHasVatTableがTRUEのときにVATテーブル識別子を含めます。そうでないときには、VATの額を含めます。
このメソッドは、AsyncModeがFALSEのときに同期モードで実行され、AsyncModeがTRUEのときに非同期モードで実行されます。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeが FALSEのときだけです。)

OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
現在、プリンタはフィスカルレシート(Fiscal Receipt)状態になってはいません。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_COVER_OPEN:
プリンタカバーが開いています。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_JRN_EMPTY:
ジャーナルステーションが指定されましたが、用紙がありません。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_REC_EMPTY:
レシートステーションが指定されましたが、用紙がありません。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_BAD_ITEM_DESCRIPTION:
このテキストが長すぎるか、予約語を含んでいます。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_BAD_ITEM _AMOUNT:
金額が無効です。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_BAD_VAT:
VAT情報が無効です。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

その他の値
ResultCodeを参照してください。
参照
BeginFiscalReceiptメソッド、EndFiscalReceiptメソッド、
PrintRec…メソッド、AmountDecimalPlacesプロパティ。
PrintRecSubtotal メソッド
形式
LONG PrintRecSubtotal (CURRENCY Amount);

パラメータ
説明
Amount
小計の額。
説明
現在のフィスカルレシート小計をチェックして印刷するために呼び出します。CapCheckTotalがTRUEのときに、Amountはプリンタによって計算された小計と比較されます。両方の小計が一致した場合には、その小計がレシートとジャーナルの両方に印刷されます。小計が一致しなかった場合には、そのレシートが自動的に取り消されます。CapCheckTotalがFALSEのときには、パラメータの小計はプリンタによって計算された小計と比較されず、小計はそのままレシートとジャーナルに印刷されます。
このメソッドは、AsyncModeがFALSEのときに同期モードで実行され、AsyncModeがTRUEのときに非同期モードで実行されます。
このメソッドがアプリケーションの小計とプリンタの小計とを比較し、それらが一致しなかった場合には、PrinterStateプロパティが FPTR_PS_FISCAL_RECEIPT_ENDINGに変更されます。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeが FALSEのときだけです。)

OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
現在、プリンタはフィスカルレシート (Fiscal Receipt) 状態になってはいません。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_COVER_OPEN:
プリンタカバーが開いています。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncMode がFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_JRN_EMPTY:
ジャーナル ステーションが指定されましたが、用紙がありません。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_REC_EMPTY:
レシートステーションが指定されましたが、用紙がありません。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_BAD_ITEM _AMOUNT:
アプリケーションの小計がプリンタによって計算された小計と一致しません。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_NEGATIVE_TOTAL:
プリンタによって計算された合計が 0よりも小さくなっています。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

その他の値
ResultCodeを参照してください。
参照
BeginFiscalReceiptメソッド、EndFiscalReceiptメソッド、
PrintRec…メソッド、AmountDecimalPlacesプロパティ。
PrintRecSubtotalAdjustment メソッド
形式
LONG PrintRecSubtotalAdjustment (LONG AdjustmentType, BSTR Description, CURRENCY Amount);

パラメータ
説明
AdjustmentType
割引きの種類。値については、以下を参照してください。
Description
割引きを記述するテキスト。
Amount
割引きの額。
AdjustmentType には、以下の値を指定することができます。
値
意味
FPTR_AT_AMOUNT_DISCOUNT
固定額の割引き。Amountパラメータには通貨の値が入ります。
FPTR_AT_AMOUNT_SURCHARGE
固定額の追加料金。Amountパラメータには通貨の値が入ります。
FPTR_AT_PERCENTAGE_DISCOUNT
パーセンテージによる割引き。Amountパラメータにはパーセントの値が入ります。
FPTR_AT_PERCENTAGE_SURCHARGE
パーセンテージによる追加料金。Amountパラメータにはパーセントの値が入ります。
説明
現在のレシート小計に対して割引きまたは追加料金を適用して印刷するために呼び出します。この割引きには、現在のレシート小計に関連する固定の額でもパーセンテージでも指定することができます。
割引き額がレシートの小計よりも大きい場合には、エラーが生じます。（小計は決して負の値にはなりません。）
国によって異なりますが、ほとんどの場合、割引き/追加料金の操作をすると、その操作の種類を示す一定のテキスト行が印刷されます。
固定額の割引き/追加料金がサポートされるのは、CapAmountAdjustmentがTRUEのときだけです。
パーセンテージの割引きがサポートされるのは、CapPercentAdjustmentがTRUEのときだけです。
このメソッドは、AsyncModeがFALSEのときに同期モードで実行され、AsyncModeがTRUEのときに非同期モードで実行されます。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeが FALSEのときだけです。)

OPOS_E_ILLEGAL
以下のエラーの1つが生じました。
・プリンタが固定額の割引きをサポートして
  いません (CapSubAmountAdjustmentプロパ
  ティを参照)。
・プリンタがパーセンテージの割引きをサ
  ポートしていません 
  (CapSubPercentAdjustmentプロパティを参
  照)。
・AdjustmentTypeパラメータが無効です。
OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
現在、プリンタはフィスカルレシート(Fiscal Receipt)状態になってはいません。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_COVER_OPEN:
プリンタカバーが開いています。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_JRN_EMPTY:
ジャーナルステーションが指定されましたが、用紙がありません。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_REC_EMPTY:
レシートステーションが指定されましたが、用紙がありません。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_BAD_ITEM _AMOUNT:
割引きの額が無効です。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_BAD_ITEM _DESCRIPTION:
割引きの記述が長すぎるか、予約語を含んでいます。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

その他の値
ResultCodeを参照してください。
参照
BeginFiscalReceiptメソッド、EndFiscalReceiptメソッド、
PrintRec…メソッド、AmountDecimalPlacesプロパティ。
PrintRecTotal メソッド
形式
LONG PrintRecTotal (CURRENCY Total, CURRENCY Payment, BSTR Description);

パラメータ
説明
Total
アプリケーションによって計算されたレシート合計。
Payment
提供された支払いの額。
Description
支払いのテキストの記述または定義済みの支払い記述のインデックス。
説明
現在のフィスカルレシート合計をチェックして印刷し、支払いを提供するために呼び出します。CapCheckTotalがTRUEのときに、Total はプリンタによって計算された合計と比較されます。両方の合計が一致した場合には、固定テキストと共にその合計がレシートとジャーナルの両方に印刷されます。合計が一致しなかった場合には、そのレシートが自動的に取り消されます。CapCheckTotalがFALSEのときには、パラメータの合計はプリンタによって計算された合計と比較されず、合計はレシートとジャーナルにそのまま印刷されます、。
CapPredefinedPaymentLinesがTRUEのときには、Descriptionパラメータには、プリンタの定義済みの支払い記述のインデックスを含めます。通常、このインデックスは1文字の英字です。このインデックスに許される値のセットは、サービスオブジェクトで説明されており、PredefinedPaymentLinesプロパティに格納されています。
Payment = Totalのときに、DescriptionとPaymentを含んだ1行が印刷されます。PrinterStateプロパティはFPTR_PS_FISCAL_RECEIPT_ENDINGに設定されます。
Payment > Totalのときに、DescriptionとPaymentを含んだ1行が印刷され、その後につり銭の額を含んだ2番目の行が続きます。PrinterStateプロパティはFPTR_PS_FISCAL_RECEIPT_ENDINGに設定されます。
Payment < Totalのときに、DescriptionとPaymentを含んだ1行が印刷されます。レシート合計全額はまだ支払われていないので、PrinterStateプロパティはFPTR_PS_FISCAL_RECEIPT_TOTALに設定されます。
CapAdditionalLinesプロパティがFALSEのときに、レシートの合計がアプリケーションの支払いと等しくなれば、最後の合計行の後でレシートのトレイラー行、フィスカルロゴタイプ、およびレシートの切り離しの処理が行われます。プロパティがTRUEのときには、これらの行は印刷されません。印刷する場合は、EndFiscalReceiptメソッドを呼び出すことで印刷されます。
このメソッドは、AsyncModeがFALSEのときに同期モードで実行され、AsyncModeがTRUEのときに非同期モードで実行されます。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeが FALSEのときだけです。)

OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
現在、プリンタはフィスカルレシート(Fiscal Receipt)状態になってはいません。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_COVER_OPEN:
プリンタカバーが開いています。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_JRN_EMPTY:
ジャーナルステーションが指定されましたが、用紙がありません。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_REC_EMPTY:
レシートステーションが指定されましたが、用紙がありません。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_BAD_ITEM _AMOUNT:
以下のエラーの1つが生じました。
・アプリケーションによって計算された合計
  がプリンタによって計算された合計と一致し
  ません。
・Totalパラメータが無効です。
・Paymentパラメータが無効です。
  (この値が返される可能性があるのは、
  AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_BAD_ITEM _DESCRIPTION:
この記述が長すぎるか、予約語を含んでいます。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_NEGATIVE_TOTAL:
プリンタによって計算された合計が0よりも小さくなっています。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WORD_NOT_ALLOWED:
記述に予約語が含まれています。
その他の値
ResultCodeを参照してください。
参照
BeginFiscalReceiptメソッド、EndFiscalReceiptメソッド、
PrintRec…メソッド、PredefinedPaymentLinesプロパティ、AmountDecimalPlacesプロパティ。
PrintRecVoid メソッド
形式
LONG PrintRecVoid (BSTR Description);

パラメータ
説明
Description
取り消しを記述するテキスト。
説明
現在のレシートを取り消すために呼び出します。そのレシートは無効になりますが、プリンタのフィスカルメモリから物理的に消去されるわけではありません。これは、フィスカルレシートにはシリアル番号が順に印刷され、合計がレジスタで累算されるためです。レシートが取り消されると、その小計は合計レジスタから減算されますが、取り消しレシートレジスタに加算されます。
レシートが取り消されたことを示すために、Descriptionと共に固定テキストがレシートとジャーナルに印刷されます。
このメソッドは、AsyncModeがFALSEのときに同期モードで実行され、AsyncModeがTRUEのときに非同期モードで実行されます。
このメソッドが正常に終了すると、PrinterStateプロパティが FPTR_PS_FISCAL_RECEIPT_ENDINGに変更されます。
戻り値
以下の値の 1つがこのメソッドによって返され、ResultCode プロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeが FALSEのときだけです。)

OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
現在、プリンタはフィスカルレシート (Fiscal Receipt) 状態になってはいません。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_COVER_OPEN:
プリンタカバーが開いています。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_JRN_EMPTY:
ジャーナルステーションが指定されましたが、用紙がありません。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_REC_EMPTY:
レシートステーションが指定されましたが、用紙がありません。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_BAD_ITEM _DESCRIPTION:
このテキストが長すぎるか、予約語を含んでいます。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

その他の値
ResultCode を参照してください。
参照
BeginFiscalReceiptメソッド、EndFiscalReceiptメソッド、
PrintRec…メソッド。
PrintRecVoidItem メソッド
形式
LONG PrintRecVoidItem (BSTR Description, CURRENCY Amount, LONG Quantity, LONG AdjustmentType, LONG Adjustment, LONG VatInfo);

パラメータ
説明
Description
品目の取り消しを示すテキストの記述。
Amount
取り消す品目の額。
Quantity
取り消す品目の数量。
AdjustmentType
割引きの種類。値については、以下を参照してください。
Adjustment
割引きの額。
VatInfo
VAT税率識別子または金額。
AdjustmentTypeには、以下の値を指定することができます。
値
意味
FPTR_AT_AMOUNT_DISCOUNT
固定額の割引き。Adjustmentパラメータには通貨の値が入ります。
FPTR_AT_AMOUNT_SURCHARGE
固定額の追加料金。Adjustmentパラメータには通貨の値が入ります。
FPTR_AT_PERCENTAGE_DISCOUNT
パーセンテージによる割引き。Adjustmentパラメータにはパーセントの値が入ります。
FPTR_AT_PERCENTAGE_SURCHARGE
パーセンテージによる追加料金。Adjustmentパラメータにはパーセントの値が入ります。
説明
レシートに追加された品目を取り消し、取り消しの記述を印刷するために呼び出します。Amountは正の数ですが、負の数として印刷され、合計レジスタから差し引かれます。
VatInfoには、CapHasVatTableがTRUEのときに VATテーブル識別子を含めます。そうでないときには、VATの額を含めます。
CapAmountAdjustmentプロパティがTRUEのときのみ、固定額の割引き／追加料金がサポートされます。
CapPercentAdjustmentプロパティがTRUEのときのみ、パーセンテージによる割引きがサポートされます。
このメソッドは、AsyncModeがFALSEのときに同期モードで実行され、AsyncModeがTRUEのときに非同期モードで実行されます。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeが FALSEのときだけです。)

OPOS_E_ILLEGAL
以下のエラーの1つが生じました。
・プリンタが固定額の割引きをサポートして
  いません (CapAmountAdjustmentプロパ
  ティを参照)。
・プリンタがパーセンテージの割引きをサ
  ポートしていません 
  (CapPercentAdjustmentプロパティを参照)。
・AdjustmentTypeパラメータが無効です。
OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
現在、プリンタはフィスカルレシート (Fiscal Receipt) 状態になってはいません。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_COVER_OPEN:
プリンタカバーが開いています。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_JRN_EMPTY:
ジャーナル ステーションが指定されましたが、用紙がありません。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_REC_EMPTY:
レシートステーションが指定されましたが、用紙がありません。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_BAD_ITEM_AMOUNT:
金額が無効です。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_BAD_ITEM_QUANTITY:
数量が無効です。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_BAD_VAT:
VAT情報が無効です。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_BAD_ITEM_DESCRIPTION:
この記述が長すぎるか、予約語を含んでいます。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_NEGATIVE_TOTAL:
プリンタによって計算された合計が 0よりも小さくなっています。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

その他の値
ResultCodeを参照してください。
参照
BeginFiscalReceiptメソッド、EndFiscalReceiptメソッド、
PrintRec…メソッド、AmountDecimalPlacesプロパティ。
PrintReport  メソッド
形式
LONG PrintReport (LONG ReportType, BSTR StartNum, BSTR EndNum);

パラメータ
説明
ReportType
印刷するレポートの種類。このパラメータの正確な意味を知るには、以下のReportTypeの表を参照してください。
StartNum
印刷が開始されるプリンタ メモリ内の開始レコードを特定するASCII文字列。
EndNum
印刷が終了するプリンタ メモリ内の最終レコードを特定するASCII文字列。
ReportType には、以下の値を指定することができます。
値
説明
FPTR_RT_ORDINAL
2 つの Z レポートの間のレポートを印刷します。StartNumとEndNumの両方が有効であり、EndNum > StartNumの条件が成立する場合には、StartNumとEndNumの間の期間のレポートが印刷されます。StartNumが有効であり、EndNum が 0である場合には、StartNumだけに関連するレポートが印刷されます。
FPTR_RT_DATE
2 つの日付の間のレポートを印刷します。日付として指定する文字列の形式は “ddmmyyyyhhmm”です。これらは以下のような値を表します。
dd

月のうちの日 (1 - 31)
mm
月 (1 - 12)
yyyy
年 (1997-...)
hh

時 (0-23)
mm
分 (0-59)
説明
ある期間の間に生じたフィスカルEPROMの内容のレポートをレシートに印刷するために呼び出します。
このメソッドは常に同期モードで実行されます。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。
OPOS_E_ILLEGAL
以下のエラーの1つが生じました。
・ReportType パラメータが無効です。
・StartNum または EndNumのどちらかあるい
  は両方が無効です。
・StartNum > EndNumとなっています。
OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
プリンタの現在の状態で、状態の移行はできません。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_COVER_OPEN:
プリンタカバーが開いています。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_JRN_EMPTY:
ジャーナルステーションが指定されましたが、用紙がありません。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_REC_EMPTY:
レシートステーションが指定されましたが、用紙がありません。
その他の値
ResultCode を参照してください。
PrintXReport メソッド
形式
LONG PrintXReport ();

説明
毎日のフィスカル活動レポートをレシートに印刷するために呼び出します。このメソッドを呼び出すことでは、データはフィスカル EPROMに書き込まれません。
このメソッドがサポートされるのは、CapXReportがTRUEである場合だけです。
このメソッドは常に同期モードで実行されます。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。
OPOS_E_ILLEGAL
プリンタがXレポートをサポートしていません (CapXReportを参照)。
OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
プリンタの現在の状態で、状態の移行はできません。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_COVER_OPEN:
プリンタカバーが開いています。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_JRN_EMPTY:
ジャーナルステーションが指定されましたが、用紙がありません。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_REC_EMPTY:
レシートステーションが指定されましたが、用紙がありません。
その他の値
ResultCodeを参照してください。
PrintZReport メソッド
形式
LONG PrintZReport ();

説明
毎日のフィスカル活動レポートをレシートに印刷するために呼び出します。このメソッドを呼び出すことで、データはフィスカルEPROMに書き込まれます。
このメソッドは常に同期モードで実行されます。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_BUSY
現在、出力中なので実行できません。
OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
プリンタの現在の状態で、状態の移行はできません。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_COVER_OPEN:
プリンタカバーが開いています。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_JRN_EMPTY:
ジャーナルステーションが指定されましたが、用紙がありません。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_REC_EMPTY:
レシートステーションが指定されましたが、用紙がありません。
その他の値
ResultCodeを参照してください。
ResetPrinter メソッド
形式
LONG ResetPrinter ();

説明
プリンタをモニター (Monitor) 状態に強制的に戻すために呼び出します。このメソッドの呼び出しによって、割り込み操作は取り消され、終了します。このメソッドは、Claimメソッドの呼び出しが正常に終了し、DeviceEnabledプロパティをTRUEに設定する事が成功した後でプリンタがモニター (Monitor) 状態になっていないときのみに呼び出してください。このような状況は、フィスカル操作中に電源障害が発生した場合に多く見られます。
このメソッドを呼び出すことによっては、プリンタは閉じられません (すなわち、強制的にZレポートが印刷されることはありません)。
このサービスオブジェクトは以下のようにこのコマンドを処理します。
· プリンタがフィスカルレシート (Fiscal Receipt)、フィスカルレシート合計 (Fiscal Receipt Total)、またはフィスカルレシート終了 (Fiscal Receipt Ending) のどれかの状態にある場合には、どのレジスタも更新せずにレシートは終了します。
· プリンタがノン－フィスカル (NonFiscal) 状態にある場合には、プリンタはこの状態から抜け出します。
· プリンタがトレーニング (Training) 状態にある場合には、プリンタはトレーニング状態から抜け出します。
このメソッドは常に同期モードで実行されます。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
その他の値
ResultCode を参照してください。
SetDate メソッド
形式
LONG SetDate (BSTR Date);
パラメータ
説明
Date
文字列として表現された日付と時刻。
説明
プリンタの日付と時刻を設定するために呼び出します。
日付として指定する文字列の形式は “ddmmyyyyhhmm”です。これらは以下のような値を表します。
dd
月のうちの日 (1 - 31)

mm
月 (1 - 12)

yyyy
年 (1997-)

hh
時 (0-23)

mm
分 (0-59)
このメソッドを呼び出すことができるのは、DayOpenedがFALSEの場合のみです。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
プリンタがすでにフィスカル日を開始しています (DayOpenedプロパティを参照)。
OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_BAD_DATE:
日付のパラメータの1つが無効です。
その他の値
ResultCodeを参照してください。
SetHeaderLine メソッド
形式
LONG SetHeaderLine (LONG LineNumber, BSTR Text, BOOL DoubleWidth);
パラメータ
説明
LineNumber
設定する見出し行の行番号。
Text
見出し行を設定するテキスト。
DoubleWidth
この行を2倍幅の文字で印刷するかどうかの指定。
説明
フィスカルレシートの見出し行の1つを設定するために呼び出します。このメソッドによって設定されたテキストは、プリンタに保存され、電力が消失しても保持されます。
LineNumberは、1から NumHeaderLinesプロパティの値までの範囲の値にしてください。
Textが空文字列 (“”) であれば、その見出し行は設定解除され、印刷されません。
2倍幅 (DoubleWidth) の文字は、プリンタがサポートしていれば印刷されます。サポートしているかどうかについては、CapDoubleWidth プロパティを参照してください。
このメソッドがサポートされるのは、CapSetHeaderがTRUEである場合のみです。
このメソッドを呼び出すことができるのは、DayOpenedがFALSEの場合のみです。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
以下のエラーの1つが生じました。
・プリンタがすでにフィスカル日を開始して
  います (DayOpenedプロパティを参照)。
・LineNumberパラメータが無効です。
OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_BAD_ITEM_DESCRIPTION:
Textパラメータが長すぎるか、予約語を含んでいます。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

 その他の値
ResultCodeを参照してください。
SetPOSID メソッド
形式
LONG SetPOSID (BSTR POSID, BSTR CashierID);
パラメータ
説明
POSID
POSシステムの識別子。
CashierID
現在のフィスカル係の識別子。
説明
POSシステムとフィスカル係の識別子を設定するために呼び出します。これらの値は、フィスカルレシートを終了するたびに印刷されます。
このメソッドがサポートされるのは、CapSetPOSIDがTRUEである場合のみです。
このメソッドを呼び出すことができるのは、DayOpenedがFALSEの場合のみです。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
以下のエラーの1つが生じました。
・プリンタが POS識別子IDの設定をサポー
  トしていません (CapSetPOSIDプロパティ
  を参照)。
・プリンタがすでにフィスカル日を開始して
  います (DayOpenedプロパティを参照)。
・POSIDまたはCashierIDのどちらかのパラ
  メータが無効です。
その他の値
ResultCodeを参照してください。
SetStoreFiscalID メソッド
形式
LONG SetStoreFiscalID (BSTR ID);
パラメータ
説明
ID
フィスカル識別子。
説明
店のフィスカルIDを設定するために呼び出します。電源障害が生じた後でも、この値はプリンタに保存されています。このIDはフィスカルレシートの見出し行の後に自動的に印刷されます。
CapSetStoreFIScalIDプロパティがTRUEのときのみ、このメソッドはサポートされます。
このメソッドを呼び出すことができるのは、DayOpenedがFALSEの場合のみです。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
以下のエラーの1つが生じました。
・プリンタが店のフィスカル識別子をサポート
  していません（CapSetStoreFIScalIDプロパ
  ティを参照）。
・プリンタがすでにフィスカル日を開始して
  います (DayOpenedプロパティを参照)。
・IDパラメータが無効です。
その他の値
ResultCodeを参照してください。
SetTrailerLine メソッド
形式
LONG SetTrailerLine (LONG LineNumber, BSTR Text, BOOL DoubleWidth);
パラメータ
説明
LineNumber
設定するトレイラー行の行番号。
Text
トレイラー行を設定するテキスト。
DoubleWidth
この行を2倍幅の文字で印刷するかどうかの指定。
説明
フィスカルレシートのトレイラー行の 1つを設定するために呼び出します。このメソッドによって設定されたテキストは、プリンタに保存され、電力が消失しても保持されます。
LineNumberは、1からNumTrailerLinesプロパティの値までの範囲の値にしてください。
Textが空文字列 (“”)であれば、そのトレイラー行は設定解除され、印刷されません。
2倍幅 (DoubleWidth) の文字は、プリンタがサポートしていれば印刷されます。サポートしているかどうかについては、CapDoubleWidth プロパティを参照してください。
このメソッドがサポートされるのは、CapSetTrailerがTRUEである場合のみです。
このメソッドを呼び出すことができるのは、DayOpened が FALSE の場合のみです。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
以下のエラーの1つが生じました。
・プリンタがすでにフィスカル日を開始して
  います (DayOpenedプロパティを参照)。
・LineNumberパラメータが無効です。
OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_BAD_ITEM_DESCRIPTION:
Textパラメータが長すぎるか、予約語を含んでいます。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

その他の値
ResultCodeを参照してください。
SetVatTable メソッド
形式
LONG SetVatTable ();
説明
このサービス オブジェクトの中に組み込まれた VAT テーブルをプリンタに送信します。VATテーブルは、SetVatValueメソッドを使用して一度に1 エントリずつ構築します。
このメソッドがサポートされるのは、CapHasVatTableがTRUEである場合のみです。
このメソッドを呼び出すことができるのは、DayOpenedがFALSEの場合のみです。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
プリンタがすでにフィスカル日を開始しています (DayOpenedプロパティを参照)。
その他の値
ResultCodeを参照してください。
参照
SetVatValueメソッド。
SetVatValue メソッド
形式
LONG SetVatValue (LONG VatID, BSTR VatValue);
パラメータ
説明
VatID
設定するVATテーブル エントリのインデックス。
VatValue
パーセントで示された税の値。
説明
特定の VATクラスの値をVATテーブルに設定するために呼び出します。VATテーブルは、この SetVatValueメソッドを使用して、このサービスオブジェクトの中に 一度に1エントリずつ構築します。その後で、SetVatTableメソッドを使用してそのテーブル全体を一度にプリンタに送信します。
このメソッドがサポートされるのは、CapHasVatTableがTRUEである場合のみです。
このメソッドを呼び出すことができるのは、DayOpenedがFALSEの場合のみです。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
以下のエラーの1つが生じました。
・プリンタがVATテーブルをサポートして
  いません (CapHasVatTableプロパティを参
  照)。
・プリンタがすでにフィスカル日を開始して
  います (DayOpenedプロパティを参照)。
・プリンタが既存のVATの値の変更をサ
  ポートしていません。
その他の値
ResultCodeを参照してください。
参照
SetVatTable メソッド。
VerifyItem メソッド
形式
LONG VerifyItem (BSTR ItemName, LONG VatID);
パラメータ
説明
ItemName
検査する品目。
VatID
その品目の VAT 識別子。
説明
ItemNameとそのVatIDをプリンタに格納された値と比較するために呼び出します。
このメソッドがサポートされるのは、CapHasVatTableがTRUEである場合のみです。
このメソッドを呼び出すことができるのは、プリンタが品目一覧 (Item List)状態にある場合のみです。
戻り値
以下の値の1つがこのメソッドによって返され、ResultCodeプロパティに入れられます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このメソッドが正常に終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
プリンタが VAT テーブルをサポートしていません (CapHasVatTableプロパティを参照)。
OPOS_E_EXTENDED:

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_WRONG_STATE:
現在、プリンタは品目一覧 (Item List)状態になってはいません。
ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_BAD_ITEM_DESCRIPTION:
品目の名前が長すぎるか、予約語を含んでいます。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

ResultCodeExtended = OPOS_EFPTR_BAD_VAT:
VATパラメータが無効です。
(この値が返される可能性があるのは、AsyncModeがFALSEのときだけです。)

その他の値
ResultCodeを参照してください。
参照
SetVatTableメソッド。
イベント
ErrorEvent イベント
形式
void ErrorEvent (LONG ResultCode, LONG ResultCodeExtended,
LONG ErrorLocus, LONG* pErrorResponse);
パラメータ
説明
ResultCode
エラーイベントを引き起こす結果コード。値については、ResultCodeを参照してください。
ResultCodeExtended
エラーイベントを引き起こす拡張結果コード。値については、以下を参照してください。
ErrorLocus
OPOS_EL_OUTPUTに設定します。非同期出力の処理中にエラーが生じたことを示します。
pErrorResponse
エラーイベントの応答を指すポインタ。以下の値を参照してください。
ResultCodeがOPOS_E_EXTENDEDである場合に、ResultCodeExtendedが以下の値の1つに設定されます。
値
意味
OPOS_EFPTR_COVER_OPEN
プリンタカバーが開いています。
OPOS_EFPTR_JRN_EMPTY
ジャーナルステーションで用紙がなくなりました。
OPOS_EFPTR_REC_EMPTY
レシートステーションで用紙がなくなりました。
OPOS_EFPTR_SLP_EMPTY
スリップステーションに用紙が挿入されていません。
OPOS_EFPTR_WRONG_STATE
要求されたメソッドはプリンタの現在の状態で実行できませんでした。
OPOS_EFPTR_TECHNICAL_ASSISTANCE
プリンタが重大なエラー状態を検出しました。プリンタ担当の技術支援要員に連絡してください。
OPOS_EFPTR_CLOCK_ERROR
プリンタの内部クロックに障害があります。
OPOS_EFPTR_FISCAL_MEMORY_FULL
プリンタのフィスカルメモリがいっぱいになりました。
OPOS_EFPTR_FISCAL_MEMORY_DISCONNECTED
プリンタのフィスカルメモリが切り離されました。
OPOS_EFPTR_FISCAL_TOTALS_ERROR
作業メモリの総合計がEPROMの総合計と一致しません。
OPOS_EFPTR_BAD_ITEM_QUANTITY
Quantityパラメータが無効です。
OPOS_EFPTR_BAD_ITEM_AMOUNT
Amountパラメータが無効です。
OPOS_EFPTR_BAD_ITEM_DESCRIPTION
Descriptionパラメータが長すぎるか、違法な文字を含んでいるか、または予約語を含んでいます。
OPOS_EFPTR_RECEIPT_TOTAL_OVERFLOW
レシートの合計がオーバーフローしました。
OPOS_EFPTR_BAD_VAT
Vatパラメータが無効です。
OPOS_EFPTR_BAD_PRICE
Priceパラメータが無効です。
OPOS_EFPTR_NEGATIVE_TOTAL
プリンタの計算した合計または小計が0よりも小さくなっています。
OPOS_EFPTR_MISSING_DEVICES
その国のフィスカル制度に従って接続すべきその他のデバイスの一部が切り離されています。国によっては、フィスカルプリンタを使用するために完全セットの周辺装置 (キャッシュドロワーや顧客用ディスプレイなど) をPOSに接続しなければなりません。これらの周辺装置のどれかが存在しない場合には、販売が許されません。
pErrorResponseパラメータによって指定される記憶場所の内容は、OPOS_ER_RETRYのデフォルト値に事前設定されています。アプリケーションはこの値を以下の1つに設定することができます。
値
意味
OPOS_ER_RETRY
非同期出力を再試行します。エラー状態から抜け出します。
OPOS_ER_CLEAR
非同期出力をクリアします。エラー状態から抜け出します。
説明
このイベントは、エラーが検出され、このコントロールがエラー状態に変化したときに発行されます。
参照
本書「モデル」セクションのプリンタエラー報告モデルの説明。
StatusUpdateEvent イベント
形式 
void StatusUpdateEvent (LONG Status);
Status パラメータには、以下の値を1つを指定することができます。
値
意味
FPTR_SUE_COVER_OPEN

プリンタカバーが開いています。
FPTR_SUE_COVER_OK


プリンタカバーが閉じています。
FPTR_SUE_JRN_EMPTY


ジャーナルの用紙がありません。
FPTR_SUE_JRN_NEAREMPTY
ジャーナルの用紙が残り少なくなって
　　　　います。
FPTR_SUE_JRN_PAPEROK

ジャーナルの用紙はあります。
FPTR_SUE_REC_EMPTY


レシートの用紙がありません。
FPTR_SUE_REC_NEAREMPTY
レシートの用紙が残り少なくなってい
　　　　ます。
FPTR_SUE_REC_PAPEROK

レシートの用紙はあります。
FPTR_SUE_SLP_EMPTY


スリップの用紙がありません。
FPTR_SUE_SLP_NEAREMPTY
スリップの用紙が残り少なくなって
　　　　います。
FPTR_SUE_SLP_PAPEROK

スリップの用紙が挿入されています。
FPTR_SUE_IDLE
　　正常に終了したか、または出力がクリアさ
　　れたために、すべての非同期出力が終了し
　　ました。プリンタの状態は現在
　　OPOS_S_IDLE になっています。このイ
　　ベントが発行されるには、FlagWhenIdleプ
　　ロパティがTRUEである必要がありますな
　　ければなりません。このコントロールはイ
　　ベントを発行する直前に自動的にこのプロ
　　パティをFALSEにリセットします。
電源状態通知のStatusUpdateEventの値
　　「第2章 共通プロパティ、メソッド、イ
　　ベント」のStatusUpdateEventの記述を参
　　照。
説明
このイベントは、重要なステータス イベントが生じたときに発行されます。
第18章
PINパッド
一覧
プロパティ
	共通
	版数
	型
アクセス
	初期化

	AutoDisable
	1.3
	Boolean
R/W
	適用外 

	BinaryConversion
	1.3
	Long
R/W
	適用外 

	CapPowerReporting
	1.3
	Long
R
	Open

	CheckHealthText
	1.3
	String
R
	Open 

	Claimed
	1.3
	Boolean
R
	Open 

	DataCount
	1.3
	Long
R
	Open

	DataEventEnabled
	1.3
	Boolean
R/W
	Open 

	DeviceEnabled
	1.3
	Boolean
R/W
	Open & Claim 

	FreezeEvents
	1.3
	Boolean
R/W
	Open 

	OutputID
	1.3
	Long
R
	適用外 

	PowerNotify
	1.3
	Long
R/W
	Open

	PowerState
	1.3
	Long
R
	Open

	ResultCode
	1.3
	Long
R
	無し

	ResultCodeExtended
	1.3
	Long
R
	Open 

	State
	1.3
	Long
R
	無し

	
	
	
	

	ControlObjectDescription
	1.3
	String
R
	無し

	ControlObjectVersion
	1.3
	Long
R
	無し

	ServiceObjectDescription
	1.3
	String
R
	Open 

	ServiceObjectVersion
	1.3
	Long
R
	Open 

	DeviceDescription
	1.3
	String
R
	Open 

	DeviceName
	1.3
	String
R
	Open 


	専用
	版数
	型
アクセス
	初期化

	CapMACCalculation
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapDisplay
	1.3
	Long
R
	Open

	CapLanguage
	1.3
	Long
R
	Open

	CapKeyboard
	1.3
	Boolean
R
	Open

	CapTone
	1.3
	Boolean
R
	Open

	
	
	
	

	AvailablePromptsList
	1.3
	String 
R
	Open

	Prompt
	1.3
	Long
R/W
	Open

	AvailableLanguagesList
	1.3
	String 
R
	Open

	PromptLanguage
	1.3
	Long
R/W
	Open

	AccountNumber
	1.3
	String
R/W
	Open

	Amount
	1.3
	Currency
R/W
	Open

	MerchantID
	1.3
	String
R/W
	Open

	TerminalID
	1.3
	String
R/W
	Open

	Track1Data
	1.3
	String
R/W
	Open

	Track2Data
	1.3
	String
R/W
	Open

	Track3Data
	1.3
	String
R/W
	Open

	TransactionType
	1.3
	String
R/W
	Open

	MinimumPINLength
	1.3
	Long
R/W
	Open

	MaximumPINLength
	1.3
	Long
R/W
	Open

	PINEntryEnabled
	1.3
	Boolean
R
	Open

	EncryptedPIN
	1.3
	String
R
	Open

	AdditionalSecurity
     Information
	1.3
	String
R
	Open


メソッド
	共通
	版数
	必要条件

	Open
	1.3
	無し

	Close
	1.3
	Open 

	Claim
	1.3
	Open 

	Release
	1.3
	Open & Claim 

	CheckHealth
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	ClearInput
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	ClearOutput
	1.3
	適用外 

	DirectIO
	1.3
	Open 

	
	
	

	専用
	
	

	BeginEFTTransaction
	1.3
	Open, Claim, & Enable 

	EndEFTTransaction
	1.3
	BeginEFTTransaction

	EnablePINEntry
	1.3
	BeginEFTTransaction

	ComputeMAC
	1.3
	BeginEFTTransaction

	VerifyMAC
	1.3
	BeginEFTTransaction

	UpdateKey
	1.3
	BeginEFTTransaction

	
	
	


イベント
	名称
	版数
	必要条件

	DataEvent
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	DirectIOEvent
	1.3
	Open & Claim

	ErrorEvent
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	OutputCompleteEvent
	1.3
	適用外 

	StatusUpdateEvent
	1.3
	Open, Claim, & Enable


概説
PINパッドコントロールのOLEプログラマティックIDは、 “OPOS.PINPad”です。
このデバイスは第1.3版で追加されました。
ここで扱うPINパッドは、次の機能を提供します。 

· 顧客がPIN入力を行えるメカニズムを提供します。
· EFT取り引きを行うホストコンピューターと通信を行うための暗号化エンジンとして動作します。
PINパッドは、一つ以上のPINパッドマネージメントシステムを実装することでこれらの機能を実行します。 PINパッドマネージメントシステムでは、PINパッドがPINの暗号化、メッセージ認証コードの計算、および暗号化キーの更新などのような機能を実行する方法を定義します。 PINパッドマネージメントシステムの例としては、Master-Session、DUKPT、APACS40、 HGEPOS、AS2805、その他多数があります。
機能
PINパッドコントロールは、次の機能を最低限持っています。
· 装置上のキーボードでのPIN入力を認識し、アプリケーションへ暗号化したPINを通知します。
PINパッドコントロールは、次の付加的な機能を有する場合があります。
· メッセージ認証番号の計算。
· 選択されたPINパッドマネージメントシステムに従って暗号化キーの更新。
· 複数のPINパッドマネージメントシステムの対応。
· アプリケーションからのPINパッド上のキーボード、ディスプレイ、およびトーン装置の使用。これらの装置のいずれかが使用可能の場合、アプリケーションは、POSキーボード、ラインディスプレイまたはトーンに対応するコントロールオブジェクトをオープンして使用します。
例外項目
当仕様では、以下への対応は含まれておりません。
· 初期暗号化キーのローディング。通常この操作は、少なくとも一つの暗号化キーを平文でダウンロードする必要があり、かつ安全な場所（一般的には、工場か金融施設のいずれか）で実行されなければなりません。従って、初期暗号化キーのローディングは当仕様の範囲外となります。しかし、当仕様では、PINパッド装置が商用店にインストールされる限りにおいては暗号化キーの更新機能を含みます。
· 完全なEFT機能。当仕様は、EFT処理アプリケーションが、単に周辺装置として使用するPINパッドの機能について言及しています。インテリジェントなPINパッドの範囲内で処理を実行するEFT処理アプリケーションの機能については特に定義しません。当仕様では、メッセージをEFTトランザクションホストコンピューターに送信されなければならないということをPINパッドアプリケーションが決定するアプリケーションへの対応は含みません。従って、この仕様は、カナダ、ドイツ、オランダ、およびその他の国々には適用されません。ベンダーがPINパッドにてEFT機能を提供できるとして選んだPINパッドには適用されません。


· スマートカードリーダー。スマートカードリーダーを備えるPIN パッド装置もあります。この装置への対応は、 当仕様の将来の版に盛り込まれる場合もあります。
モデル
PINパッド装置は、PINパッドマネージメントシステムの制御のもとで暗号化を行います。複数のPINパッドマネージメントシステムに対応するPINパッド装置もあります。異なったEFTトランザクションホストコンピューターに対して複数の暗号化キー（集合）に対応するPINパッドマネージメントシステムもあります。よって、おのおののEFT取り引きにおいては、アプリケーションは使用すべきPINパッドマネージメントシステムとEFTトランザクションホストコンピューターを選択しなければなりません。
PINパッドマネージメントシステムによっては、暗号化のために一つ以上のEFT取り引き用パラメーターをPINパッド装置に提供しなければなりません。アプリケーションは、異なったPINパッドマネージメントシステムを要するEFTトランザクションホストコンピューターへの移行をより簡単に行えるようにするために、すべてのEFT取り引き用パラメータープロパティの値を設定すべきです。
PINパッドコントロールをオープンし、排他制御権を獲得し、そして利用可能にした後、アプリケーションはおのおののEFT取り引きを処理するには以下の一般的なシナリオを使用すべきです。
· アプリケーションはEFT取り引きのパラメーター(AccountNumber、Amount、MerchantID、TerminalID、Track1Data、 Track2Data、Track3Data、および TransactionType各プロパティ) を設定し、BeginEFTTransactionメソッドを実行しなければなりません。これは、EFT取り引きのための暗号化機能を司るサービスオブジェクトとPINパッドを初期化します。
· PIN入力が必要であれば、EnablePINEntryメソッドを呼び出します。それから、 DataEventEnabledプロパティを設定しDataEventイベントを待ちます。
· メッセージ認証コードが必要であれば、必要に応じてComputeMACとVerifyMACメソッドを使用します。
· EFT取り引きのためのすべてのオペレーションを完了したことをコントロールに通知するためにEndEFTTransactionメソッドを実行します。
当仕様では，PINパッドのディスプレイの使用について2つのモデルをサポートします。CapDisplayプロパティが個々のデバイスにおいてどのモデルがサポートされるかを示します。
· 一つのモデルでは、アプリケーションが表示されるべきテキストの完全な制御を握ります。このモデルのためには、ディスプレイを制御するアプリケーションにより使用される関連付けられたOPOSラインディスプレイコントロールがあります。
· もう一つのモデルでは、アプリケーションは表示されるテキストを自由にできません。その代わり、アプリケーションは、表示される予め定義されたメッセージのリストから選択することのみ可能です。このモデルのためには、ディスプレイを制御するために使用される一連のプロパティがあります。
デバイスの共有
PINパッドは、下記のように排他的に使用すべきデバイスです。
· アプリケーションは、デバイスをイネーブルにする前に排他アクセス権を獲得しなければなりません。
· アプリケーションは、デバイスの読み込みを始める前に、デバイスの排他アクセス権を獲得してイネーブルにしなければなりません。
· 使用上の必要条件については、「一覧」の表を参照してください。
プロパティ
AccountNumber プロパティ   R/W

形式
BSTR AccountNumber;
説明
現在のEFT取り引きで使用されるアカウント番号。アプリケーションは、 BeginEFTTransactionを呼び出す前にこのプロパティを設定しなければなりません。 BeginEFTTransactionメソッドが呼び出された以降のこのプロパティ値を変更するすべての試みは、 OPOS_E_ILLEGALの値がResultCodeに格納されることになります。
AdditionalSecurityInformation プロパティ
形式
BSTR AdditionalSecurityInformation;
説明
このプロパティは、DataEventイベント後の付加的なセキュリティ/暗号化情報になります。このプロパティは、Hex-ASCII文字列として書式化されます。この文字列の情報内容と内部フォーマットは、PINパッドマネジメントシステムにおいて異なります。例えば、PINパッドマネジメントシステムがDUKPTの場合には、このプロパティは“PINパッド連続番号”となります。PIN入力がキャンセルされた場合には、このプロパティは空の文字列となります。
Amount プロパティ   R/W

形式
CURRENCY Amount;
説明
現在のEFT取り引きの金額。アプリケーションは、BeginEFTTransactionを呼び出す前にこのプロパティを設定しなければなりません。BeginEFTTransactionメソッドが呼び出された以降のこのプロパティ値を変更するすべての試みは、 OPOS_E_ILLEGALの値がResultCodeに格納されることになります。
AvailableLanguagesList プロパティ
形式
BSTR AvailableLanguagesList;
説明
このプロパティは、PINパッド装置において予め定義されるプロンプトによりサポートされる言語のカンマセパレート型のストリングです。言語は数値であり、Microsoft Language IDです。
CapLanguage = PPAD_LANG_NONEの場合には、このプロパティは、空の文字列となります。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
AvailablePromptsList プロパティ
形式
BSTR AvailablePromptsList;
説明
このプロパティはPromptプロパティに対してサポートされた値のカンマセパレート型のストリングです。
値
意味
PPAD_MSG_ENTERPIN
ユーザーはPINパッド上でPIN番号を入力すべきです。
PPAD_MSG_ENTERPIN
ユーザーはPINパッド上でPIN番号を入力すべきです。
PPAD_MSG_PLEASEWAIT
システムは処理中です。ユーザーは待つべきです。
PPAD_MSG_ENTERVALIDPIN
入力されたPINは正しくありません。
ユーザーは正しいPIN番号を入力すべきです。
PPAD_MSG_RETRIESEXCEEDED
ユーザーは正しいPIN番号の入力に失敗し、試行の最大値を超えました。
PPAD_MSG_APPROVED
要求は承認されました。
PPAD_MSG_DECLINED
EFTトランザクションホストは、要求された機能の実行を拒否しました。
PPAD_MSG_CANCELED
要求はキャンセルされました。
PPAD_MSG_AMOUNTOK
顧客は金額を承認するためにYes/Noを入力すべきです。
PPAD_MSG_NOTREADY
PINパッドは顧客の使用には準備できていません。
PPAD_MSG_IDLE
システムはアイドルです。
PPAD_MSG_SLIDE_CARD
ユーザーは統合されたMSRからカードを読み込ませるべきです。
PPAD_MSG_INSERTCARD
顧客は(スマート)カードを挿入すべきです。
PPAD_MSG_SELECTCARDTYPE
顧客はカードのタイプ（典型的には、クレジットかデビット）を選択すべきです。
1000以上の値は、OEM定義値として予約されています。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapDisplay プロパティ
形式
LONG CapDisplay;
説明
アプリケーションがPINパッドのディスプレイ装置へ行うことができるオペレーションを定義します。
値
意味
PPAD_DISP_UNRESTRICTED
アプリケーションは、メッセージを表示することにおいて制限無くPINパッドのディスプレイ装置を使用することができます。この場合、関連づけられたラインディスプレイコントロールオブジェクトが、PINパッドのディスプレイ装置へのインターフェースとなります。アプリケーションはディスプレイ装置を制御するために、ラインディスプレイのメソッドを呼び出さなければなりません。
PPAD_DISP_PINRESTRICTED
アプリケーションは、PIN入力中以外において制限無くPINパッドのディスプレイ装置を使用することができます。PINパッドは、PIN入力中，予め定義されたメッセージを表示します。PIN入力となっている間に関連付けされたラインディスプレイコントロールオブジェクトを使用した場合，ラインディスプレイコントロールはOPOS_E_BUSYを返します。
PPAD_DISP_RESTRICTED_LIST
アプリケーションは、表示するメッセージの文字列を指定することができません。予め定義されたメッセージの中から選択できます。関連付けされたラインディスプレイコントロールオブジェクトはありません。
PPAD_DISP_RESTRICTED_ORDER
アプリケーションは、表示するメッセージの文字列を指定することができません。予め定義されたメッセージの中から選択できます。選択は、予め定義された許容できる順序でなければなりません。関連付けされたラインディスプレイコントロールオブジェクトはありません。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapLanguage プロパティ
形式
LONG CapLanguage;
説明
アプリケーションが予め定義されたメッセージの言語（例えば、英語、フランス語、アラビア語）を選択しなければならない能力を定義します。
値
 説明
PPAD_LANG_NONE
PINパッドは、予め定義されるプロンプトメッセージをサポートしません。もしCapDisplayプロパティの値が、PPAD_DISP_UNRESTRICTED である場合、プロパティ値はこの値に設定されます。PromptLanguageプロパティへの設定は、ResultCodeプロパティはOPOS_E_ILLEGALとなります。
PPAD_LANG_ONE
PINパッドは、一つの言語の予め定義されるプロンプトメッセージをサポートします。 PromptLanguageプロパティへデフォルト値以外のの設定は、ResultCodeプロパティはOPOS_E_ILLEGALとなります。
PPAD_LANG_PINRESTRICTED
PINパッドは、PIN入力中にプロンプト言語を変更することはできません。アプリケーションは、EnablePINEntryを呼び出す前にPromptLanguageプロパティへ適切な値を設定しなければなりません。 EnablePINEntryがTRUEであるときに PromptLanguageへ値を設定すると、 ResultCodeプロパティはOPOS_E_BUSYとなります。
PPAD_LANG_UNRESTRICTED
アプリケーションは、いつでも予め定義されるプロンプトメッセージの言語を変更することができます。現在表示されているメッセージは、即時に変わります。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapMACCalculation プロパティ
形式
BOOL CapMACCalculation;
説明
TRUE: PINパッドは、MAC計算をサポートします。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapKeyboard プロパティ
形式
BOOL CapKeyboard;
説明
アプリケーションがPINパッドのキーボードからの入力を得られるかどうかを定義します。
TRUE:
アプリケーションは入力を得るためにPINパッドを使用することができます。アプリケーションは、PINパッドのキーボードへのインターフェースとして関連付けられたPOSキーボードコントロールを使用します。PINEntryEnabledがTRUEである間は、関連するPOS Keyboardコントロールは実際上無効となります。
FALSE:
アプリケーションは、PINパッドのキーボードから入力を直接得ることができません。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
CapTone プロパティ
形式
BOOL CapTone;
説明
TRUE: 
PINパッドはトーン装置をもっています。このトーン装置は、関連付けられたトーンインジケーターコントロールを使ってアクセスされます。
FALSE:
トーン装置はありません。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
EncryptedPIN プロパティ
形式
BSTR EncryptedPIN;
説明
このプロパティは、 DataEventイベント後の暗号化されたPINの値となっています。このプロパティは、16バイトの16進ASCII文字列となっています。PIN入力がキャンセルされた場合には、このプロパティは空の文字列となります。
MaximumPINLength プロパティ   R/W

形式
LONG MaximumPINLength;
説明
アプリケーションは、このプロパティをPINにおいて受け入れられることができる最大デジット数に設定すべきです。このプロパティは、EnablePINEntryメソッドが実行される前にアプリケーションから設定されなければなりません。このプロパティは、Openメソッドによりデフォルト値に設定されます。実装によっては、この値はアプリケーションによって変更されることができません。
MerchantID プロパティ   R/W

形式
BSTR MerchantID;
説明
取り引きID。EFTトランザクションホストで識別されるIDです。アプリケーションは、BeginEFTTransactionを呼び出す前に、このプロパティを設定しなければなりません。 BeginEFTTransactionメソッドが呼び出された以降の、このプロパティ値を変更するすべての試みは、 OPOS_E_ILLEGALの値がResultCodeに格納されることになります。
MinimumPINLength プロパティ   R/W

形式
LONG MinimumPINLength;
説明
アプリケーションは、このプロパティをPINにおいて受け入れられることができる最小デジット数に設定すべきです。このプロパティは、EnablePINEntryメソッドが実行される前にアプリケーションから設定されなければなりません。このプロパティは、Openメソッドによりデフォルト値に設定されます。実装によっては、この値はアプリケーションによって変更されることができません。
PINEntryEnabled プロパティ
形式
BOOL PINEntryEnabled;
説明
PINパッドコントロールオブジェクトは、EnablePINEntryメソッドが実行されたときにこのプロパティをTRUEにします。ユーザーがPIN入力操作を完了したとき、あるいは、EndEFTTransactionが実行されたときにFALSEに設定されます。
Prompt プロパティ   R/W

形式
LONG Prompt;

説明
このプロパティは、PINパッド上に表示される予め定義されたメッセージを意味します。このプロパティは、CapDisplayがPPAD_DISP_RESTRICTED_LISTか PPAD_DISP_RESTRICTED_ORDERである場合に使用されます。 CapDisplayがPPAD_DISP_PINRESTRICTEDである場合には、PIN入力中にも使用されます。サービスオブジェクトが受け入れられるこのプロパティへの値は、AvailablePromptsListプロパティに一覧されます。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
戻り値
このプロパティが設定されると、次のいずれかの値がResultCodeプロパティへ設定されます。
値
説明
OPOS_SUCCESS
正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
次のいずれかが起こりました。
· PINパッドサービスオブジェクトにより提供されない値がこのプロパティへ設定されようとしました。
· 認められない順序(CapDisplay = PPAD_DISP_RESTRICTED_ORDER)でプロンプトメッセージが選択されようとしました。
その他
ResultCodeを参照のこと。
参照
PromptLanguage;

PromptLanguage プロパティ   R/W

形式
LONG PromptLanguage;

説明
このプロパティは、(Promptプロパティで指定された)表示されるメッセージの言語を指定します。Promptプロパティが使用されていれば、このプロパティは使用されます。このプロパティを変更するときの厳密な影響は、 CapLanguageプロパティの値に依存しています。
このプロパティの値は、MS Windows Language IDです。このプロパティは、 Openメソッドによってデフォルト値に初期化されます。
戻り値
このプロパティが設定されると、次のいずれかの値がResultCodeプロパティへ設定されます。
値
説明
OPOS_SUCCESS
正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
PINパッドサービスオブジェクトにより提供されない値がこのプロパティへ設定されようとしました。
その他
ResultCodeを参照のこと。
参照
CapLanguage, AvailableLanguagesList
TerminalID プロパティ   R/W

形式
BSTR TerminalID;
説明
端末ID。 EFTトランザクションホストで識別されるIDです。アプリケーションは、BeginEFTTransactionを呼び出す前に、このプロパティを設定しなければなりません。 BeginEFTTransactionメソッドが呼び出された以降の、このプロパティ値を変更するすべての試みは、 OPOS_E_ILLEGALの値がResultCodeに格納されることになります。
Track1Data プロパティ   R/W

形式
BSTR Track1Data;
説明
直前に読まれたカードのトラック1データ、または、空の文字列となります。空の文字列は、そのトラックが物理的に読まれなかったことを意味します。アプリケーションは、BeginEFTTransactionを呼び出す前に、このプロパティを設定しなければなりません。 BeginEFTTransactionメソッドが呼び出された以降の、このプロパティ値を変更するすべての試みは、 OPOS_E_ILLEGALの値がResultCode内に格納されることになります。
Track2Data プロパティ   R/W

形式
BSTR Track2Data;
説明
直前に読まれたカードのトラック2データ、または、空の文字列となります。空の文字列は、そのトラックが物理的に読まれなかったことを意味します。アプリケーションは、BeginEFTTransactionを呼び出す前に、このプロパティを設定しなければなりません。 BeginEFTTransactionメソッドが呼び出された以降の、このプロパティ値を変更するすべての試みは、 OPOS_E_ILLEGALの値がResultCode内に格納されることになります。
Track3Data プロパティ   R/W

形式
BSTR Track3Data;
説明
直前に読まれたカードのトラック3データ、または、空の文字列となります。空の文字列は、そのトラックが物理的に読まれなかったことを意味します。アプリケーションは、BeginEFTTransactionを呼び出す前に、このプロパティを設定しなければなりません。 BeginEFTTransactionメソッドが呼び出された以降の、このプロパティ値を変更するすべての試みは、 OPOS_E_ILLEGALの値がResultCode内に格納されることになります。
TransactionType プロパティ   R/W

形式
LONG TransactionType;
説明
現在のEFT取り引きのタイプ。アプリケーションは、BeginEFTTransactionを呼び出す前に、このプロパティを設定しなければなりません。 BeginEFTTransactionメソッドが呼び出された以降の、このプロパティ値を変更するすべての試みは、 OPOS_E_ILLEGALの値がResultCode内に格納されることになります。
TransactionTypeは、以下の値のいずれかです。
値
説明
PPAD_TRANS_DEBIT
指定された口座からデビット（減少）します。
PPAD_TRANS_CREDIT
指定された口座からクレジット（増加）します。
PPAD_TRANS_INQ
残高照会をします。
PPAD_TRANS_RECONCILE
リコンシリエーション/セトルメント（清算）
PPAD_TRANS_ADMIN
管理上の取り引き
メソッド
BeginEFTTransaction メソッド
形式
LONG BeginEFTTransaction (BSTR PINPadSystem,LONG TransactionHost);

パラメータ
説明
PINPadSystem
要求されるPINパッドマネージメントシステムの名称です。この仕様によって定義される、以下のPINパッドマネジメントシステム名を参照してください。
サービスオブジェクトの実装者により、他のPINパッドマネジメントシステム名が定義される場合があります。
TransactionHost
このトランザクションに使用される特定のEFTトランザクションホストを意味します。
PINPadSystem値には、以下のものがあります。
値
説明
“M/S”
Master/Session (USA, Latin America)

_DUKPT”
Derived Unique Key Per Transaction (USA, Latin America)

“APACS40”
Standard 40 (UK及び諸国)

“AS2805”
Australian Standard 2805

“HGEPOS”
(Italian)

説明
このメソッドは、PINパッドコントロールへEFT取り引きの始まりを知らせるために、アプリケーションによって呼ばれなければなりません。これにより、PINパッドコントロールは、初期化処理（例えばセッションキーの計算）を実行します。
このメソッドが呼び出されるまで、他のどのようなPINパッド関数も実行することはできません。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティに格納されます。
値
説明
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常に終了しました。
OPOS_E_NOSERVICE
要求されたPINパッドマネジメントシステムは当サービスオブジェクトによりサポートされていません。
OPOS_E_ILLEGAL
要求されてEFTトランザクションホストは、選択されたPINパッドマネジメントシステムにおいて無効です。
OPOS_E_BUSY
PINパッドは既にEFT取り引きを実行しています。
その他
ResultCodeを参照のこと。
ComputeMAC メソッド
形式
LONG ComputeMAC (BSTR InMsg, BSTR* pOutMsg);

パラメータ
説明
InMsg
アプリケーションがEFTトランザクションホストへ送信するメッセージです。このデータのフォーマットは、BinaryConversion プロパティの値に依存します。詳細は、BinaryConversion を参照してください。
pOutMsg
InMsgに対してMAC計算を施した結果へのポインタです。 出力される値は、実際にEFTトランザクションホストへ送信されるリフォーマットされたメッセージとなります。このデータのフォーマットは、BinaryConversion プロパティの値に依存します。詳細は、BinaryConversion を参照してください。
説明
このメソッドは、PINパッドにMAC値を計算させて、指示されたメッセージに付加させるためにアプリケーションにより呼び出されます。選択されたPINパッドマネジメントシステムによっては、PINパッドがメッセージ中に他のフィールドを挿入する場合もあります。
ただし、ComputeMACメソッドは、PIN入力が有効となっている間には使用することができません。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティに格納されます。
値
説明
OPOS_SUCCESS
メソッドは成功しました。
OPOS_E_DISABLED
BeginEFTTransactionメソッドが実行されていません。
OPOS_E_BUSY
PINEntryEnabledはTRUEです。PINパッドは、PIN入力中MAC計算をできません。
その他
ResultCodeを参照のこと。
EnablePINEntry メソッド
形式
LONG EnablePINEntry();

説明
このメソッドは、PINパッド装置でPIN入力を可能にするために、アプリケーションから呼ばれます。このメソッドが呼ばれると、PINEntryEnabledプロパティはTRUEとなります。
PINパッドが、PIN入力用にあらかじめ定義されたプロンプトを使う場合、Promptプロパティの値は PPAD_MSG_ENTERPIN となります。
ユーザーが（PIN入力かキャンセルを押したことにより） PIN入力操作を完了したとき、PINEntryEnabledプロパティはFALSEとなります。
DataEventEnabledプロパティがTRUEに設定されたとき、暗号化されたPINをアプリケーションへ提供するためにDataEventイベントが発行されます。PINEntryEnabledがTRUEである間にPINパッドで入力されたすべてのデータは、このコントロールオブジェクトに暗号化された形で供給され、関連するPOS Keyboardコントロールオブジェクトには提供されません。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティに格納されます。
値
説明
OPOS_SUCCESS
メソッドは成功しました。
OPOS_E_DISABLED
BeginEFTTransactionメソッドが実行されていません。
その他
ResultCodeを参照のこと。
EndEFTTransaction メソッド
形式
LONG EndEFTTransaction (LONG CompletionCode);

CompletionCodeは以下の値のいずれかです。
値
説明
PPAD_EFT_NORMAL
EFT取り引きは正常に完了しました。ただし、EFT取り引きが承認されたことを意味するものではありません。単にメッセージの適切なシーケンスが送受信されたことを意味します。
PPAD_EFT_ABNORMAL
メッセージの適切なシーケンスが送受信されませんでした。
説明
このメソッドは、PINパッドコントロールへEFT取り引きの終了を通知するために、アプリケーションにより呼び出さなければなりません。これによりPINパッドコントロールは、終了処理（例えば、次のトランザクションキーの計算）を実行します。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティに格納されます。
値
説明
OPOS_SUCCESS
メソッドは成功しました。
その他
ResultCodeを参照のこと。
UpdateKey メソッド
形式
LONG UpdateKey (LONG KeyNum, BSTR Key);

パラメータ
説明
KeyNum
暗号化キーの番号です。
Key
新しい暗号化キーの16進のASCII型の値です。
説明
このメソッドは、PINパッドへ新しい暗号化キーを設定するために使用されます。これは、新しい暗号化キー値が、EFTトランザクションホストからの標準メッセージ中の一つのフィールドとして、端末へ送信されるPINパッドマネジメントシステムにおいてのみ使用されます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティに格納されます。
値
説明
OPOS_SUCCESS
指定された暗号化キーが正常に更新されました。
OPOS_E_BUSY
PINパッドは現時点において新しい暗号化キーを受け付けることができません。
OPOS_E_ILLEGAL
以下のいずれかの状態が起こりました。
· 選択されたPINパッドマネジメントシステムは、この機能をサポートしていません。
· KeyNumは、受け付けることができない暗号化キーの番号です。
· Keyは正しくない暗号化キーです（16進のASCIIでない、誤ったデータ長、あるいは、パリティが誤っています）。
その他
ResultCodeを参照のこと。
VerifyMAC メソッド
形式
BOOL VerifyMAC (BSTR Message);

Messageは、EFTトランザクションホストから受信したメッセージです。
説明
このメソッドは、PINパッドにEFTトランザクションホストから受信したメッセージ中のMAC値を検証させるためにアプリケーションにより呼び出されます。このメソッドは、当該メッセージが正しいものと判断できる場合にはTRUEを返し、それ以外の場合には、FALSEを返します。 VerifyMACメソッドはPIN入力が有効となっている間には使用することができません。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティに格納されます。
値
説明
OPOS_SUCCESS
メソッドは成功しました。
OPOS_E_DISABLED
BeginEFTTransactionメソッドが実行されていません。
OPOS_E_BUSY
PINEntryEnabledがTRUEです。PINパッドは、PIN 入力中には、MAC検証をできません。
その他
ResultCodeを参照のこと。
イベント
DataEvent イベント
形式
VOID DataEvent (LONG Status);
Status引数は、以下の値のいずれかとなります。
値
説明
PPAD_SUCCESS
PIN入力があり、値がEncryptedPINとAdditionalSecurityInformationプロパティへ格納されました。
PPAD_CANCEL
ユーザーはPINパッドのキャンセルボタンを押下しました。
PPAD_TIMEOUT
PINパッドにてタイムアウトが発生しました（すべてのPINパッドがこの状態を報告するとは限りません）。
説明
PIN入力のオペレーションが完了後に通知されます。
ErrorEvent イベント
形式
void ErrorEvent (LONG ResultCode, LONG ResultCodeExtended,
LONG ErrorLocus, LONG* pErrorResponse);
パラメータ
説明
ResultCode
エラーイベントを引き起こす元となった結果コード。以下の値を参照のこと。
ResultCodeExtended
エラーイベントを引き起こす元となった拡張結果コード。以下の値を参照のこと。
ErrorLocus
エラーの位置。以下の値を参照のこと。
pErrorResponse
エラーイベントへの応答へのポインター。以下の値を参照のこと。
ResultCode引数は以下の値のいずれかとなっています。
値
説明
OPOS_E_EXTENDED
ResultCodeExtended = PPAD_BAD_KEY:
暗号化キーが壊れているか見当たりません。
その他
ResultCodeを参照のこと。
ErrorLocus引数は以下の値のいずれかとなっています。
値
説明
OPOS_EL_INPUT
イベント駆動型の入力を処理している最中にエラーが発生しました。入力データは有効でありません。
pErrorResponseパラメーターが示す位置にある内容は、ErrorLocusに基づいてデフォルト値が予め設定されています。アプリケーションはその値を次のいずれかに変更できます。
値
説明
OPOS_ER_CLEAR
バッファリングされている入力データをクリアしエラー状態は解除されます。ErrorLocusがOPOS_EL_INPUTの場合のデフォルトです。
説明
PIN暗号化機能を行っているときにエラーを発見すると通知されます。PINパッドサービスオブジェクトは、CheckHealth、あるいは、DirectIO機能を通じてより詳細な自己診断情報をオプションで用意している場合があります。
第19章
リモートオーダディスプレイ 

一覧
プロパティ
	共通
	版数
	型
アクセス
	初期化

	AutoDisable
	1.3
	Boolean
R/W
	適用外

	BinaryConversion

CapPowerReporting
	1.3

1.3    
	Long
R/W

Long
R
	Open

Open

	CheckHealthText
	1.3
	String
R
	Open 

	Claimed
	1.3
	Boolean
R
	Open 

	DataCount
	1.3
	Long
R
	Open 

	DataEventEnabled
	1.3
	Boolean
R/W
	Open

	DeviceEnabled
	1.3
	Boolean
R/W
	Open,Claim 

	FreezeEvents
	1.3
	Boolean
R/W
	Open 

	OutputID

PowerNotify

PowerState
	1.3

1.3

1.3
	Long
R

Long
R/W

Long
R
	Open

Open

Open

	ResultCode
	1.3
	Long
R
	無し

	ResultCodeExtended
	1.3
	Long
R
	Open 

	State
	1.3
	Long
R
	無し

	
	
	
	

	ControlObjectDescription
	1.3
	String
R
	無し

	ControlObjectVersion
	1.3
	Long
R
	無し

	ServiceObjectDescription
	1.3
	String
R
	Open 

	ServiceObjectVersion
	1.3
	Long
R
	Open 

	DeviceDescription
	1.3
	String
R
	Open 

	DeviceName
	1.3
	String
R
	Open 


プロパティ (続き)

	専用
	版数
	型
アクセス
	初期化

	CapTransaction
	1.3
	Boolean  R
	Open

	AsyncMode

EventType

SystemClocks

SystemVideoSaveBuffers
Timeout

UnitsOnline

CurrentUnitID

CapSelectCharacterSet

CapTone

CapTouch
	1.3

1.3

1.3

1.3

1.3

1.3

1.3

1.3

1.3

1.3
	Boolean
R/W

Long
R/W

Long
R

Long
R

Long 
R/W

Long
R

Long
R/W

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R
	Open, Claim, & Enable

Open

Open. Claim, & Enable

Open. Claim, & Enable

Open

Open, Claim, & Enable

Open, Claim, & Enable

Open, Claim, & Enable 

Open, Claim, & Enable

Open, Claim, & Enable

	AutoToneDuration
	1.3
	Long
R/W
	Open, Claim, & Enable

	AutoToneFrequency
	1.3
	Long
R/W
	Open, Claim, & Enable

	CharacterSet
	1.3
	Long
R
	Open, Claim, & Enable

	CharacterSetList
	1.3
	String     R
	Open, Claim, & Enable

	Clocks

VideoDataCount
	1.3

1.3
	Long
R

Long
R
	Open, Claim, & Enable 

Open, Claim, & Enable 

	VideoMode
	1.3
	Long
R/W
	Open, Claim, & Enable 

	VideoModeList
	1.3
	String
R
	Open, Claim, & Enable 

	VideoSaveBuffers
	1.3
	Long
R
	Open, Claim, & Enable 

	
	
	
	

	ErrorUnits
	1.3
	Long
R
	Open

	ErrorString
	1.3
	String
R
	Open

	
	
	
	

	EventUnitID  

EventUnits

EventString
	1.3

1.3

1.3
	Long
R

Long
R

String
R
	Open, Claim

Open, Claim

Open, Claim

	
	
	
	


メソッド
	共通
	版数
	必要条件

	Open
	1.3
	無し

	Close
	1.3
	Open

	Claim
	1.3
	Open

	Release
	1.3
	Open, Claim

	CheckHealth
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	ClearInput
	1.3
	Open, Claim

	ClearOutput
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	DirectIO
	1.3
	Open 

	
	
	

	専用
	
	

	ControlClock
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	ControlCursor
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	FreeVideoRegion
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	ResetVideo
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	SelectChararacterSet
	1.3
	Open, Claim, & Enable 

	SetCursor
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	
	
	

	ClearVideo
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	ClearVideoRegion
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	CopyVideoRegion
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	DisplayData
	1.3
	Open, Claim,& Enable 

	DrawBox
	1.3
	Open, Claim, & Enable 

	RestoreVideoRegion
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	SaveVideoRegion
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	UpdateVideoRegion
    Attribute
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	VideoSound
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	
	
	

	TransactionDisplay
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


イベント
	名称
	版数
	必要条件

	DataEvent
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	DirectIOEvent
	1.3
	Open, Claim

	ErrorEvent
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	OutputCompleteEvent
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	StatusUpdateEvent
	1.3
	Open, Claim, & Enable


概説
リモートオーダディスプレイコントロールのOLEプログラマティクIDは、“OPOS.RemoteOrderDisplay”です。
このデバイスは、第1.3版にて追加されました。


機能
本コントロールは少なくとも次の機能を持っています。
· カラーまたはモノクロテキスト文字ディスプレイ装置への表示機能。
· 輝度属性オプション指定による、フォアグランドの８色(モノクロディスプレイ時は白黒濃度階調)表示機能。
· ブリンク属性オプション指定による、バックグランドの８色(モノクロディスプレイ時は白黒濃度階調)表示機能。
· アプリケーションが受け取れるDateEventの個々のイベントタイプを、要求により抑止する機能。
· ビデオ領域のバッファリング機能。
· カーソル機能。
· クロック機能。
· ビデオ装置のパワーオン状態へのリセット機能。
また次の機能はオプション機能として実装されます。
· 各々が異なるビデオモードを有する複数のビデオディスプレイ装置のサポート。
· タッチ入力のためのタッチスクリーンディスプレイのサポート。
· 周波数と鳴動時間によるトーン出力のサポート。
· ビデオディスプレイ装置がタッチされた事を確認できる自動トーン出力のサポート(タッチスクリーンディスプレイ時のみ)。
· 一つもしくは複数のビデオ装置への文字セットのダウンローディング機能のサポート。
· 一つもしくは複数のビデオ装置への一括モードでの表示出力機能のサポート。


なお、下記の機能は本バージョンの仕様には含まれていません。
· ピクセルまたはドット位置設定によるビデオ表示される画像ディスプレイのサポート。本サポートについては、次期バージョンに向け検討中です。
モデル
リモートオーダディスプレイの一般的なモデルは次の通りです。
· リモートオーダディスプレイのデバイスクラスはビデオ装置で構成されるサブシステムです。最初の対象は、フードサービスにおける注文料理や調理状況の表示を行うようなシステムです。リモートオーダディスプレイは通常バンプバーと連携して使用されます。 サブシステムは32台までのビデオ装置をサポートします。
ひとつのPCもしくはPOS端末上のいちアプリケーションは、一般的に、サブシステム全体のビデオ装置を管理、制御します。同一もしくは他のPC、POS端末上のアプリケーションがサブシステムにアクセスする必要がある場合、このアプリケーションは、サーバサブシステムとして動作し、他のアプリケーションにインターフェースを提示しなければなりません。
· すべての専用メソッドは通信メソッドです。これはメソッドが、選択された装置または接続されているすべての装置を対象とすることができることを意味しています。Unitsパラメータは、Long型であり、各ビットはビデオ装置に対応しています( ROD_UID_1 から ROD_UID_32までのビット対応定数値のひとつまたは複数の OR値)。一つまたは複数の装置よりエラー通知を受けた場合、ErrorUnitsプロパティは、エラーが検出された装置を示す値に更新され、ErrorStringプロパティはエラー詳細もしくはエラー検出を示す文字列に更新されます。メソッドは対応するOPOS仕様のエラー値を返却します。二つ以上の装置で異なるエラーが生じた場合、サービスオブジェクトは返却すべき最も重大なエラーを決定する必要があります。
· 各クラスに共通なCheckHealthとClearInputメソッドは通信メソッドではありませんが、CurrentUnitIDプロパティの示す装置指定(ROD_UID_1 から ROD_UID_32までの定数値より選択されたひとつの値)が有効になります。本装置指定の使用方法の詳細については、メソッドの説明を参照してください。
· CurrentUnitIDプロパティがアプリケーションにより設定された場合、全ての関連するプロパティが、設定された装置についての値に更新されます。
オンライン状態ではない装置に対応する値が設定された場合、関連するプロパティの値は, 非初期化状態の値となります。
CurrentUnitIDプロパティは、一つのビデオ装置に対応するユニークな値を持ちます。定義は ROD_UID_1～  ROD_UID_32です。これらの定義は、通信メソッドで使用される ビット対応パラメータであるUnitsパラメータに同じように使用されます。使用方法は以下の“例”の項目を参照願います。
· 行数および桁数はビデオディスプレイの最上部の左端位置を0行0桁(0,0)としてカウントします。領域は高さと幅を示すパラメータにより定義されます。下図で示される領域は、次のパラメータで示されます。 Row = 1, Column=2, Height=3, Width=4.
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すべての位置パラメータはテキスト文字で表わされます。
· 各種メソッドで使用されるディスプレイのアトリビュートパラメータはLong型です。ビット0-7 はテキスト属性を定義し、ビット 8-31はリザーブされており、全て0でなければなりません。その他の場合、OPOS_E_ILLEGALが戻されます。下図は、ビット0から7を示しています。
	アトリビュート

	Bit 7
	Bit 6
	Bit 5
	Bit 4
	Bit 3 
	Bit 2
	Bit 1
	Bit 0

	ﾌﾞﾘﾝｸ
	ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ色
	輝度
	ﾌｫｱｸﾞﾗﾝﾄﾞ色


  フォアグランドまたはバックグランド色が指定され、指定色がサービスオブジェクトによりサポートされていない場合、サポートされている色の中より最も適切な色が選択されます。
以下に、属性で示される定数値を示します。
· ブリンク：ROD_ATTR_BLINK

· バックグランド色  ：ROD_ATTR_BG_BLACK;黒








ROD_ATTR_BG_BLUE; 青








ROD_ATTR_BG_GREEN; 緑








ROD_ATTR_BG_CYAN;   シアン








ROD_ATTR_BG_RED; 赤








ROD_ATTR_BG_MAGENTA; 深紅








ROD_ATTR_BG_BROWN; 茶








ROD_ATTR_BG_GRAY; グレー
· 輝度：ROD_ATTR_INTENSITY

· フォアグランド色 ： ROD_ATTR_FG_ BLACK;黒








ROD_ATTR_FG_ BLUE; 青








ROD_ATTR_FG_ GREEN; 緑








ROD_ATTR_FG_ CYAN; シアン








ROD_ATTR_FG_RED; 赤








ROD_ATTR_FG_ MAGENTA; 深紅








ROD_ATTR_FG_ BROWN; 茶








ROD_ATTR_FG_ GRAY; グレー
使用方法については“例”の項目を参照願います。
入力－タッチビデオ
リモートオーダディスプレイコントロールの入力は、イベント駆動入力の一般入力モデルに従いますが、一部異なる部分も存在します。
· データ入力を受けとると、コントロールはDataEventをキューイングします。
· AutoDisableプロパティは本デバイスでは適用外のため、DataEvent のキューイング時にコントロールは自動的にディセーブルにはなりません。
· DataEventEnabledがTRUEならば、キューイングしたDataEventはアプリケーションに通知されます。イベントを通知する直前に、コントロールはデータをプロパティにコピーし、DataEventEnabledプロパティをFALSEに設定し次のデータイベントを抑止します。これにより、アプリケーションが現在の入力と関連するプロパティを処理している間、以降の入力データをコントロールによってキューイングします。アプリケーションは、現在の入力データの処理を終えて次のデータ処理の準備ができたとき、DataEventEnabledプロパティをTRUEに設定してイベント通知を再び許可します。
· 入力データの読み込み中または処理中に、コントロールにおいてエラーが発生した場合、ErrorEventイベントが発行され､DataEventEnabledプロパティがTRUEならば、アプリケーションに通知されます。
·  VideoDataCountプロパティを参照することにより、コントロールによってキューイングされたDataEventの内、特定の装置IDからのDataEvent数が得られます。また、DataCountプロパティを参照することにより、コントロールによってキューイングされたDataEventの総数が得られます。
· コントロールによりキューイングされた入力データは、ClearInput メソッドを呼ぶことにより削除できます。詳細はClearInput メソッドの説明を参照願います。
出力－ビデオおよびトーン鳴動
リモートオーダディスプレイコントロールの出力は、一部拡張していますが、一般的な出力モデルに従います。
· 次のメソッドは、常に同期的に実行されます。もし、非同期出力中ならば、これらのメソッドは失敗します。
ControlClock,ControlCursor,SelectCharacterSet,ResetVideo, SetCursor.
また、次のメソッドは非同期出力中かどうかに依存せず、常に同期的に実行されます。
FreeVideoRegion.

· 次のメソッドは、同期的または非同期的に実行されます。どちらで実行されるかは、AsyncModeプロパティの値に依存します。 ClearVideo, ClearVideoRegion,CopyVideoRegion,DisplayData, DrawBox,RestoreVideoRegion, SaveVideoRegion, TransactionDisplay,UpdateVideoRegionAttribute,VideoSound. AsyncModeがFALSEの時,これらメソッドは同期的に実行され、完了ステータスをアプリケーションに返します。

AsyncModeがTRUEの時、これらのメソッドは次のように動作します。
· コントロールは要求をバッファリングしOutputIDプロパティをこの要求のための識別子として設定し、できるかぎり早く制御を戻します。デバイスがその要求を正常に完了した時、コントロールはEventUnitsプロパティを更新しOutputCompleteEventを通知します。このイベントのパラメータは、完了した要求のOutputIDを含みます。
非同期表示メソッドは、通信障害のような表示処理での問題によるエラーステータスは返しません。これらのエラーはErrorEventによってのみ通知されます。エラーステータスはディスプレイが排他アクセス権の獲得およびイネーブルをされていなかったり、パラメータが不正だったり、要求がキューに追加できなかった場合のみ返されます。最初の２つのケースはアプリケーションのエラーです。一方、最後のケースは重大なシステムリソースの例外です。
· 非同期の要求が実行されている間にエラーが発生するとErrorEvent が通知されます。EventUnitsプロパティにはエラーが発生した装置またはエラー状態の装置群を示す値が設定されます。EventStringプロパティも設定されます。 

備考：ErrorEventは、EventUnitsとEventStringを更新します。エラーが、通信メソッドで報告される場合、ErrorUnitsとErrorStringが、代わりにに設定されます。

イベントハンドラは同期的な表示メソッドを呼び(非同期的なメソッドではない)、終了していない出力を再度試みるか削除することができます。
· OPOSコントロールは、非同期出力がFIFOで実行されることを保証しています。
· CurrentUnitIDプロパティの設定とClearOutputメソッドを呼び出すことにより、コントロールによりバッファリングされた全ての出力を削除できます。OutputCompleteEventは削除された出力に対しては通知されません。ClearOutputメソッドは(可能ならば)処理中の出力も中止します。
リモートオーダディスプレイデバイスには、一括処理が用意されています。一括処理は、一つのビデオ装置に送られる表示操作のシーケンスで構成されます。一括処理に含まれる表示操作は、次のメソッドです。
ClearVideo, ClearVideoRegion, CopyVideoRegion, DisplayData, DrawBox, RestoreVideoRegion, SaveVideoRegion, UpdateVideoRegionAttribute.

一括処理中、表示操作は最初に有効性が確認されます。もし正当ならば、これらの表示操作は一括処理バッファに追加されますが、まだ表示はされません。アプリケーションが必要とするいくつかの表示操作を行った後、一括処理の表示のメソッドが呼び出されます。
一括処理が同期的に表示されたなら、戻り値は全ての一括処理の表示が成功したことを、あるいはエラーが表示の間に起こったことを表します。もし、一括処理が非同期的に表示されるならば、前記の非同期的な表示の規則に従います。もしエラーが発生し、エラーイベントのハンドラでリトライ要求を行うならば、全ての一括処理の表示はリトライされます。
例
アトリビュート変数の設定および初期化の例を、以下に示します。
‘ フォアグランドを白色、バックグランドを黒色に設定
lAttribute = ROD_ATTR_BG_BLACK | ROD_ATTR_FG_GRAY

‘ ブリンクアトリビュートをon

lAttribute = lAttribute | ROD_ATTR_BLNK

装置ID1 と装置ID4のビデオ装置に、線で囲まれたボックス表示を行うメソッドの使用例です。ボックスは、最上位左端(0,0) を起点とする、高さ80、幅25のボックスです。
ROD.DrawBox( ROD_UID_1|ROD_UID_4, 0, 0, 80, 25, lAttribute, ROD_BDR_SOLID )

デバイスの共有
リモートオーダディスプレイは以下のように排他的な利用をするデバイスです。
· アプリケーションは、デバイスをイネーブルする前に、そのデバイスの排他アクセス権を獲得しなければなりません。
· アプリケーションは、大半のリモートオーダディスプレイ特有のプロパティにアクセスする前に、そのデバイスの排他アクセス権を獲得しイネーブルにしなければなりません。
· アプリケーションは、デバイスを操作するメソッドを呼び出す前に、そのデバイスの排他アクセス権を獲得しイネーブルにしなければなりません。 

· Claim メソッドを再実行した場合、デバイスの設定情報は、Releaseメソッド実行時の状態に復元されます。復元される設定情報の例としては、文字セット、ビデオモード、トーン周波数があります。バッファメモリ領域、クロックおよびカーソル設定情報は復元されません。
· 使用上の必要条件の詳細は、｢一覧｣ を参照してください。
プロパティ
AsyncMode プロパティ   R/W

  形式 
BOOL AsyncMode;
説明
TRUE： 次のメソッドは非同期的に実行されます。
ClearVideo,ClearVideoRegion,CopyVideoRegion,DisplayData,    DrawBox,RestoreVideoRegion, SaveVideoRegion,     TransactionDisplay,UpdateVideoRegionAttribute,VideoSound 
FALSE：これらのメソッドは同期的に実行されます。
このメソッドはOpenメソッドにより初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値が ResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
AutoToneDuration プロパティ  R/W

形式
LONG
AutoToneDuration;

説明
CurrentUnitID プロパティで示されるビデオ装置のトーンの自動鳴動時間(㍉秒単位)を設定します。本プロパティは、Openメソッドに続く最初のイネーブル時に、接続されているビデオ装置毎に既定値に初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次のいずれかが ResultCodeプロパティに設定されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
不正な値が使用されました。ErrorStringプロパティが戻る前に更新されます。
参照
CurrentUnitIDプロパティ
AutoToneFrequency プロパティ  R/W

形式
LONG
AutoToneFrequency;
説明
CurrentUnitIDプロパティで示されるビデオ装置のトーンの周波数(ヘルツ単位)を設定します。
本プロパティは Openメソッドに続く最初のイネーブル時に、接続されているビデオ装置毎に既定値に初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
不正な値が使用されました。ErrorStringプロパティが戻る前に更新されます。
参照
CurrentUnitIDプロパティ
CapSelectCharacterSet プロパティ
形式
BOOL
CapSelectCharacterSet;
説明
TRUE： CurrentUnitIDプロパティで示されるビデオ装置は、文字セットの変更が可能です。
FALSE： 変更不可能です。
本プロパティはOpenメソッドに続く最初のイネーブル時に、接続されているビデオ装置毎に初期化されます。
参照
CurrentUnitIDプロパティ
CapTone プロパティ
形式
BOOL
CapTone;
説明
TRUE： CurrentUnitIDプロパティで示されるビデオ装置が、トーン鳴動をサポートしています。
FALSE：サポートしていません。
本プロパティは Openメソッドに続く最初のイネーブル時に、接続されているビデオ装置毎に初期化されます。
参照
CurrentUnitIDプロパティ
CapTouch プロパティ
形式
BOOL
CapTouch;
説明
TRUE：  CurrentUnitIDプロパティで示されるビデオ装置は、次のイベントタイプを通知します。
ROD_DE_TOUCH_UP, ROD_DE_TOUCH_DOWN, ROD_DE_TOUCH_MOVE
FALSE.：通知しません。
本プロパティはOpenメソッドに続く最初のイネーブル時に、接続されているビデオ装置毎に初期化されます。
参照
CurrentUnitIDプロパティ、DataEventイベント
CapTransaction プロパティ
形式
BOOL CapTransaction;

説明
TRUE：各ビデオ装置が、一括処理 をサポートしています。
FALSE：サポートしていません。
本プロパティはOpenメソッドにより初期化されます。
CharacterSet プロパティ  

形式
LONG
CharacterSet;
説明
CurrentUnitIDプロパティで示されるビデオ装置の文字表示に使用されるキャラクタセットを示します。CapSelectCharacterSetがTRUEの時,  CharacterSetListプロパティで示されるキャラクタセット番号の中の一つを設定することができます。
本プロパティはOpenメソッドに続く最初のイネーブル時に、接続されているビデオ装置毎に既定値に初期化されます。
SelectCharacterSetメソッドの実行により、キャラクタセットは更新されます。
参照
CurrentUnitIDプロパティ、 CharacterSetListプロパティ、 CapSelectCharacterSetプロパティ, SelectCharacterSetメソッド
CharacterSetList プロパティ
形式
BSTR
CharacterSetList;
説明
CurrentUnitIDプロパティで示されるビデオ装置でサポートされるキャラクタセット番号の文字列が設定されています。
 CapSelectCharacterSetが TRUEの場合、本プロパティはOpenメソッドに続く最初のイネーブル時に、接続されているビデオ装置毎に初期化されます。その他の場合、文字列“[Error]”に初期設定されます。
ASCII 数字からなるキャラクタセット番号文字列は、カンマにより区切られます。たとえば、文字列が“101, 850, 999”で設定されていれば, ビデオ装置はデバイス特有のキャラクタとコードページ850, Windows ANSI キャラクタセットがサポートされます。
キャラクタセット番号は、次に示す値の内の一つです。
値
意味
Range 101 - 199
デバイス特有のキャラクタセットです。コードページにもASCII、Windows ANSI キャラクタセットにも当てはまりません。
Range 400 - 990
コードページに対応します。標準値の内の一つと適合します。
ROD_CS_ASCII
ASCII キャラクタセットです。0x20と0x7F間.の ASCIIキャラクタをサポートします。この定数値は998です。
ROD_CS_WINDOWS
 Windows ANSIキャラクタセットです。この定     数値は999です。正確には Windowsのコードページ 1252と等しいものです。
Range 1000 and higher
Windowsのコードページです。標準値の内の一つと適合します。
参照
CurrentUnitIDプロパティ、CharacterSetプロパティ、 CapSelectCharacterSetプロパティ,SelectCharacterSetメソッド
Clocks プロパティ
形式
LONG
Clocks;
説明
CurrentUnitIDプロパティで示されるビデオ装置でサポートされるクロックの個数です。
本プロパティは、Openメソッドに続く最初のイネーブル時に、接続されているビデオ装置毎に初期化されます。
参照
CurrentUnitIDプロパティ
CurrentUnitID プロパティ  R/W

形式
LONG
CurrentUnitID;
説明
選択した現ビデオ装置IDです。一つのリモートオーダディスプレイデバイスでは、32台までの装置が接続可能です。装置 IDの定義はROD_UID_1 から ROD_UID_32までです。
次のプロパティおよびメソッドは、本プロパティで選択されたビデオ装置にのみ適合します。
   プロパティ：AutoToneDuratiion、AutoToneFrequency、   CapSelectCharacterSet、CapTone、CapTouch、CharacterSet、CharacterSetList、Clocks、VideoDateCount、VideoMode、VideoModeList、VideoSaveBuffers
CurrentUnitID設定時は、上記プロパティが指定装置の現在の値に更新されます。
メソッド：CheckHealth、ClearInput、ClearOutput
本プロパティはOpenメソッドに続く最初のイネーブル時に、 ROD_UID_1に初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時, 次の値の内の一つが ResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
不正な値が使用されました。ErrorString プロパティが戻る前に更新されます。
DataCount プロパティ (共通)

形式
LONG
DataCount;
説明
コントロールでキューイングされているDataEventの総数を示し、接続されている全装置に対応する値です。特定の装置IDからのDataEvent数はVideoDataCountプロパティに格納されます。
アプリケーションは、Datacountを参照することにより保留されているデバイスからの入力の有無を確認できます。保留されている入力は、アプリケーションが他の処理中であったり、イベントが凍結されていたりなどの原因で、まだイベント通知が発行されていません。
本プロパティは、Openメソッドによりゼロに初期化されます。
参照
“入力モデル”、VideoDataCountプロパティ、DataEventイベント
ErrorString プロパティ
形式
BSTR
ErrorString;
説明
ビット対応パラメータで指定されたビデオ装置に対するメソッドの動作時にエラーが発生した際に、ErrorStringにはエラーの詳細を示す記述が格納されます。どの装置にエラーが発生したのかは、ErrorUnits プロパティに格納されます。
非同期的要求を実行中にエラーが生じた場合、ErrorEventは、代わりにEventStringプロパティを更新します。

本プロパティは、Openメソッドにより空の文字列に初期化されます。
参照
ErrorUnitsプロパティ
ErrorUnits プロパティ
形式
LONG
ErrorUnits;
説明
ビット対応パラメータで指定されたビデオ装置に対するメソッドの動作時にエラーが発生した際に、ErrorUnitsにエラーが発生した装置IDがビット対応で格納されます。複数装置を示す場合もあります。
非同期的要求を実行中にエラーが生じた場合、ErrorEventは、代わりにEventUnitsプロパティを更新します。


本プロパティは、Openメソッドによりゼロに初期化されます。
参照
ErrorStringプロパティ
EventString  プロパティ 

形式
BSTR
EventString;
説明
ErrorEventが通知された際に、本プロパティには、EventUnitsプロパティ示される装置で生じたエラー詳細が設定されます。
本メソッドは、Openメソッドにより空の文字列に初期化されます。
参照
EventUnitsプロパティ、ErrorEventプロパティ
EventType プロパティ  R/W

形式
LONG
EventType;
説明
通知すべきDataEventのタイプをビット対応で設定します。本設定は、接続されている全装置に対し適用されます。イベントタイプの定義については、DataEventの記述を参照してください。
ROD_DE_TOUCH_MOVE イベントを通知しないようにする例を示します。
ROD.EventType = ROD_DE_TOUCH_UP | ROD_DE_TOUCH_DOWN
本プロパティは、Openメソッドにより定義されたすべてのイベントタイプを通知するように初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
不正なイベントタイプ値が使用されました。 ErrorString プロパティが戻る前に、更新されます。
参照
DataEventイベント
EventUnitID プロパティ
形式
LONG
EventUnitID;
説明
コントロールがアプリケーションへDataEventを通知する直前に、本プロパティにビデオ装置IDを設定します。装置IDの定義は、ROD_UID_1からROD_UID_32までです。
参照
DataEventイベント
EventUnits プロパティ
形式
LONG
EventUnits;
説明
OutputCompleteEvent、ErrorEvent、StatusUpdateEventが通知され際、EventUnitsプロパティには該当装置の装置IDが設定されます。
本プロパティは、Openメソッドによりゼロに初期化されます。
参照
OutputCompleteEventイベント、ErrorEventイベント、 StatusUpdateEventイベント
SystemClocks プロパティ
形式
LONG
SystemClocks;
説明
リモートオーダディスプレイデバイスが一度にサポートできるクロックの総数です。
本プロパティは、Openメソッドに続く最初のイネーブル時に、初期化されます。
参照
Clockプロパティ
SystemVideoSaveBuffers プロパティ
形式
LONG
SystemVideoSaveBuffers;
説明
リモートオーダディスプレイデバイスが一度にサポートできるビデオ退避バッファの総数です。
本プロパティは、Openメソッドに続く最初のイネーブル時に、初期化されます。
参照
VideoSaveBuffersプロパティ
Timeout プロパティ  R/W

形式
LONG
Timeout;
説明
リモートオーダディスプレイデバイスでサポートされるすべての出力メソッドでの処理完了監視に使用されるタイムアウト値（ミリ秒）です。
設定されたタイムアウト値で出力メソッドが正常終了しなかった場合、AsyncModeが FALSEならば、出力メソッドはエラーステータスを戻し, AsyncModeがTRUEならば、ErrorEventがキューイングされます。
本プロパティは、Openメソッドに続く最初のイネーブル時に、デフォルトタイムアウト値に初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
不正なタイムアウト値が使用されました。 ErrorStringが戻る前に更新されます。
参照
AsyncModeプロパティ
UnitsOnline プロパティ
形式
LONG
UnitsOnline;
説明
オンライン状態のビデオ装置を、ビット単位の装置で示します。値はゼロか、ROD_UID_1(ビット0がオン)からROD_UID_32(ビット31がオン)の定数値のOR値です。
詳細は、“モデル”の項目を参照してください。
本プロパティは、Openメソッドに続く最初のデバイスのイネーブル時に、初期化されます｡StatusUpdateEventが通知される直前や、CheckHealthメソッド実行中での変化の検出が察知された際、更新されます。
参照
CheakHealthメソッド、StatusUpdateEventイベント
VideoDataCount プロパティ
形式
LONG
VideoDataCount;
説明
CurrentUnitIDプロパティで示されるビデオ装置に対応する、キューイングされているDataEvent数を示します。
アプリケーションは、VideoDataCountを参照することにより保留されているビデオ装置からの入力の有無を確認できます。保留されている入力は、アプリケーションが他の処理中であったり、イベントが凍結されていたりなどの原因で、まだイベントが通知されていません。
本プロパティは、Openメソッドによりゼロに初期化されます。
参照
CurrentUnitIDプロパティ、DataEventイベント
VideoMode プロパティ  R/W

形式
LONG
VideoMode;
説明
CurrentUnitIDプロパティで示されるビデオ装置のModeId 値です。ModeId 値は、VideoModesListプロパティに設定されている値の中の一つで示されます。
本プロパティは、Openメソッドに続く最初のイネーブル時に、接続されているビデオ装置毎に使用されるデフォルトビデオモードに初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかが、ResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは、正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
要求されたビデオモードがサポートされていません。ErrorStringが戻る前に更新されます。
OPOS_E_FAILURE
CurrentUnitIdプロパティで示されるビデオ装置との通信で、エラーが発生しました。ErrorStringが戻される前に更新されます。
参照
CurrentUnitIDプロパティ、 VideoModeListプロパティ
VideoModesList プロパティ
形式
BSTR
VideoModesList;

説明
CurrentUnitIDプロパティで示されるビデオ装置によりサポートされるModeId です。ModeId は、次の形式で表わされます。
形式: <ModeId>:<Height>x<Width>x<NumberOfColors><M|C>.  “M ”はモノクロ で、“ C”は カラーディスプレイを示します。ModeIdはリモートオーダディスプレイシステムにより定義されます。たとえば、文字列が“1:40x25x16C,2:80x25x16C”で設定されていれば, ビデオ装置は二つのビデオモード、ModeId 1 と ModeId 2をサポートします。ModeId 1 は 40 行, 25 桁, 16 カラーからなり、ModeId 2 は 80 行, 25 桁, 16 カラーからなります。
ModeIdは、接続されているビデオ装置において、VideoModeプロパティを初期化するのに使用されます。
本プロパティは、Openメソッドに続く最初のイネーブル時に、接続されているビデオ装置によりサポートされているビデオモードリストに初期化されます。
参照
CurrentUnitIDプロパティ、VideoModeプロパティ
VideoSaveBuffers プロパティ
形式
LONG
VideoSaveBuffers;
説明
CurrentUnitIDプロパティで示されるビデオ装置の退避バッファ数を示します。本プロパティは、次のメソッドの実行時に利用されます。SaveVideoRegion, RestoreVideoRegion, FreeVideoRegion が
ゼロの場合、該ビデオ装置はバッファリングが未サポートであることを示します。VideoSaveBuffers値がゼロ以上の場合、少なくとも一つの完全な画面を選択された装置のために、退避可能です。
本プロパティは、Openメソッドに続く最初のイネーブル時に、接続されているビデオ装置毎に初期化されます。
参照
CurrentUnitIDプロパティ、SaveVideoRegionメソッド、 RestoreVideoRegionメソッド、 FreeVideoRegionメソッド
メソッド
CheckHealth メソッド (共通)

形式
LONG CheckHealth(LONG Level);
Levelパラメータは、デバイスで実行されるヘルスチェックのタイプを示します。以下の値を指定できます。
値
意味
OPOS_CH_INTERNAL
デバイスを物理的に使用しないヘルスチェックを実行します。デバイスを内部テストで可能なだけテストします。
OPOS_CH_EXTERNAL
デバイスを使用して完全なテストを実行します。たとえば、パターンをディスプレイに表示できます。
OPOS_CH_INTERACTIVE
デバイスとの対話テストを実行します。サポートするサービスオブジェクトは、通常、モーダルダイアログボックスを表示して、テストオプションと結果を表示します。
説明
 OPOS_CH_INTERNAL もしくは OPOS_CH_EXTERNALが要求されている時, 本メソッドは、CurrentUnitIDプロパティで示される装置のヘルスチェックを行います。また、現在、未接続状態の装置IDが設定されている場合、コントロールは該装置へのチェックヘルスを試み、必要ならば通信エラーを返します。 OPOS_CH_INTERACTIVEにおける操作は、サービスオブジェクトのデザインに依存します。
本メソッドの結果はCheckHealthTextプロパティに格納されます。
UnitsOnlineプロパティがアプリケーションに戻る前に更新されます。
CheckHealthメソッドは常に同期的に実行されます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
ヘルスチェックプロシージャが適切に開始されたことを示し、確認できた場合、デバイスが正常であることを示します。しかし、多くのデバイスでは、正常かどうかはテスト結果を見ないと決定できません。
OPOS_E_ILLEGAL
指定されたヘルスチェックレベルをサービスオブジェクトはサポートしていません。
OPOS_E_FAILURE
CurrentUnitIDプロパティで示されるビデオ装置との通信で、エラーが発生しました。
その他





ResultCodeの項目を参照してください。
参照
CurrentUnitIDプロパティ、 UnitsOnlineプロパティ
ClearInput メソッド (共通)

形式
LONG ClearInput ();
説明
CurrentUnitIDプロパティで示される装置の、バッファリングされているデバイス入力を、すべてクリアする時に呼び出します。
保留されているデータイベントや入力エラーイベントもクリアされます。保留されているイベントは、DataEventEnabledがTRUEにセットされるか、FreezeEventsがFALSEにセットされるのを待ち合わせているものです。


戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常に設定されました。
OPOS_E_CLAIMED
デバイスは他のプロセスにより排他アクセスされています。
OPOS_E_NOTCLAIMED  本メソッド実行前に、デバイスの排他アクセス権を獲得しなければなりません。
参照
CurrentUnitIDプロパティ、 “入力モデル”

ClearOutputメソッド (共通)
形式
LONG ClearOutput();
説明
CurrentUnitIDプロパティで示される装置の、バッファリングされているトーン出力を、すべてクリアする時に呼び出します。保留されている出力完了や出力エラーイベントもクリアされます。それらのイベントは、通常、DataEventEnabledがTRUEにセットされるか、 FreezeEventsがFALSEにセットされるのを待ち合わせているものです。
戻り値
次の値のいずれかが戻され 、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS

メソッドは正常に設定されました。
OPOS_E_CLAIMED
デバイスは他のプロセスにより排他アクセスされています。
OPOS_E_NOTCLAIMED  本メソッド実行前に、デバイスの排他アクセス権を獲得しなければなりません。
参照
CurrentUnitIDプロパティ、 “出力モデル”

ClearVideo メソッド
形式
LONG ClearVideo (LONG Units, LONG Attribute);
パラメータ
説明
Units
ビット対応による処理対象の装置ID。
Attribute
概説の“モデル”項を参照。
説明
本メソッドは、Unitsパラメータで示される全てのビデオ装置の、全表示領域を消去するものです。この表示領域は、Attributeパラメータに格納されている属性で消去されます。
本メソッドは、AsyncModeがFALSEならば同期的に、TRUEならば非同期的に実行されます。


戻り値
次の値のいずれかが戻され 、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
次のエラーのいすれかが発生しました。
· Attribute パラメータが不正です。
· Unitsパラメータがゼロか、存在しない装置が指定されました。
OPOS_E_FAILURE
Unitsパラメータで示されるビデオ装置の一つの装置との通信でエラーが発生しました。ErrorUnitsとErrorStringプロパティが戻る前に更新されます(AsyncModeがFALSEの場合だけ返されます)。
その他
 ResultCodeの項目を参照してください。
参照
AsyncModeプロパティ、概説の “モデル”

ClearVideoRegion メソッド
形式
LONG ClearVideoRegion (LONG Units, LONG Row, LONG Column, LONG Height, LONG Width, LONG Attribute);
パラメータ
説明
Units
ビット対応による処理対象の装置ID。
Row
領域の開始行。
Column
領域の開始桁。
Height
領域の行数。
Width
領域の桁数。
Attribute
概説の“モデル”項を参照。

説明
本メソッドは、Unitsパラメータで示される全てのビデオ装置の、指定された表示領域を消去するものです。この表示領域は、Attributeパラメータに格納されている属性で消去されます。
本メソッドは、AsyncModeがFALSEならば同期的に、TRUEならば非同期的に実行されます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
次のエラーのいずれかが発生しました。
· Row, Column, Height, Widthパラメータ値が 範囲外です。
· Attribute パラメータが不正です。
· Unitsパラメータがゼロか、存在しない装置が指 定されました。

ErrorUnitsとErrorStringが戻る前に更新されます。
OPOS_E_FAILURE
Unitsパラメータで示されるビデオ装置の一つの装置との通信でエラーが発生しました。ErrorUnitsとErrorStringプロパティが戻る前に更新されます(AsyncModeがFALSEの場合だけ返されます)。
その他
 ResultCodeの項目を参照してください。
参照
AsyncModeプロパティ、ErrorStringプロパティ、ErrorUnitsプロパティ、“モデル” 

ControlClock メソッド
形式
LONG ControlClock (LONG Units, LONG Function, LONG ClockId, LONG Hour, LONG Min, LONG Sec, LONG Row, LONG Column, LONG Attribute, LONG Mode);
パラメータ
説明
Units
ビット対応による処理対象の装置ID。
Function
要求クロックコマンド。値は下記を参照。
ClockId
クロック識別番号。有効な値は、1～Clocksまでです。Functionパラメータが、ROD_CLK_PAUSE,ROD_CLK_RESUME,ROD_CLK_STOPの場合、ClockIdにROD_CLK_ALLを指定でき、選択された全ての装置上の全てのクロックに対し、指定の動作を開始できます。
Hour
時刻表示の“時間”の初期値。
Min
時刻表示の“分”の初期値。
Sec
時刻表示の“秒”の初期値。
Row
時刻表示開始行位置。
Column
時刻表示開始桁位置。
Attribute
概説の“モデル”項を参照。
Mode
時刻の表示形式。下記の値を参照。


Functionパラメータの値は、
値
意味
ROD_CLK_START
ClockIdで指定されたクロックの時刻表示開始。
ROD_CLK_PAUSE
ROD_CLK_RESUME要求があるまで、時刻表示の更新の一時中断。
ROD_CLK_RESUME
以前に中断した時刻表示の更新の再開。
ROD_CLK_STOP
永久的な時刻表示の更新の中止。ClockId値に対応するクロックは、開放されます。
ROD_CLK_MOVE
新位置への時刻表示の移動。
Modeパラメータ値は、
値
意味
ROD_CLK_SHORT
“M:SS” 形式による時刻表示。
ROD_CLK_NORMAL
“MM:SS” 形式による時刻表示。
ROD_CLK_12_LONG
12時間単位での“HH:MM:SS”形式による時刻表示。
ROD_CLK_24_LONG
24時間単位での“HH:MM:SS”形式による時刻表示。
説明
本メソッドは、Unitsパラメータで示される全てのビデオ装置に対し、Functionパラメータで示されるコマンドを実行します。時刻表示は、Modeパラメータで指定された形式で、RowおよびColumnパラメータで指示された位置に表示されます。
時刻表示は、Hour, MinおよびSecパラメータの指定値より開始され、本ClockId値に対し、ROD_CLK_PAUSEまたはROD_CLK_STOP要求が行われるまで、秒単位で更新されます。
ROD_CLK_PAUSE, ROD_CLK_RESUMEまたはROD_CLK_STOPコマンドが指定された場合、Hour, Min, Sec, Row ,Column, Attribute, およびModeパラメータは無視されます。ROD_CLK_PAUSEコマンドが指定された後は、時刻表示の更新は抑止されます。ROD_CLK_RESUMEコマンドにより、更新が再開されます。
ROD_CLK_PAUSE, ROD_CLK_RESUME, ROD_CLK_STOPまたはROD_CLK_MOVEコマンドが、Unitsパラメータで示される装置の初期化されていないClockIdが指定された場合、OPOS_EROD_BADCLKが戻り値となります。ROD_CLK_RESUMEコマンドが、ROD_CLK_PAUSEコマンドを実行することなく指定された場合、何の効果もなく正常終了します。
ROD_CLK_MOVEコマンドが指定された場合、時刻表示はRowとColumnパラメータで示される新しい位置に移動されます。Hour, Min, Sec, AttributeおよびModeパラメータは、本コマンドでは無視されます。
ビデオ装置がサポートできるクロックの個数は、Clocks プロパティに格納されています。しかし、ROD_CLK_STARTコマンドにおいては、OPOS_EROD_NOCLOCKSが、クロックの数がSystemClocks値を超えた場合に 戻されます。これは選択した装置のClocks プロパティ 値で示される値が、より以上のクロックをサポートしている場合にも言えます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
次のエラーのいずれかが発生しました。
· ClockId, Hour, Min, Sec, Row,Columnパラメ ータ値のいずれかが範囲外です。
· Function,AttributeまたはModeパラメータ値が不正です。
· Unitsパラメータがゼロか、存在しない装置が指定されました。
ErrorUnitsとErrorStringが戻る前に更新されます。
OPOS_E_EXTENDED
ResultCodeExtended = OPOS_EROD_BADCLK: ROD_CLK_PAUSE, ROD_CLK_RESUME, ROD_CLK_START, ROD_CLK_MOVEコマンドで、指定ClockIdのクロックは、ROD_CLK_STARTコマンドによる初期化が行われていません。

ResultCodeExtended = OPOS_EROD_NOCLOCKS: ROD_CLK_STARTコマンドが、クロックの数がSystemClocks値に達したために失敗しました。
ErrorUnitsとErrorStringプロパティが戻る前に、更新されます。
OPOS_E_FAILURE
Unitsパラメータで示されるビデオ装置の一つの装置との通信でエラーが発生しました。ErrorUnits と ErrorString プロパティが戻る前に更新されます(AsyncModeがFALSEの場合だけ返されます)。
OPOS_E_BUSY
ROD_CLK_STARTコマンドで指定したClockIdのクロックは、使用中です。ErrorUnitsとErrorStringプロパティが戻る前に更新されます。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
Clocksプロパティ、ErrorStringプロパティ、ErrorUnitsプロパティ、 概説の“モデル” 

ControlCursor メソッド
形式
LONG ControlCursor(LONG Units, LONG Function);
パラメータ
説明
Units
ビット対応による処理対象の装置ID。
Function
表示するカーソル形式を示すカーソルコマンドです。以下の値を参照してください。
値
意味
ROD_CRS_LINE
下線形式で表示。
ROD_CRS_LINE_BLINK

ブリンクキングの下線形式で表示。
ROD_CRS_BLOCK
ブロック形式で表示。
ROD_CRS_BLOCK_BLINK
ブリンキングのブロック形式で表示。
ROD_CRS_OFF
カーソルは未表示。
説明
本メソッドは、Unitsパラメータで示される全てのビデオ装置に対し、Functionパラメータで示されるコマンドを実行し、カーソルの表示／非表示を行います。
Functionパラメータが ROD_CRS_OFFの時, カーソルは非表示となり、 その他の場合は、要求されたカーソルのタイプ通りに使用可能にします。 ビデオ装置が要求されたカーソルタイプをサポートしない場合、サービスオブジェクトは、次に最も近いカーソルタイプを使用するようにします。
現カーソル位置より、指定のカーソル指示が有効となります。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
次のエラーのいずれかが発生しました。
· Function は不正です。
· Unitsパラメータがゼロか、存在しない装置が指定されました。
ErrorUnitsとErrorStringプロパティが戻る前に更新されます。
OPOS_E_FAILURE
Unitsパラメータで示されるビデオ装置の一つの装置との通信でエラーが発生しました。ErrorUnitsとErrorStringプロパティが戻る前に更新されます(AsyncModeがFALSEの場合だけ返されます)。
その他
 ResultCodeの項目を参照してください。
参照
ErrorStringプロパティ、 ErrorUnitsプロパティ 

CopyVideoRegion メソッド
形式
LONG CopyVideoRegion (LONG Units, LONG Row, LONG Column, LONG Height, LONG Width, LONG TargetRow, 
LONG TargetColumn);

パラメータ
説明
Units
ビット対応による処理対象の装置ID。
Row
領域の開始行。
Column
領域の開始桁。
Height
領域の行数。
Width
領域の桁数。
TargetRow
複写先の開始行。
TargetColumn
複写先の開始桁。
説明
本メソッドは、 Unitsパラメータで示される全てのビデオ装置の指定された表示領域を、新たな位置に複写するものです。複写元の領域は、 Row, Column, Height, Widthパラメータにより定義されます。複写先の左上段位置は、TargetRowとTargetColumnパラメータで決定されます。領域が重なる場合、複写元のデータが保護され、そのまま残ります。
本メソッドは、AsyncModeがFALSEならば同期的に、TRUEならば非同期的に実行されます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
次のエラーのいずれかが発生しました。
· Row, Column, Height, Width, TargetRow,  TargetColumnパラメータ値のいずれかが範囲外です。
· Unitsパラメータがゼロか、存在しない装置が 指定されました。
ErrorUnitsとErrorStringプロパティが戻る前に更新されます。
OPOS_E_FAILURE
Unitsパラメータで示されるビデオ装置の一つの装置との通信でエラーが発生しました。ErrorUnitsと ErrorStringプロパティが戻る前に更新されます(AsyncModeがFALSEの場合だけ返されます)。
その他
 ResultCodeの項目を参照してください。
参照
AsyncModeプロパティ、ErrorStringプロパティ、ErrorUnitsプロパティ、概説の“モデル” 

DisplayData メソッド
形式
LONG DisplayData (LONG Units, LONG Row, LONG Column, LONG Attribute, BSTR Data);

パラメータ
説明
Units
ビット対応による処理対象の装置ID。
Row
テキスト表示の開始行。
Column
テキスト表示の開始桁。
Attribute
概説の“モデル”項を参照。
Data
表示する文字列。形式は BinaryConversion プロパティ値に依存します。詳細は該プロパティの説明を参照してください。
説明
本メソッドは、Unitsパラメータで示される全てのビデオ装置の、指定されたRowとColumnパラメータで指定された位置より、Dataパラメータで示される文字を表示します。最大桁を超える文字は表示されません。
本メソッドは、AsyncModeが FALSEならば同期的に,  TRUEならば非同期的に実行されます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
次のエラーのいずれかが発生しました。
· Row, Columnパラメータ値のいずれかが範囲外です。
· Attributeが不正です。
· Unitsパラメータがゼロか、存在しない装置が指定されました。
ErrorUnitsとErrorStringが戻る前に更新されます。
OPOS_E_FAILURE
Unitsパラメータで示されるビデオ装置の一つの装置との通信でエラーが発生しました。ErrorUnitsとErrorStringプロパティが戻る前に更新されます(AsyncModeがFALSEの場合だけ返されます)。
その他
 ResultCodeの項目を参照してください。
参照
AsyncModeプロパティ、ErrorStringプロパティ、ErrorUnitsプロパティ、概説の“モデル” 

DrawBox メソッド
形式
LONG DrawBox (LONG Units, LONG Row, LONG Column, LONG Height, LONG Width, LONG Attribute, LONG BorderType);
パラメータ
説明
Units
ビット対応による処理対象の装置ID。 

Row
ボックスの開始行。
Column
ボックスの開始桁。
Height
ボックスの行数.。
Width
ボックスの桁数。
Attribute
概説の“モデル”項を参照。
BorderType
境界線の形式。下記の値を参照。
値
意味
ROD_BDR_SINGLE
一重境界線。
ROD_BDR_DOUBLE
二重境界線。
ROD_BDR_SOLID
ブロック境界線。
説明
本メソッドは、Unitsパラメータで示される全てのビデオ装置に対し、ボックスを描きます。
指定された境界線の形式で描こうとしますが、指示された境界線の形式がキャラクタセットでサポートされていない場合、コントロールは設定されているキャラクタセット内より、最も適切な文字を選択して描きます。
本メソッドは、AsyncModeが FALSEならば同期的に, AsyncModeが TRUEならば非同期的に実行されます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
次のエラーのいずれかが発生しました。
· Row,Column,Height, Widthパラメータ値が範囲外です。
· AttributeまたはBorderTypeパラメータが不正です。
· Unitsパラメータがゼロか、存在しない装置が指定されました。
ErrorUnitsとErrorStringプロパティが戻る前に更新されます。
OPOS_E_FAILURE
Unitsパラメータで示されるビデオ装置の一つの装置との通信でエラーが発生しました。ErrorUnitsとErrorStringプロパティが戻る前に更新されます(AsyncModeがFALSEの場合だけ返されます)。
その他
 ResultCodeの項目を参照してください。
参照
AsyncModeプロパティ、ErrorStringプロパティ、ErrorUnitsプロパティ、概説の“モデル” 

FreeVideoRegion メソッド
形式
LONG FreeVideoRegion (LONG Units, LONG BufferId);
パラメータ
説明
Units
ビット対応による処理対象の装置ID。
BufferId
解放する退避バッファ識別番号。有効な値は、1～ 指定装置のVideoSaveBuffersプロパティ値です。 

説明
本メソッドは、Unitsパラメータで示される全てのビデオ装置に対し、割り当て済みのバッファを解放します。VideoSaveBuffersプロパティは、サポートされるバッファ個数が格納されています。BufferIdで示される退避バッファが、SaveBufferRegionメソッドにより使用されていない場合、何も処理されず、OPOS_SUCCESSが返されるだけです。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
次のエラーのいずれかが発生しました。
· BufferIdパラメータ値が範囲外です。
· Unitsパラメータがゼロか、存在しない装置が指定されました。
ErrorUnitsとErrorStringプロパティが戻る前に更新されます。
OPOS_E_FAILURE
Unitsパラメータで示されるビデオ装置の一つの装置との通信でエラーが発生しました。ErrorUnitsとErrorStringプロパティが戻る前に更新されます(AsyncModeがFALSEの場合だけ返されます)。
その他
 ResultCodeの項目を参照してください。
参照
ErrorStringプロパティ、 ErrorUnitプロパティ、VideoSaveBuffersプロパティ、SaveBufferRegionメソッド
ResetVideo メソッド
形式
LONG ResetVideo(LONG Units); 

パラメータ
説明
Units
ビット対応による処理対象の装置ID。
説明
Unitsパラメータで示される全てのビデオ装置をパワーオン直後の状態にリセットします。サービスオブジェクトの内部バッファや割り当てられたクロックは解放され、設定可能な属性には既定値が設定されます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
Unitsパラメータがゼロか、存在しない装置が指定されました。
OPOS_E_FAILURE
Unitsパラメータで示されるビデオ装置の一つの装置との通信でエラーが発生しました。ErrorUnitsとErrorStringプロパティが戻る前に更新されます。
その他
 ResultCodeの項目を参照してください。
参照
ErrorStringプロパティ、 ErrorUnitプロパティ
RestoreVideoRegion メソッド
形式
LONG RestoreVideoRegion (LONG Units, LONG TargetRow, LONG TargetColumn, LONG BufferId);
パラメータ
説明
Units
ビット対応による処理対象の装置ID。
TargetRow
復元先の開始行。
TargetColumn
復元先の開始桁。
BufferId
復元する退避バッファ識別番号。有効な値は、1～ 指定装置のVideoSaveBuffersプロパティ値です。
説明
本メソッドは、Unitsパラメータで示される各ビデオ装置のBufferIdで示めされる、以前に退避された表示領域を復元します。領域はSaveVideoRegionメソッドにより退避されているものです。 サポートされているバッファ数は、VideoSaveBuffersプロパティ に格納されています。 復元先の位置は、TargetRowとTargetColumnで示されます。ディスプレイ上の複数の位置に表示領域のコピーが本メソッドにより行えるため、復元後に指定された退避バッファを解放することはありません。割り当てたメモリの解放にはFreeVideoRegionメソッドを使用します。
選択された装置のBufferIdで示される退避バッファに何も退避されていなければ、OPOS_EROD_NOREGIONエラーが返されます。
装置間での表示領域の復元はできません。例えば、SaveVideoRegionメソッド が、次のパラメータで呼び出された場合、
    Units = 0000 1000 , BufferId = 1
装置IDが4の退避バッファ1に、表示領域が退避されます。次に RestoreVideoRegionメソッドをここで退避した表示領域を、装置ID3 へ復元しようと次のパラメータで呼び出した場合、
   Units = 0000 0100 ,BufferId = 1
OPOS_EROD_NOREGIONが返されるか、意図しない領域が復元されます。 

本メソッドは、AsyncModeが FALSEならば同期的に, AsyncModeが TRUEならば非同期的に実行されます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
次のエラーのいずれかが発生しました。
·  BufferId, TargetRow, TargetColumnパラメータ値が範囲外です。
· Unitsパラメータがゼロか、存在しない装置が指定されました。
ErrorUnitsと ErrorStringプロパティが戻る前に更新されます。
OPOS_E_EXTENDED
ResultCodeExtended = OPOS_EROD_NOREGION: BufferIdで示される退避バッファに何も退避されていません。
OPOS_E_FAILURE
Unitsパラメータで示されるビデオ装置の一つの装置との通信でエラーが発生しました。ErrorUnitsとErrorStringプロパティが戻る前に更新されます(AsyncModeがFALSEの場合だけ返されます)。
その他
 ResultCodeの項目を参照してください。
参照
AsyncModeプロパティ、 ErrorStringプロパティ、ErrorUnitsプロパティ、VideoSaveBuffersプロパティ、SaveVideoRegionメソッド
SaveVideoRegion メソッド
形式
LONG SaveVideoRegion (LONG Units, LONG Row, LONG Column, LONG Height, LONG Width, LONG BufferId);
パラメータ
説明
Units
ビット対応による処理対象の装置ID。
Row
退避領域の開始行位置。
Column
退避領域の開始桁位置。
Height
退避領域の行数。
Width
退避超域の桁数。
BufferId
復元する退避バッファ識別番号。有効な値は、1～ 指定装置のVideoSaveBuffersプロパティ値です。
説明
本メソッドは、Unitsパラメータで示される各ビデオ装置の指定された表示領域を、各装置に用意されたバッファ内の一つに退避します。サポートされているるバッファ数は、VideoSaveBuffersプロパティ に格納されています。該当装置のVideoSaveBuffersプロパティ値で示されるバッファ数が、現在、使用中のバッファ数より大きくても、 SystemVideoSaveBuffersプロパティ値を超えるバッファ数が要求された場合、OPOS_EROD_NOBUFFERSエラーが返されます。
VideoSaveBuffers値がゼロ以上の場合、少なくとも一つの完全な画面を選択された装置のために、サービスオブジェクトは退避可能です。これは、一つの装置でサポートされている各バッファへ、サービスオブジェクトが完全な画面の退避を保証するものではありません。全バッファが指定の装置に割り当て済みの場合、 OPOS_EROD_NOROOMエラーが返されます。
退避元の領域は、Row, Column, Height, Widthパラメータで指定されます。退避した表示領域の復元は、RestoreVideoRegionメソッドを呼び出して行います。 同一BufferId値で2回、SaveVideoRegionメソッドを実行した場合、以前の表示データはなくなり、余分な割り当て済みメモリはシステムに返却されます。 

本メソッドは、AsyncModeが FALSEならば同期的に, AsyncModeが TRUEならば非同期的に実行されます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
次のエラーのいずれかが発生しました。
· BufferId, Row,Column,Height,Widthパラメータ値が範囲外です。
· Unitsパラメータがゼロか、存在しない装置が指定されました。
ErrorUnits と ErrorString プロパティが戻る前に更新されます。
OPOS_E_EXTENDED
ResultCodeExtended = OPOS_EROD_NOBUFFERS: 要求バッファ数が、SystemVideoSaveBuffers.数を超えました。

ResultCodeExtended= OPOS_EROD_NOROOM: 
全てのバッファが指定の装置に割り当て済みです。ErrorUnitsと ErrorStringプロパティが戻る前に更新されます。
OPOS_E_FAILURE
Unitsパラメータで示されるビデオ装置の一つの装置との通信でエラーが発生しました。ErrorUnitsとErrorStringプロパティが戻る前に更新されます。
その他
 ResultCodeの項目を参照してください。
参照
AsyncModeプロパティ、ErrorStringプロパティ、ErrorUnitsプロパティ、VideoSaveBuffersプロパティ、SaveVideoRegionメソッド
SelectChararacterSet メソッド
形式
LONG SelectChararacterSet (LONG Units, LONG CharacterSet);
パラメータ
説明
Units
ビット対応による処理対象の装置ID。
CharacterSet
文字の表示に用いるキャラクタセット値。値は以下を参照。  

値
意味
Range 101 - 199
デバイス特有のキャラクタセットです。コードページにもASCII,Windows ANSIキャラクタセットにも当てはまりません。
Range 400 - 990
コードページに対応します。標準値の内の一つと適合します。
ROD_CS_ASCII
ASCIIキャラクタセットです。0x20と0x7F間の ASCIIキャラクタをサポートします。この定数値は998です。.

ROD_CS_WINDOWS
Windows ANSIキャラクタセットです。この定数値は999です。正確には Windows のコードページ 1252と等しいものです。
Range 1000 and higher
Windowsのコードページです。標準値の内の一つと適合します。
説明
本メソッドは、Unitsパラメータで示される全てのビデオ装置に対し、指定されたキャラクタセットを設定します。
選択された装置に対応するCharacterSetプロパティは、新しいキャラクタセット値に更新されます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
次のエラーのいずれかが発生しました。
· CharacterSet パラメータの値はサポートされていません。
· 装置はCapSelectCharacterSetをサポートしていません。
· Unitsパラメータがゼロか、存在しない装置が指定されました。
ErrorUnitsとErrorStringが戻る前に更新されます。
OPOS_E_FAILURE
Unitsパラメータで示されるビデオ装置の一つの装置との通信でエラーが発生しました。ErrorUnitsとErrorStringプロパティが戻る前に更新されます。
その他
 ResultCodeの項目を参照してください。
参照
ErrorStringプロパティ、ErrorUnitsプロパティ、 CapSelectCharacterSetプロパティ、CharacterSetプロパティ
SetCursor メソッド
形式
LONG SetCursor (LONG Units, LONG Row, LONG Column);
パラメータ
説明
Units
ビット対応による処理対象の装置ID。
Row
カーソル行位置。
Column
カーソル桁位置。
説明
本メソッドは、Unitsパラメータで示される各ビデオ装置のカーソル位置を、指定された位置に更新します。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
次のエラーのいずれかが発生しました。
· Row, Columnパラメータ値が範囲外です。
· Unitsパラメータがゼロか、存在しない装置が指定されました。
ErrorUnitsとErrorStringプロパティが戻る前に更新されます。
OPOS_E_FAILURE
Unitsパラメータで示されるビデオ装置の一つの装置との通信でエラーが発生しました。ErrorUnitsとErrorStringプロパティが戻る前に更新されます。
その他
 ResultCodeの項目を参照してください。
参照
ErrorStringプロパティ、ErrorUnitsプロパティ
TransactionDisplay メソッド
形式
LONG TransactionDisplay (LONG Units, LONG Function);
パラメータ
説明
Units
ビット対応による処理対象の装置ID。
Function
一括処理タイプ。値は以下を参照。 

値
意味
ROD_TD_TRANSACTION     一括処理の開始。
ROD_TD_NORMAL
バッファデータを表示して一括処理を終了します。
説明
本メソッドは、Unitsパラメータで示される全てのビデオ装置に対し一括処理モードに入る時または抜ける時に呼び出します。
FunctionがROD_TD_TRANSACTIONならば、一括処理モードに入ります。その後の ClearVideo, ClearVideoRegion, CopyVideoRegion, DisplayData, DrawBox, RestoreVideoRegion, SaveVideoRegion UpdateVideoRegionAttributeへの呼び出しは、FunctionパラメータにROD_TD_NORMALをセットして TransactionDisplayが呼び出されるまで、表示データをバッファリングします。（ビデオ装置でバッファリングされるか、サービスオブジェクトでバッファリングされるかは、装置の能力に依存します。この場合、前記のメソッドの表示データはバッファリングされるだけで、表示は開始されません。また、 AsyncMode プロパティ の値は、そのオペレーションに影響しません。つまり、その要求にOutputIDは割り当てられませんし、OutputCompleteEventも通知しません。）
FunctionがROD_TD_NORMALならば、一括処理モードを抜けます。 ClearVideo, ClearVideoRegion, CopyVideoRegion, DisplayData, DrawBox, RestoreVideoRegion, SaveVideoRegion, UpdateVideoRegionAttributeによりデータがバッファリングされているならば、そのデータは表示されます。一括処理全体は、一つのメッセージとして処理されます。このメソッドは、AsyncModeがFALSEならば同期的に実行され、AsyncModeがTRUEならば非同期的に実行されます。 

ClearOutputメソッドを呼び出すことによって、CurrentUnitIDプロパティで選択された装置に対する一括処理モードは取り消され、バッファされた表示データも削除されます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
次のエラーのいずれかが発生しました。
· CapTransactionが FALSEの時, 本メソッドはサポートされません。
· Function パラメータは不正です。
· Unitsパラメータがゼロか、存在しない装置が指定されました。
ErrorUnitsとErrorStringプロパティが戻る前に更新されます。
OPOS_E_BUSY
Unitsパラメータで示されるビデオ装置の一つの装置が、出力中です。ErrorUnitsとErrorString プロパティが戻る前に更新されます(AsyncModeがFALSEでFunctionパラメータがROD_TD_NORMALの場合だけ返されます)。
OPOS_E_FAILURE
Unitsパラメータで示されるビデオ装置の一つの装置との通信でエラーが発生しました。ErrorUnitsとErrorStringプロパティが戻る前に更新されます(AsyneModeがFALSEで          FunctionパラメータがROD_TD_NORMALの場合だけ返されます)。
その他

ResultCodeの項目を参照してください。
UpdateVideoRegionAttribute メソッド
形式
LONG UpdateVideoRegionAttribute (LONG Units, LONG Function, LONG Row, LONG Column, LONG Height, LONG Width, LONG Attribute);
パラメータ
説明
Units
ビット対応による処理対象の装置ID。
Function
アトリビュートコマンド。下記を参照。
Row
領域の開始行。
Column
領域の開始桁。
Height
領域の行数。
Width
領域の桁数。
Attribute
概説の“モデル”項を参照。


Functionパラメータの値は、
値



意味
ROD_UA_SET



新アトリビュートへの設定。
ROD_UA_INTENSITY_ON
フォアグランドの輝度をオン。
ROD_UA_INTENSITY_OFF
フォアグランドの輝度をオフ。
ROD_UA_REVERSE_ON

反転表示。
ROD_UA_REVERSE_OFF

反転表示中止。
ROD_UA_BLINK_ON



ブリンキング表示。
ROD_UA_BLINK_OFF



ブリンキング表示中止。


説明
本メソッドは、Unitsパラメータで示される各ビデオ装置のRow, Column, Height,Widthパラメータで定義される領域のアトリビュートを変更します。 FunctionがROD_UA_SETの場合、領域のアトリビュートは, Attributeパラメータで指定された値に置換えされます。その他の場合、Attributeパラメータは無視され、領域のアトリビュートが変更されます。
本メソッドは、AsyncModeが FALSEならば同期的に, AsyncModeが TRUEならば非同期的に実行されます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、 ResultCode プロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
次のエラーのいずれかが発生しました。
· Row,Column,Height,Widthパラメータ値が範囲外です。
· AttributeまたはFunctionパラメータが不正です。
· Unitsパラメータがゼロか、存在しない装置が指定されました。
ErrorUnitsとErrorStringプロパティが戻る前に更新されます。
OPOS_E_FAILURE
Unitsパラメータで示されるビデオ装置の一つの装置との通信でエラーが発生しました。ErrorUnitsとErrorStringプロパティが戻る前に更新されます(AsyncModeがFALSEの場合だけ返されます)。
その他
 ResultCodeの項目を参照してください。
参照
AsyncModeプロパティ、ErrorStrinプロパティ、ErrorUnitsプロパティ、概説の“モデル”

VideoSound メソッド
形式
LONG VideoSound (LONG Units, LONG Frequency, LONG Duration, LONG NumberOfCycles, LONG InterSoundWait);
パラメータ
説明
Units
ビット対応による処理対象の装置ID。
Frequency
トーン周波数(ヘルツ)です。
Duration
トーン音の長さ(ミリ秒)です。
NumberOfCycles
 OPOS_FOREVER：音を鳴らし続けます。
その他：指定の回数繰り返し鳴らします。
InterSoundWait
NumberOfCyclesが１でない時、音の繰り返し前に(再度、音を鳴らす前)、InterSoundWaitミリ秒の間、音を止めます。
説明
本メソッドは、Unitsパラメータで示される各ビデオ装置の音を鳴らします。
本メソッドは、AsyncModeが FALSEならば同期的に, AsyncModeが TRUEならば非同期的に実行されます。
ビデオトーンのサイクルは次の通りです。

Durationパラメータ +

InterSoundWaitパラメータ (最後の音のサイクルを除く)

非同期で音を鳴らし始めた後、ClearOutputメソッドにより音を止めることができます。(音を鳴らし始める時に、 InterSoundWaitパラメータにOPOS_FOREVERを使用した場合、アプリケーションは継続して鳴っている音を止めるために、ClearOutputメソッドを使用する必要があります)。
選択した装置のCapVideoToneプロパティがFALSEの場合、 OPOS_E_ILLEGALエラーが返されます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値

意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
次のエラーのいずれかが発生しました。
· NumberOfCyclesに整数、0、 OPOS_FOREVER以外が指定されている。
· AsyncModeプロパティがFALSEの時にNumberOfCyclesにOPOS_FOREVERが指定されている。
· InterSoundWaitに負の値が指定されている。
· Unitsパラメータがゼロか、存在しない装置が指定されている。
· 選択された装置のCapVideoToneプロパティで、未サポートとなっている。
ErrorUnitsとErrorString プロパティが戻る前に更新されます。
OPOS_E_FAILURE
Unitsパラメータで示されるビデオ装置の一つの装置との通信でエラーが発生しました。ErrorUnitsとErrorStringプロパティが戻る前に更新されます(AsyncModeがFALSEの場合だけ返されます)。
その他
 ResultCodeの項目を参照してください。
参照
AsyncModeプロパティ、 ErrorStringプロパティ、ErrorUnitプロパティ、CapVideoToneプロパティ、ClearOutputメソッド
イベント
DataEvent イベント
形式
void DataEvent (LONG Status);
Status パラメータは４つのバイトに分割されます。イベントタイプが下位ワードに、残りの２つのバイトは追加データを含みます。下図はどのようにStatusが分割されているかを示します。  

	上位ワード
	下位ワード(イベントタイプ)

	上位バイト
	下位バイト
	

	行位置
	桁位置
	ROD_DE_TOUCH_UP
ROD_DE_TOUCH_DOWN
ROD_DE_TOUCH_MOVE


説明
デバイスからアプリケーションに、入力データを送るために通知されます。下位ワードはイベントタイプであり、上位ワードは、イベントタイプに依存する情報データです。イベントタイプが次の場合、 ROD_DE_TOUCH_UP, ROD_DE_TOUCH_DOWN, ROD_DE_TOUCH_MOVE
上位ワードの下位バイトは桁位置であり、上位バイトは行位置です。どちらの値も、画面のタッチが行われた位置を示します。有効な値は、 0～255です。
データイベントは、アプリケーションによりEventTypesプロパティが設定された後、通知可能となります。
EventUnitIDプロパティを更新後、イベントを通知します。
参照
“入力モデル”、EventUnitIDプロパティ、DataEventEnabledプロパティ、FreezeEventsプロパティ
OutputCompleteEvent イベント
形式
void OutputCompleteEvent (LONG OutputID);
 OutputID パラメータは、完了した非同期出力リクエストのID番号を示します。EventUnitsプロパティがイベントを通知する前に更新されます。
説明
前に開始された非同期出力リクエストが正常に終了した時に通知されます。
参照
“出力モデル”、EventUnitsプロパティ
StatusUpdateEventイベント
形式
void StatusUpdateEvent (LONG Stutas);

Statusパラメータは、ビデオ装置の電源の状態変化を報告します。
説明
リモートオーダディスプレイデバイスの電源の状態変化を検出した時に、イベントが通知されます。
本デバイスクラス固有のStatusUpdateEventイベント処理を以下に示します。
· イベントを通知する前に、EventUnitsプロパティに、新たな電源状態となった装置の装置IDが設定されます。
· リモートオーダディスプレイデバイスがイネーブルされると、コントロールはオンライン状態の装置を示すためにStatusUpdateEventを通知します。
· リモートオーダディスプレイデバイスがイネーブルされている間、ひとつもしくは複数の装置の電源状態が変化すると、StatusUpdateEventが通知されます。同時にひとつ以上の装置の状態が変化した場合、サービスオブジェクトは複数のイベントを通知 するか、情報をひとまとめにしてEventUnitsプロパティを更新して必要最小限のイベントを通知するかどちらかです。
参照
EventUnitsプロパティ
ErrorEvent イベント
形式
void ErrorEvent (LONG ResultCode, LONG ResultCodeExtended,
LONG ErrorLocus, LONG* pErrorResponse);
パラメータ
説明
ResultCode
エラーイベントが生じた原因を示すコードです。 値についてはResultCodeの項目を参照してください。.

ResultCodeExtended
エラーイベントが生じた原因を示す拡張コードです。値についてはResultCodeExtendedの項目 を参照してください。
ErrorLocus
エラーの発生場所です。下記の値を参照してください。
pErrorResponse
エラーイベント応答のポインタです。下記の値を参照してください。

ErrorLocus パラメータの値は次のいずれかです。
値
意味
OPOS_EL_OUTPUT
非同期出力を処理している時にエラーが発生しました。
OPOS_EL_INPUT
イベント駆動入力で、入力データ処理をしているときにエラーが発生しました。入力データは利用できません。
OPOS_EL_INPUT_DATA
イベント駆動入力で、入力データ処理をしているときにエラーが発生しました。すでにバッファリングされたデータは利用できます。

pErrorResponseパラメータが示す位置にある内容は、ErrorLocus に基づき、パラメータはデフォルト値があらかじめ設定されています。アプリケーションは、その値を以下のいずれかに変更できます。
値
意味
OPOS_ER_RETRY
 ErrorLocus がOPOS_EL_OUTPUTの時だけ使用します。
非同期出力を再試行します。エラー状態は解除されます。 ErrorLocus が OPOS_EL_OUTPUTの場合のデフォルトです。
OPOS_ER_CLEAR
バッファリングされている入力データをクリアし、エラー状態は解除されます。 ErrorLocus が OPOS_EL_INPUTの場合のデフォルトです。
OPOS_ER_CONTINUEINPUT
ErrorLocusが OPOS_EL_INPUT_DATAの場合だけ使用します。エラーを容認し、コントロールに処理の継続を指示するものです。コントロールはエラー状態のままですがDataEventEnabledプロパティの設定値に従って別なDataEventが通知されます。すべての入力が処理された後、DataEventEnabledプロパティが、再びTRUEに設定されたとき、ErrorEventでOPOS_EL_INPUTが通知されます。 ErrorLocus がOPOS_EL_INPUT_DATA.の場合のデフォルトです。
説明
リモートオーダディスプレイのデータの読み込み中にエラーが検出されたときに、イベントが通知されます。
正しいアプリケーションシーケンシングが行われるように、DataEventEnabledプロパティがTRUEに設定されるまで、入力エラーイベントは通知されません。
EventUnitsとEventStringプロパティがイベント通知前に更新されます。
参照
 “ステータス, 結果コード,状態モデル”、DataEventEnabledプロパティ、 EventUnitsプロパティ、EventStringプロパティ
第20章
バンプバー
一覧
プロパティ
	共通
	版数
	型
アクセス
	初期化

	AutoDisable
	1.3
	Boolean
R/W
	適用外

	BinaryConversion
	1.3
	Long
R/W
	Open

	CapPowerReporting
	1.3
	Long
R
	Open

	CheckHealthText
	1.3
	String
R
	Open 

	Claimed
	1.3
	Boolean
R
	Open 

	DataCount
	1.3
	Long
R
	Open 

	DataEventEnabled
	1.3
	Boolean
R/W
	Open

	DeviceEnabled
	1.3
	Boolean
R/W
	Open,Claim 

	FreezeEvents
	1.3
	Boolean
R/W
	Open 

	OutputID
	1.3
	Long
R
	Open

	PowerNotify
	1.3
	Long
R/W
	Open

	PowerState
	1.3
	Long
R
	Open

	ResultCode
	1.3
	Long
R
	無し

	ResultCodeExtended
	1.3
	Long
R
	Open 

	State
	1.3
	Long
R
	無し

	
	
	
	

	ControlObjectDescription
	1.3
	String
R
	無し

	ControlObjectVersion
	1.3
	Long
R
	無し

	ServiceObjectDescription
	1.3
	String
R
	Open 

	ServiceObjectVersion
	1.3
	Long
R
	Open 

	DeviceDescription
	1.3
	String
R
	Open 

	DeviceName
	1.3
	String
R
	Open 


プロパティ (続き)

	専用
	版数
	型
アクセスs
	初期化

	AsyncMode
	1.3
	Boolean
R/W
	Open, Claim, & Enable

	Timeout
	1.3
	Long 
R/W
	Open

	UnitsOnline
	1.3
	Long
R
	Open, Claim, & Enable

	
	
	
	

	CurrentUnitID
	1.3
	Long
R/W
	Open, Claim, & Enable

	CapTone
	1.3
	Boolean
R
	Open, Claim, & Enable

	AutoToneDuration
	1.3
	Long
R/W
	Open, Claim, & Enable

	AutoToneFrequency
	1.3
	Long
R/W
	Open, Claim, & Enable

	BumpBarDataCount
	1.3
	Long
R
	Open, Claim, & Enable

	Keys
	1.3
	Long
R
	Open, Claim, & Enable

	
	
	
	

	ErrorUnits
	1.3
	Long
R
	Open

	ErrorString
	1.3
	String
R
	Open

	
	
	
	

	EventUnitID
	1.3
	Long
R
	Open, Claim

	EventUnits
	1.3
	Long
R
	Open, Claim

	EventString
	1.3
	String
R
	Open, Claim


メソッド
	共通
	版数
	必要条件

	Open
	1.3
	無し

	Close
	1.3
	Open

	Claim
	1.3
	Open

	Release
	1.3
	Open, Claim

	CheckHealth
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	ClearInput
	1.3
	Open, Claim

	ClearOutput
	1.3
	Open, Claim

	DirectIO
	1.3
	Open 

	
	
	

	専用
	
	

	BumpBarSound
	1.3
	Open, Claim, & Enable 

	SetKeyTranslation
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	
	
	


イベント
	名称
	版数
	必要条件

	DataEvent
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	DirectIOEvent
	1.3
	Open, Claim

	ErrorEvent
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	OutputCompleteEvent
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	StatusUpdateEvent
	1.3
	Open, Claim, & Enable


概説
バンプバーコントロールのOLEプログラマティクIDは “OPOS.BumpBar”です。
このデバイスは、第1.3 版で追加されました。


機能
バンプバーコントロールは少なくとも次の機能を持っています。
· 接続されている装置の一つまたはある範囲、もしくは全てに通信をする各種メソッドのサポート。
· バンプバーのキー入力をサポート (キーコードは 0-255)。
また次の機能はオプション機能として実装されます。
· 周波数と時間による鳴動出力のサポート。
· バンプバーのキーが押下された事を確認できる自動トーン出力のサポート。
モデル
バンプバーの一般的なモデルは、次の通りです。
· バンプバーデバイスクラスはバンプバー装置で構成されるサブシステムです。一般的に、バンプバーは、リモートオーダディスプレイと連携して使用されます。本サブシステムは32台までのバンプバー装置をサポートします。
· ひとつのPCもしくはPOS端末上のアプリケーションは、一般的に、サブシステム全体のビデオ装置を管理、制御します。同一もしくは他のPC、POS端末上のアプリケーションがサーバサブシステムにアクセスする必要がある場合、このアプリケーションはサーバサブシステムとして動作し、他のアプリケーションにインターフェイスを提示しなければなりません。
· すべての専用メソッドは、通信メソッドです。これはメソッドが選択された装置または接続されているすべての装置を対象とすることができることを意味しています。Unitsパラメータは LONG型であり、各ビットはバンプバー装置に対応しています(BB_UID_1からBB_UID_32までのビット対応定数値のひとつまたは複数のOR値)。一つまたは複数の装置よりエラー通知を受けた場合、ErrorUnitsプロパティは、エラーが検出された装置を示す値に更新され、ErrorStringプロパティはエラー詳細もしくはエラー検出を示す文字列に更新されます。メソッドは対応するOPOS仕様のエラー値を返却します。二つ以上の装置で異なるエラーが生じた場合、サービスオブジェクトは返却すべき最も重大なOPOSエラーを決定する必要があります。
· 各クラスに共通なCheckHealth, ClearOutput,ClearInputは通信メソッドではありませんが、CurrentUnitIDプロパティの示す装置指定が有効になります(BB_UID_1からBB_UID_32までの定数値より選択されたひとつの値)。本装置指定の使用方法の詳細については、メソッドの説明を参照して下さい。


· CurrentUnitIDプロパティがアプリケーションにより設定された場合、すべての関連するプロパティは、設定された装置についての情報に更新されます。 
CurrentUnitIDプロパティに接続状態ではない装置に対応する値が   設定された場合、関連する従属プロパティは非初期化状態の値となります。
CurrentUnitIDプロパティは一つのバンプバー装置に対応するユニークな値を持ちます。定義はBB_UID_1～BB_UID_32です。これら定義は、通信メソッドで使用されるビット対応パラメータであるUnitsパラメータに同じように使用されます。使用方法は以下の“例”の項目を参照して下さい。
入力－バンプバー 

バンプバーコントロールは、イベント駆動入力の一般的なモデルに従いますが、一部異なる部分も存在します。
· データ入力を受け取ると、コントロールはDataEventを キューイングします。
· AutoDisableプロパティは本デバイスでは適用外のため、DataEvent のキューイング時にコントロールは自動的にディセーブルにはなりません。
· DataEventEnabledがTRUEならば、キューイングしたDataEventはアプリケーションに通知されます。イベントを通知する直前に、コントロールはデータをプロパティにコピーし、DataEventEnabledプロパティをFALSEに設定し、次のデータイベントを抑止します。これにより、アプリケーションが現在の入力と関連するプロパティを処理している間、以降の入力データをコントロールによってキューイングします。アプリケーションは、現在の入力データの処理を終えて次のデータ処理の準備ができたとき、DataEventEnabledプロパティをTRUEに設定してイベント通知を再び許可します。
· 入力データの読み込み中または処理中に、コントロールにおいてエラーが発生した場合、ErrorEventイベントが発行され、DataEventEnabledプロパティがTRUEならば、アプリケーションに通知されます。
·  BumpBarDataCountプロパティを参照することにより、コントロールによってキューイングされたDataEventの内、特定の装置IDからのDataEvent数が得られます。また、DataCountプロパティを参照することにより、コントロールによってキューイングされたDataEventの総数が得られます。
· コントロールによりキューイングされた入力データは、ClearInput メソッドを呼ぶことにより削除できます。詳細はClearInput メソッドの説明を参照願います。
バンプバーコントロールは、スキャンコードをデータイベントによって返される“ユーザ定義コード”に変換するための手段を提供しなければなりません。この変換はエンドユーザにより変更が行える必要があります。変換されるキー値のデフォルトは、スキャンコード値になります。
出力－トーン鳴動
バンプバーコントロールの出力は、一部機能拡張していますが、一般的な出力モデルに従います。
· 次のメソッドは、同期的または非同期的に実行されます。どちらで実行されるかは、AsyncModeプロパティの値に依存します。 BumpBarSound 
AsyncModeが FALSEの時、このメソッドは同期的に実行され、完了ステータスをアプリケーションに返します。
AsyncModeがTRUEの時,これらのメソッドは次のように動作します。
· コントロールは要求をバッファリングし、OutputIDプロパティをこの要求のための識別子として設定し、できるかぎり早く制御を戻します。デバイスがその要求を正常に完了した時、コントロールはEventUnitsプロパティを更新し、OutputCompleteEventを通知します。このイベントのパラメータは、完了した要求のOutputID を含みます。
非同期メソッドは、通信障害のようなバンプバー装置での問題によるエラーステータスは返しません。これらのエラーは、ErrorEventによってのみ通知されます。エラーステータスはバンプバーが排他アクセス権の獲得およびイネーブルをされていなかったり、パラメータが不正だったり、要求がキューに追加できなかった場合のみ返されます。最初の２つのケースはアプリケーションのエラーです。一方、最後のケースは重大なシステムリソースの例外です。
· 非同期の要求が実行されている間にエラーが発生するとErrorEvent が通知されます。EventUnitsプロパティにはエラーが発生した装置またはエラー状態の装置群を示す値が設定されます。EventStringプロパティも設定されます。                                                                             備考：ErrorEventは、EventUnitsとEventStringを更新します。通信メソッドによりエラーが通知された場合、ErrorUnitsとErrorStringが代わりに設定されます。
イベントハンドラは同期的なバンプバーメソッドを呼び(非同期的  なメソッドではない)、終了していない出力を再度試みるか削除することができます。
· OPOSコントロールは、非同期出力がFIFOで実行されることを保証しています。
· CurrentUnitIDプロパティの設定とClearOutputメソッドを呼出すことにより、コントロールによりバッファリングされた全ての出力は削除できます。OutputCompleteEventは削除された出力に対しては通知されません。ClearOutputメソッドは(可能ならば)処理中の出力も中止します。
例
装置ID1と装置ID4に一回、音を周波数を64ﾍﾙﾂに、100ミリ秒間鳴らすメソッドの使用例です。
BB.BumpBarSound( ROD_UID_1|ROD_UID_4, 64, 100, 1, 0 )
デバイス共有
バンプバーは以下のように排他的な利用をするデバイスです。
· アプリケーションは、デバイスをイネーブルする前に、そのデバイスの排他アクセス権を獲得しなければなりません。
· アプリケーションは、大半のバンプバー特有のプロパティにアクセスする前に、そのデバイスの排他アクセス権を獲得しイネーブルにしなければなりません。
· アプリケーションは、デバイスを操作するメソッドを呼び出す前に、そのデバイスの排他アクセス権を獲得しイネーブルにしなければなりません。 

· Claimメソッドを再実行した場合、 デバイスの設定情報は、Releaseメソッド実行時の状態に復元されます。復元される設定情報の例としては、文字セット、ビデオモード、トーン周波数があります。バッファメモリ領域、クロックおよびカーソル設定情報は復元されません。
· 使用上の必要条件の詳細は、｢一覧｣ を参照してください。
プロパティ
AsyncMode プロパティ   R/W

形式
BOOL AsyncMode;

説明
TRUE；次のメソッドは非同期的に実行されます。BumpBarSound
FALSE；同期的に実行されます。
このプロパティはOpen メソッドによりFALSEに初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値がResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
参照
BumpBarSoundメソッド、“出力モデル”

AutoToneDurationプロパティ  R/W

形式
LONG
AutoToneDuration;
説明
CurrentUnitIDプロパティで示されるバンプバーにおいてトーンの自動鳴動時間(ミリ秒単位)を設定します。
本プロパティは、Openメソッドに続く最初のイネーブル時に、接続されているバンプバー装置毎に既定値に初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかが ResultCodeプロパティに格納されます。 

値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
不正な値が使用されました。ErrorStringプロパティが戻る前に、更新されます。
参照
CurrentUnitIDプロパティ
AutoToneFrequency プロパティ   R/W

形式
LONG
AutoToneFrequency;
説明
CurrentUnitIDプロパティで示されるバンプバー装置の自動トーンの周波数(ヘルツ単位)を設定します。
本プロパティは、Openメソッドに続く最初のイネーブル時に、接続されているバンプバー装置毎に既定値に初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
不正な値が使用されました。ErrorStringプロパティが戻る前に、更新されます。
参照
CurrentUnitID プロパティ
BumpBarDataCount プロパティ
形式
LONG
BumpBarDataCount;
説明
CurrentUnitIDプロパティで示されるバンプバー装置に対応する、キューイングされている DataEvent数を示します。
アプリケーションは、 BumpBarDataCountを参照することにより保留されているバンプバー装置からの入力の有無を確認できます。保留されている入力は、アプリケーションが他の処理中であったり、イベントが凍結されていたりなどの原因で、まだイベント通知が発行されていません。
本プロパティは、Open メソッドによりゼロに初期化されます。
参照
CurrentUnitIDプロパティ、 DataEventイベント
CapTone プロパティ
形式
BOOL
CapTone;
説明
TRUE；CurrentUnitIDプロパティで示されるバンプバー装置が、トーン鳴動をサポートしています。
FALSE；サポートしていません。
本プロパティは、Openメソッドに続く最初のイネーブル時に、初期化されます。
参照
CurrentUnitIDプロパティ


CurrentUnitID プロパティ  R/W

形式
LONG
CurrentUnitID;
説明
選択した現ビデオ装置IDです。プロパティとメソッドのいくつかは選択されたバンプバー装置にのみ適合します。ひとつのバンプバーデバイスでは、32台までの装置が接続可能です。装置 IDの定義はBB_UID_1 から BB_UID_32までです。
次のプロパティおよびメソッドは、選択されたバンプバー装置にのみ適合します。
プロパティ；AutoToneDuration，AutoToneFrequency，BumpBarDataCount，CapTone，Keys． 

CurrentUnitID設定時は、上記プロパティが、指定装置の現在の値に更新 されます。
メソッド；CheakHealth、ClearInput、ClearOutput．
本プロパティは、Open メソッドに続く最初のイネーブル時に、BB_UID_1に初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
不正なユニットIDが使用されました。 ErrorStringプロパティが戻る前に、更新されます。
DataCount プロパティ (共通)

形式
LONG
DataCount;
説明
コントロールでキューイングされているDataEventの総数を示し、接続されている全装置に対応する値です。特定の装置IDからのDataEvent数はBumpBarDataCountプロパティに格納されます。
アプリケーションは、Datacountを参照することにより保留されているデバイスからの入力の有無を確認できます。保留されている入力は、アプリケーションが他の処理中であったり、イベントが凍結されていたりなどの原因で、まだイベントが通知されていません。
本プロパティは、Openメソッドによりゼロに初期化されます。
参照
BumpBarDataCountプロパティ、 DataEventイベント、 “入力モデル”

ErrorStringプロパティ
形式
BSTR
ErrorString;
説明
ビット対応パラメータで指定されたバンプバー装置に対するメソッドの動作時にエラーが発生した際に、 ErrorStringにはエラーの詳細を示す記述が格納されます。どの装置にエラーが発生したのかは、ErrorUnits プロパティに格納されます。
非同期的要求を実行中にエラーが生じた場合、ErrorEventは、代わりにEventStringプロパティを更新します。
本プロパティは、Open メソッドにより空の文字列に初期化されます。
参照
ErrorUnitsプロパティ
ErrorUnits プロパティ
形式
LONG
ErrorUnits;
説明
ビット対応パラメータで指定されたバンプバー装置に対するメソッドの動作時にエラーが発生した際に、ErrorUnitsにエラーが発生した装置IDがビット対応で格納されます。複数装置を示す場合もあります。
非同期的要求を実行中にエラーが生じた場合、ErrorEventは、代わりにEventUnitsプロパティを更新します。
本プロパティは、Openメソッドによりゼロに初期化されます。
参照
ErrorStringプロパティ
EventString プロパティ
形式
BSTR
EventString;

説明
ErrorEventが通知される際、EventStringにはエラーの詳細を示す記述が設定されます。どの装置にエラーが発生したのかは、EventUnitsプロパティに格納されます。
本プロパティは、Openメソッドにより空の文字列に初期化されます。
参照
EventUnitsプロパティ、ErrorEventイベント
EventUnitID プロパティ
形式
LONG EventUnitID;

説明
コントロールがアプリケーションへDataEventを通知する際、その直前に、本プロパティには、イベントが発生したバンプバー装置IDが設定されます。装置IDの定義は、BB_UID_1からBB_UID_32までです。
参照
DateEventイベント
EventUnits プロパティ
形式
LONG EventUnits;

説明
OutputCompleteEvent、ErrorEvent、StatusUpdateEventが通知される時に、EventUnitsプロパティに、装置IDがビット対応で格納されます。
本プロパティは、Openメソッドによりゼロに初期化されます。
参照
OutputCompleteEventイベント、 ErrorEventイベント、StatusUpdateEventイベント
Keys プロパティ
形式
LONG
Keys;
説明
CurrentUnitIDプロパティで示されるバンプバー装置のキーの数を示します。
本プロパティは、Openメソッドに続く最初のイネーブル時に、初期化されます。 

参照
CurrentUnitIDプロパティ
Timeout プロパティ   R/W
形式
LONG
Timeout;
説明
設定されたタイムアウト値は、バンプバーデバイスの全ての出力メソッドで有効となります。設定されたタイムアウト値で出力メソッドが正常終了しなかった場合、AsyncModeがFALSEならば、出力メソッドは エラーステータスを戻し, AsyncModeがTRUEならば、ErrorEvent を通知します。
本プロパティは、Openメソッドに続く最初のイネーブル時に、デフォルトタイムアウト値に初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかが ResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。 

OPOS_E_ILLEGAL
負のタイムアウトが使用されました。  ErrorStringプロパティが戻る前に、更新されます。
参照
AsyncModeプロパティ、ErrorStringプロパティ 、BumpBarSoundメソッド
UnitsOnline プロパティ
形式
LONG
UnitsOnline;
説明
ビット単位に接続されているバンプバー装置を示します。オンライン状態のビデオ装置を、ビット単位の装置IDで示します。値はゼロか、BB_UID_1(ビット0がオン)からBB_UID_32(ビット31がオン)の定数値のOR値です。32台までの装置がサポートされています。
本プロパティは、Openメソッドに続く最初のイネーブル時に、接続されているバンプバー装置毎に初期化されます。 また、本プロパティは、CheckHealthメソッド処理中や StatusUpdateEventが通知される前に更新されます。
参照
CheckHealthメソッド、 StatusUpdateEventイベント、 概説の“モデル” 

メソッド              

BumpBarSound メソッド
形式
LONG BumpBarSound (LONG Units, LONG Frequency,
LONG Duration, LONG NumberOfCycles, LONG InterSoundWait);
パラメータ
説明
Units
ビット対応による処理対象の装置ID。
Frequency
トーン周波数(ヘルツ)です。
Duration
トーン音の長さ(ミリ秒)です。
NumberOfCycles
 OPOS_FOREVER：音を鳴らしつづけます。
その他：指定の回数繰り返し鳴らします。
InterSoundWait
NumberOfCyclesが１でない時、音の繰り返し前（再度、音を鳴らす前）に、 InterSoundWaitミリ秒の間、音を止めます。
説明
本メソッドは、Unitsパラメータで示される各バンプバー装置の音を鳴らします。
本メソッドは、AsyncMode が FALSEならば同期的に, AsyncModeが TRUEならば非同期的に実行されます。
トーンのサイクルは次の通りです。

Durationパラメータ +

InterSoundWaitパラメータ (最後の音のサイクルを除く)

非同期で音をならし始めた後、ClearOutputメソッドにより音を止めることができます。(音を鳴らし始める時に、InterSoundWaitパラメータにOPOS_FOREVERを使用した場合、アプリケーションは継続して鳴っている音を止めるために、ClearOutputメソッドを使用する必要があります。)

選択した装置のCapToneプロパティがFALSEの場合、 OPOS_E_ILLEGALエラーが返されます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
次のエラーのいずれかが発生しました。
· NumberOfCyclesに整数、0、OPOS_FOREVER以外が指定されている。AsyncModeプロパティがFALSEの時にNumberOfCyclesにOPOS_FOREVERが指定されている。
· Units パラメータがゼロか、存在しない装置が指定されている。
· InterSoundWaitに負の値が指定されている。
· 選択された装置のCapToneプロパティで、未サポートとなっている。
ErrorUnitsとErrorStringプロパティが戻る前に更新されます。
OPOS_E_FAILURE
Unitsパラメータで示されるバンプバー装置の一つの装置との通信でエラーが発生しました。ErrorUnits と ErrorStringプロパティが戻る前に更新されます(AsyncModeがFALSEの場合だけ返されます。)。
その他
 ResultCodeの項目を参照してください。
参照
AsyncModeプロパティ、ErrorStringプロパティ 、ErrorStringプロパティ、CapToneプロパティ、ClearOutputメソッド
CheckHealth メソッド (共通)

形式
LONG CheckHealth (LONG Level);
 Level パラメータは、デバイスで実行されるヘルスチェックのタイプを示します。以下の値を指定できます。
値
意味
OPOS_CH_INTERNAL
デバイスを物理的に使用しないヘルスチェックを実行します。デバイスを内部テストで可能なだけテストします。
OPOS_CH_EXTERNAL
デバイスを使用して完全なテストを実行します。
OPOS_CH_INTERACTIVE
デバイスとの対話テストを実行します。サポートするサービスオブジェクトは、通常、モーダルダイアログボックスを表示して、テストオプションと結果を表示します。
説明
 OPOS_CH_INTERNAL もしくは OPOS_CH_EXTERNAL level が要求されている時, 本メソッドは、CurrentUnitID プロパティで示される装置のヘルスチェックを行います。また、現在、未接続状態の装置IDが設定されている場合、コントロールは該装置へのチェックヘルスを試み、必要ならば通信エラーを返します。 OPOS_CH_INTERACTIVEにおける操作は、サービスオブジェクトのデザインに依存します。
本メソッドの結果はCheckHealthTextプロパティに格納されます。
 UnitsOnlineプロパティがアプリケーションに戻る前に更新されます。
CheckHealthメソッドは常に同期的に実行されます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
ヘルスチェックプロシージャが適切に開始されたことを示し、確認できた場合、デバイスが正常であることを示します。しかし、多くのデバイスでは、正常かどうかはテスト結果を見ないと決定できません。
OPOS_E_ILLEGAL
指定されたヘルスチェックレベルをサービスオブジェクトがサポートしていません。
OPOS_E_FAILURE
CurrentUnitIDプロパティで示されるバンプバー装置との通信で、エラーが発生しました。
その他
 ResultCodeの項目を参照してください。
参照
CurrentUnitIDプロパティ、 UnitsOnlineプロパティ
ClearInput メソッド (共通)

形式
LONG ClearInput ();

説明
CurrentUnitIDプロパティで示される装置のバッファリングされているデバイス入力を、すべてクリアする時に呼び出します。CurrentUnitID プロパティ値が、現在、未接続状態の 装置IDの場合は、該装置からの入力データが存在すれば、そのクリアを試みます。
保留されているデータイベントや入力エラーイベントもクリアされます。保留されているイベントは、DataEventEnabledがTRUEにセットされれるか、FreezeEventsがFALSEにセットされるかを待ち合わせているものです。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCode プロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常に設定されました。
OPOS_E_CLAIMED
デバイスは他のプロセスにより排他アクセスされています。
OPOS_E_NOTCLAIMED本メソッド実行前に、デバイスの排他アクセス権を獲得しなければなりません。
参照
CurrentUnitIDプロパティ、入力モデル
ClearOutput メソッド（共通）
形式
LONG ClearOutput ();

説明
CurrentUnitIDプロパティで示される装置のバッファリングされているトーン出力をすべてクリアする時に呼び出します。
保留されている出力完了や出力エラーイベントもクリアされます。それらのイベントは、通常、DataEventEnabledがTRUEにセットされれるか、 FreezeEventsがFALSEにセットされるのを待ち合わせているものです。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCode プロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常に設定されました。
OPOS_E_CLAIMED
デバイスは他のプロセスにより排他アクセスされています。
OPOS_E_NOTCLAIMED
本メソッド実行前に、デバイスの排他アクセス権を獲得しなければなりません。
参照
CurrentUnitIDプロパティ、出力モデル
SetKeyTranslation メソッド
形式
LONG SetKeyTranslation(LONGUnits,LONGScanCode, LONG LogicalKey);
パラメータ
説明
Units
ビット対応による処理対象の装置ID。
ScanCode
バンプバーが生成したキースキャンコード。有効値は0-255です。
LogicalKey
変換された論理キー値。有効値は 0-255です。
説明
本メソッドは、 Unitsパラメータで示される全てのバンプバー装置に、キースキャンコードへ論理キー値を割り当てます。イベントタイプがROD_DE_BUMPBAのDataEventにおいて、論理キー値を使用します。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
次のエラーのいずれかが発生しました。        

· ScanCode もしくは LogicalKeyが範囲外で
す。
· Unitsパラメータがゼロか、存在しない装置が 指定されました。
ErrorUnitsとErrorStringプロパティが戻る前に、更新されます。
その他
 ResultCodeの項目を参照してください。
参照
ErrorUnitsプロパティ, ErrorStringプロパティ，DataEventイベント
イベント
DataEvent イベント
形式
void DataEvent (LONG  Status);
Statusパラメータは4つのバイトに分割されます。イベントタイプが下位ワードに、残りの2つのバイトは追加データを含みます。下図はStatusパラメータの分割を表わしています。 

	上位ワード
	下位ワード(イベントタイプ)

	上位バイト
	下位バイト
	

	未使用
（常にゼロ）
	論理キーコード
	BB_DE_KEY


説明
デバイスからアプリケーションに、入力データを送るために通知されます。下位ワードはイベントタイプであり、上位ワードはイベントタイプに依存する情報データです。イベントタイプがBB_DE_KEYの場合、上位ワードの下位バイトに、バンプバー装置のキー押下による論理キーコードが格納されています。論理キーコードはデバイスに依存せず、サービスオブジェクトにより変換されたものです。有効範囲は0-255です。  

 EventUnitIDプロパティが、イベントが通知される前に更新されます。
参照
“入力モデル”、EventUnitIDプロパティ、DataEventEnabledプロパティ、FreezeEventsプロパティ
OutputCompleteEvent イベント
形式
void OutputCompleteEvent (LONG OutputID);
 OutputIDパラメータは完了した非同期的出力リクエストのID番号を示します。EventUnits プロパティは、イベントが通知される前に更新されます。
説明
前に開始された非同期的出力リクエストが正常終了した時に、イベントが通知されます。
参照
EventUnitsプロパティ、“出力モデル”

StatusUpdateEvent イベント
形式
void StatusUpdateEvent(LONG Status);

Statusパラメータはバンプバー装置の電源の状態変化を報告します。
説明
バンプバーデバイスの状態変化を検出した時に、イベントが通知されます。
本デバイスクラス固有のSutatusUpdateEventのイベント処理を以下に示します。
· イベントを通知する前に、EventUnitsプロパティに、新たな電源状態となった装置の装置IDが設定されます。
· バンプバーデバイスがイネーブルされている間、ひとつもしくは複数の装置の電源状態が変化すると、StatusUpdateEventが通知されます。同時にひとつ以上の装置の状態が変化した場合、サービスオブジェクトは複数のイベントを通知するか、情報をひとまとめにしてEventUnitsプロパティを更新して必要最小限のイベントを通知するかどちらかです。
参照
EventUnitsプロパティ
ErrorEvent イベント
形式
void ErrorEvent (LONG ResultCode, LONG ResultCodeExtended, LONG ErrorLocus, LONG* pErrorResponse);

パラメータ
説明
ResultCode
エラーイベントが生じた原因を示すコードです。 値についてはResultCodeの項目を参照してください。
ResultCodeExtended
エラーイベントが生じた原因を示す拡張コードです。値についてはResultCodeExtendedの項目 を参照してください。
ErrorLocus
エラーの発生場所です。下記の値を参照してください。
pErrorResponse
エラーイベント応答のポインタです。下記の値を参照してください。

ErrorLocus パラメータの値は次のいずれかです。
値
意味
OPOS_EL_OUTPUT
非同期出力を処理している時にエラーが発生しました。
OPOS_EL_INPUT
イベント駆動入力で、入力データ処理をしているときにエラーが発生しました。入力データは利用できません。
OPOS_EL_INPUT_DATA
イベント駆動入力で、入力データ処理をしているときにエラーが発生しました。すでにバッファリングされたデータが利用できます。

pErrorResponseパラメータが示す位置にある内容は、ErrorLocus に基づき、パラメータにはデフォルト値があらかじめ設定されています。  アプリケーションは、その値を以下のいずれかに変更できます。
値
意味
OPOS_ER_RETRY
 ErrorLocus がOPOS_EL_OUTPUTの時だけ使用します。
非同期出力を再試行します。エラー状態は解除されます。ErrorLocus が OPOS_EL_OUTPUTの場合のデフォルトです。
OPOS_ER_CLEAR
バッファリングされている入力データをクリアし、エラー状態は解除されます。ErrorLocus が OPOS_EL_INPUTの場合のデフォルトです。
OPOS_ER_CONTINUEINPUT
 ErrorLocus が OPOS_EL_INPUT_DATAの場合だけ使用します。エラーを容認し、コントロールに処理の継続を指示するものです。コントロールはエラー状態のままですがDataEventEnabledプロパティの設定値に従って別なDataEventが通知されます。すべての入力が処理された後、DataEventEnabledプロパティが、再びTRUEに設定されたとき、ErrorEventでOPOS_EL_INPUTが通知されます。 ErrorLocus がOPOS_EL_INPUT_DATA.の場合のデフォルトです。
説明
リモートオーダディスプレイのデータの読み込み中にエラーが検出されたときに、イベントが通知されます。
正しいアプリケーションシーケンシングが行われるように、DataEventEnabled プロパティがTRUEに設定されるまで、入力エラーイベントは通知されません。
 EventUnitsとEventStringプロパティがイベント通知前に更新されます。
参照
 “ステータス,結果コード,状態モデル”、DataEventEnabledプロパティ、 EventUnitsプロパティ、EventStringプロパティ
第21章
CAT (Credit Authorization Terminal)

一覧
プロパティ
	共通
	版数
	型
アクセス
	初期化

	AutoDisable
	1.4
	Boolean
R/W
	適用外

	BinaryConversion
	1.4
	Long
R/W
	Open

	CapPowerReporting
	1.4
	Long
R
	Open

	CheckHealthText
	1.4
	String
R
	Open

	Claimed
	1.4
	Boolean
R
	Open

	DataCount
	1.4
	Long
R
	適用外

	DataEventEnabled
	1.4
	Boolean
R/W
	適用外

	DeviceEnabled
	1.4
	Boolean
R/W
	Open & Claim

	FreezeEvents
	1.4
	Boolean
R/W
	Open

	OutputID
	1.4
	Long
R
	Open

	PowerNotify
	1.4
	Long
R/W
	Open

	PowerState
	1.4
	Long
R
	Open

	ResultCode
	1.4
	Long
R
	無し

	ResultCodeExtended
	1.4
	Long
R
	Open

	State
	1.4
	Long
R
	無し

	
	
	
	

	ControlObjectDescription
	1.4
	String
R
	無し

	ControlObjectVersion
	1.4
	Long
R
	無し

	ServiceObjectDescription
	1.4
	String
R
	Open

	ServiceObjectVersion
	1.4
	Long
R
	Open

	DeviceDescription
	1.4
	String
R
	Open

	DeviceName
	1.4
	String
R
	Open

	
	
	
	


	専用
	
	
	

	AccountNumber
	1.4
	String    R
	Open

	AdditionalSecurityInformation
	1.4
	String  R/W
	Open

	ApprovalCode
	1.4
	String    R
	Open

	AsyncMode
	1.4
	Boolean R/W
	Open

	CapAdditionalSecurityInformation
	1.4
	Boolean  R
	Open

	CapAuthorizeCompletion
	1.4
	Boolean  R
	Open

	CapAuthorizePreSales
	1.4
	Boolean  R
	Open

	CapAuthorizeRefund
	1.4
	Boolean  R
	Open

	CapAuthorizeVoid
	1.4
	Boolean  R
	Open

	CapAuthorizeVoidPreSales
	1.4
	Boolean  R
	Open

	CapCenterResultCode
	1.4
	Boolean  R
	Open

	CapCheckCard
	1.4
	Boolean  R
	Open

	CapDailyLog
	1.4
	Long    R
	Open

	CapInstallments
	1.4
	Boolean  R
	Open

	CapPaymentDetail
	1.4
	Boolean  R
	Open

	CapTaxOthers
	1.4
	Boolean  R
	Open

	CapTransactionNumber
	1.4
	Boolean  R
	Open

	CapTrainingMode
	1.4
	Boolean  R
	Open

	CardCompanyID
	1.4
	String    R
	Open

	CenterResultCode
	1.4
	String    R
	Open

	DailyLog
	1.4
	String    R
	Open

	PaymentCondition
	1.4
	Long     R
	Open

	PaymentDetail
	1.4
	String    R
	Open

	SequenceNumber
	1.4
	Long     R
	Open

	SlipNumber
	1.4
	String    R
	Open

	TrainingMode
	1.4
	Boolean R/W
	Open

	TransactionNumber
	1.4
	String    R
	Open

	TransactionType
	1.4
	Long    R
	Open

	
	
	
	


メソッド
	共通
	版数
	必要条件

	Open
	1.4
	無し

	Close
	1.4
	Open

	Claim
	1.4
	Open

	Release
	1.4
	Open & Claim

	CheckHealth
	1.4
	Open, Claim, & Enable

	ClearInput
	1.4
	適用外

	ClearOutput
	1.4
	Open & Claim 

	DirectIO
	1.4
	Open & Claim

	
	
	

	専用
	
	

	AccessDailyLog
	1.4
	Open, Claim, & Enable

	AuthorizeCompletion
	1.4
	Open, Claim, & Enable

	AuthorizePreSales
	1.4
	Open, Claim, & Enable

	AuthorizeRefund
	1.4
	Open, Claim, & Enable

	AuthorizeSales
	1.4
	Open, Claim, & Enable

	AuthorizeVoid
	1.4
	Open, Claim, & Enable

	AuthorizeVoidPreSales
	1.4
	Open, Claim, & Enable

	CheckCard
	1.4
	Open, Claim, & Enable

	
	
	


イベント
	名称
	版数
	必要条件

	DataEvent
	1.4
	適用外

	DirectIOEvent
	1.4
	Open & Claim

	ErrorEvent
	1.4
	Open, Claim, & Enable

	OutputCompleteEvent
	1.4
	Open, Claim, & Enable

	StatusUpdateEvent
	1.4
	Open, Claim, & Enable


概説
CATコントロールのOLEプログラマティクIDは、“OPOS.CAT”です。
このデバイスは、第1.4版で追加されました。
用語説明
· 売上
POSでの代金決済において、クレジットカードによって決済を可能とする業務です。 支払方法（例：一括、分割、リボルビング払い等）には依存しません。
· 取消
売上当日、売上処理後に顧客からの購入中止要求あるいは、操作ミス等による売上処理の取消を行う業務です。
· 返品
売上当日以降、売上処理後に顧客からの返品要求あるいは、何らかの理由により以前の売上処理の取消を行う業務です。
· 承認後売上
売上承認において、承認機関からのレスポンスが「保留」となったとき、電話連絡等でクレジット会社から承認を得た後に、売上を行う業務です。
· 事前予約
顧客からのカード提示、CATでのカード入力により、売上承認に先立って利用予定金額分の承認を得て、予信限度額を減額することにより、枠取りを行う業務です。
· 事前予約の取消
事前予約当日、事前予約処理後に顧客からの中止要求あるいは、操作ミス等による事前予約処理の取消を行う業務です。
· カードチェック
顧客からのカード提示、CATでのカード入力により、カードの有効性をクレジット会社に問い合わせる業務です。
· 認証ログ
CATで承認を得た取引のログです。
· 支払種別
一括払い、ボーナス払い、分割払い、リボルビング払い、さらに、それらの組合せによる併用支払の種別です。詳細はPaymentConditionとPaymentDetailのプロパティを参照してください。
· 承認機関
カード情報、ならびに購入金額、支払種別によって、その売上を承認するか決定する機関です。 一般にはカード会社等がこれにあたります。 その他の代行機関が代行する場合もあります。
機能
CATコントロールが対象としているCATデバイスは以下のモデル構成となっています。
· CATデバイスはディスプレイ装置、キーボード、磁気カードリーダ、承認用通信装置、伝票印字装置要素から構成されています。
· APGではCATコントロールとアプリケーションとのインタフェースを規定しており、CATデバイスの実装には依存しません。  しかし現在CATデバイスの実装としては以下のようなものが存在します。
· 分離型（POS連動）
専用のCATデバイスをPOSと何らかの方法（例：RS232C）で接続しCATデバイスを実現します。
· 内蔵型
分離型と同じハード構成でありますがハウジングとしてPOS内部に実装しCATデバイスを実現します。
· CATデバイスはCATコントロールからの購入金額、税金等の金額と共に各承認要求を受信し、その種別によって動作を決定します。 

· CATデバイスはCATコントロールから各承認要求がきたときに、一般的に磁気カードを要求します。
· CATデバイスで磁気カードを入力しますと購入金額、税金等のデータを承認通信装置を用いて承認機関と通信します。
· CATデバイスは承認機関からの結果をCATコントロールへ返します。この返したデータはCATコントロールによって各プロパティに格納され、アプリケーションに通知されます。
· 以上のようにアプリケーションから金額と共に承認要求がCATデバイスに送られた後、全てのオペレーションはCATデバイス側で行われます。 その後、最終結果としての承認の有無がアプリケーションに返されます。
モデル
以下にCATコントロールの一般的なモデルを示します。
· CATコントロールは基本的に出力モデルデバイスに従います。 ただし非同期出力時に多重にメソッドは発行できません。
· CATコントロールは以下のメソッドによりCATデバイスに各承認要求、および認証ログ取得要求を行います。
	機能
	メソッド名
	該当Capプロパティ

	売上
	AuthorizeSales
	なし

	取消
	AuthorizeVoid
	CapAuthorizeVoid

	返品
	AuthorizeRefund
	CapAuthorizeRefund

	承認後売上
	AuthorizeCompletion
	CapAuthorizeCompletion

	事前予約
	AuthorizePreSales
	CapAuthorizePreSales

	事前予約の取消
	AuthorizeVoidPreSales
	CapAuthorizeVoidPreSales

	カードチェック
	CheckCard
	CapCheckCard

	認証ログ取得
	AccessDailyLog
	CapDailyLog


· CATコントロールはCATデバイスから承認結果を受け取ると以下のプロパティに承認結果を格納します。
	内容
	名称
	該当Capプロパティ

	会員番号
	AccountNumber
	なし

	追加情報
	AdditionalSecurityInformation
	CapAdditionalSecurityInformation

	承認番号
	ApprovalCode
	なし

	カード会社ID
	CardCompanyID
	なし

	承認機関からのコード
	CenterResultCode
	CapCenterResultCode

	支払種別
	PaymentCondition
	なし

	支払種別詳細
	PaymentDetail
	CapPaymentDetail

	シーケンス番号
	SequenceNumber
	なし

	伝票番号
	SlipNumber
	なし

	センター処理通番
	TransactionNumber
	CapTransactionNumber

	取引種別
	TransactionType
	なし


AccessDailyLogメソッドの場合
	内容
	名称
	該当Capプロパティ

	取引ログ
	DailyLog
	CapDailyLog


· 各メソッドの引数にはアプリケーションでSequenceNumberを指定し、その結果として格納されたプロパティを参照する場合は、初めにSequenceNumberのプロパティを確認し、対応するレスポンスであるかをアプリケーションで判断する必要があります。この番号が一致しなかった場合、あるいはアプリケーションでこの番号の一致を確認しなかった場合は、各プロパティの値が正しいかどうかは保証できません。 

· 全ての専用メソッドはAsyncModeプロパティの値に従い、同期的、もしくは非同期的に実行されます。 AsyncModeがFALSEなら、各承認のメソッドは同期的に実行され、メソッド終了時にはプロパティは確定します。 AsyncModeがTRUEなら、各承認メソッドは即時に終了しアプリケーションに制御が移ります。 承認結果確定すれば各プロパティを設定し、その後OutputCompleteEventで通知します。 AsyncModeがTRUEの場合でもメソッド発行後直ちに次のメソッドを発行するような多重発行はできません。ただしClearOutputは先行して発行された非同期メソッドを取消目的で実行されますので例外です。
· 各承認メソッド、および結果のプロパティは各メーカーのCATデバイスとCATコントロールにより異なるため、Capのプロパティを必ず確認の上メソッドの実行、あるいはプロパティの参照を行ってください。
· 一般的なOLEの実行結果は同期の場合はResultCodeに、非同期の場合は終了通知がOutputCompleteEventで、あるいはErrorEventの引数ResultCodeに返されます。 プロパティのResultCodeまたは引数のResultCodeがOPOS_E_EXTENDEDである場合、CATデバイス固有のエラー情報は同期の場合はResultCodeExtendedに、非同期の場合はErrorEventの引数ResultCodeExtendedに詳細なコードが格納されます。 またセンターからの結果コードは同期、非同期いずれの場合でもCenterResultCodeに格納されます。
· 各メソッドを発行する前にTrainingModeをTRUEにすることによりトレーニングモードでの実行となります。
· 非同期メソッド発行後に、その非同期メソッドを取消すのはClearOutputメソッドを発行することにより可能です。
· 認証ログ取得はAccessDailyLogメソッドにより取得できます。 取得はAsyncModeプロパティの値に従い同期的、もしくは非同期的に実行されます。 AsyncModeがFALSEなら、各承認のメソッドは同期的に実行され、メソッド終了直前にDailyLogプロパティに格納されます。AsyncModeがTRUEなら、認証ログ取得メソッドは即時に終了しアプリケーションに制御が移ります。 認証ログをDailyLogプロパティに格納し、認証ログ取得終了をOutputCompleteEventで通知します。 非同期でAccessDailyLogを実行中に他のメソッドは発行できません。ただしClearOutputメソッドは例外的に発行することができます。
· 一般的な使用例は以下の通りです。
同期動作
Open
Claim
DeviceEnabled=TRUE

引数のSequenceNumberの設定
AuthorizeSales()

ResultCodeのチェック
プロパティのSequenceNumberとの一致確認
AuthorizeSales()によりセットされたプロパティの参照
DeviceEnabled=FALSE

Release
Close
非同期動作
Open
Claim
DeviceEnabled=TRUE

AsyncMode=TRUE

引数のSequenceNumberの設定
AuthorizeSales()

ResultCodeのチェック
OutputCompleteEvent待ち
引数のResultCodeのチェック
プロパティのSequenceNumberとの一致確認
AuthorizeSales()によりセットされたプロパティの参照
DeviceEnabled=FALSE

Release
Close
デバイスの共有
CATは、以下に示すような排他的に使用すべきデバイスです。
· アプリケーションは、デバイスをイネーブルにする前に、排他アクセス権を獲得しなければなりません。
· アプリケーションは、プロパティを参照、あるいは、デバイスを更新するメソッドを呼び出す前には、デバイスの排他アクセス権を獲得し、イネーブルにしなければなりません。
· 使用上の必要条件に関しては、「一覧」を参照してください。
プロパティ
AccountNumber プロパティ
形式
BSTR AccountNumber;
説明
承認結果としての「会員番号」を通知します。
このプロパティは、Openメソッドにより空の文字列に初期化されます。
AdditionalSecurityInformationプロパティ
 R/W 
形式
BSTR AdditionalSecurityInformation;
説明
承認要求メソッド発行前に、このプロパティに任意のデータをセットすることにより、任意のデータをCATデバイスへ送信できます。 また承認結果として、CATデバイスから送られたデータで他のプロパティに格納されないデータ（例：ポイント用の会員コード）をこのプロパティに格納することにより、アプリケーションへ渡すことが可能です。  ここに格納されるデータはCATデバイス、CATコントロールやカードに依存するため、このプロパティは移植性を考慮した開発においては極力使用を避けるべきです。このデータのフォーマットはBinaryConversionプロパティの値に依存します。詳細はBinaryConversionプロパティを参照してください。
このプロパティは、Openメソッドにより空の文字列に初期化されます。
参照
CapAdditionalSecurityInformationプロパティ、 BinaryConversionプロパティ
ApprovalCode プロパティ
形式
BSTR ApprovalCode;
説明
承認結果としての「承認番号」を通知します。
このプロパティは、Openメソッドにより空の文字列に初期化されます。
AsyncMode プロパティ R/W

形式
BOOL AsyncMode;
説明
TRUE: 全専用メソッドが非同期的に実行されます。
FALSE: 同期的に実行されます。
このプロパティは、OpenメソッドによりFALSEに初期化されます。
戻り値
次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティが正常にセットされました。
参照
AuthorizeXxxメソッド、CardCheckメソッド、AccessDailyLogメソッド
CapAdditionalSecurityInformationプロパティ
形式
BOOL CapAdditionalSecurityInformation;
説明
TRUE: AdditionalSecurityInformationプロパティは実装されています。
FALSE:サポートしません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
参照
AdditionalSecurityInformationプロパティ
CapAuthorizeCompletionプロパティ
形式
BOOL CapAuthorizeCompletion;
説明
TRUE: AuthorizeCompletionメソッドは実装されています。
FALSE:サポートしません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
参照
AuthorizeCompletionメソッド
CapAuthorizePreSalesプロパティ
形式
BOOL CapAuthorizePreSales;
説明
TRUE: AuthorizePreSalesメソッドは実装されています。
FALSE:サポートしません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
参照
AuthorizePreSalesメソッド
CapAuthorizeRefundプロパティ
形式
BOOL CapAuthorizeRefund;
説明
TRUE: AuthorizeRefundメソッドは実装されています。
FALSE:サポートしません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
参照
AuthorizeRefundメソッド
CapAuthorizeVoidプロパティ
形式
BOOL CapAuthorizeVoid;
説明
TRUE: AuthorizeVoidメソッドは実装されています。
FALSE:サポートしません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
参照
AuthorizeVoidメソッド
CapAuthorizeVoidPreSalesプロパティ
形式
BOOL CapAuthorizeVoidPreSales;
説明
TRUE: AuthorizeVoidPreSalesメソッドは実装されています。
FALSE:サポートしません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
参照
AuthorizeVoidPreSalesメソッド
CapCenterResultCodeプロパティ
形式
BOOL CapCenterResultCode;
説明
TRUE:CenterResultCodeプロパティは実装されています。
FALSE:サポートしません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
参照
CenterResultCodeプロパティ
CapCheckCardプロパティ
形式
BOOL CapCheckCard;
説明
TRUE:CheckCardメソッドは実装されています。
FALSE:サポートしません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
参照
CheckCardメソッド
CapDailyLogプロパティ
形式
LONG CapDailyLog;
説明
デバイスの認証ログ能力を示します
値
意味
CAT_DL_NONE
このデバイスは認証ログ機能を一切持ちません。
CAT_DL_REPORTING
このデバイスは中間計の機能のみ持ちます。中間計とは認証ログの読み出しは行いますが、認証ログの消去（精算）は行いません。
CAT_DL_SETTLEMENT
このデバイスは精算機能のみ持ちます。 精算とは認証ログの読み出しと、認証ログの消去を行います。
CAT_DL_ REPORTING_ SETTLEMENT
このデバイスは中間計と精算機能の両方を持ちます。
このプロパティはOpenメソッドにより初期化されます。
参照
DailyLogプロパティ、AccessDailyLogメソッド
CapInstallmentsプロパティ
形式
BOOL CapInstallments;
説明
TRUE: AccessDailyLogの結果としてDailyLogプロパティに格納される項目のInstallmentsは実装されています。
FALSE: サポートしません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
参照
DailyLogプロパティ
CapPaymentDetailプロパティ
形式
BOOL CapPaymentDetail;
説明
TRUE: PaymentDetailプロパティは実装されています。
FALSE:サポートしません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
参照
PaymentDetailプロパティ
CapTaxOthersプロパティ
形式
BOOL CapTaxOthers;
説明
TRUE: AccessDailyLogの結果としてDailyLogプロパティに格納される項目のTaxOthersは実装されています。 このプロパティがFALSEの場合でも承認系メソッドの引数”TaxOthers”にはダミーで“０”をセットする必要があります。
FALSE: サポートしません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
参照
DailyLogプロパティ
CapTransactionNumberプロパティ
形式
BOOL CapTransactionNumber;
説明
TRUE: TransactionNumberプロパティは実装されています。
FALSE:サポートしません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
参照
TransactionNumberプロパティ
CapTrainingModeプロパティ
形式
BOOL CapTrainingMode;
説明
TRUE: TrainingModeプロパティは実装されています。
FALSE:サポートしません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
参照
TrainingModeプロパティ
CardCompanyID プロパティ
形式
BSTR CardCompanyID;
説明
承認結果としての「カード会社ID」を通知します。 桁数はCATデバイスに依存します。
このプロパティは、Openメソッドにより空の文字列に初期化されます。
CenterResultCodeプロパティ
形式
BSTR CenterResultCode;
説明
各承認メソッドの結果として「承認機関からのコード」を格納します。 実際格納されるコードは承認機関に確認してください。
このプロパティは、Openメソッドにより空の文字列に初期化されます。
DailyLogプロパティ
形式
BSTR DailyLog;
説明
AccessDailyLogメソッドの結果を格納します。データは１取引ごとにCR（13）＋LF（１０）で区切られて、各値はASCIIコードで格納されます。 各取引の詳細なデータは“,”（４４）で区切られています。
このプロパティは、Openメソッドにより空の文字列に初期化されます。
１取引データの詳細は以下順番の通りです。 また対応するプロパティとCapプロパティも併記します。
	順番
	項目
	対応するプロパティ
	対応するCapプロパティ

	1
	カード会社ID
	CardCompanyID
	なし

	２
	取引種別
	TransactionType
	なし

	３
	センター処理日時
注1）
	なし
	なし

	４
	センター処理通番
注３）
	TransactionNumber
	CapTransactionNumber

	５
	支払種別
	PaymentCondition
	なし

	６
	伝票番号
	SlipNumber
	なし

	７
	センター承認番号
	ApprovalCode
	なし

	８
	利用日
注１、注５）

	なし
	なし

	９
	会員番号
	AccountNumber
	なし

	１０
	金額
注４)
	Authorize系メソッドの引数のAmountまたは実際に承認された金額
	なし

	１１
	税･その他
注３）
	Authorize系メソッドの引数のTaxOthers
	CapTaxOthers

	１２
	分割回数
注３）
	なし
	CapInstallments

	１３
	追加データ
注２）
	AdditionalSecurityInformation
	CapAdditionalSecurityInformation


注
1）フォーマット
	項目
	フォーマット

	センター処理日時
	YYYYMMDDHHMMSS

	利用日
	MMDD


CATデバイスによっては秒まで内部時計で持っていない場合があります。 その場合、センター処理日時の秒には“００”が書き込まれます。
２）追加データ
CATデバイスがベンダー固有に持っているデータを格納する領域です。 これらを使用することにより項目にないデータをアプリケーションが受取ることが可能になります。 ここに格納されるデータはCATやカードに依存するため、このデータは移植性を考慮した開発においては極力使用を避けるべきです。
３）その該当するCapプロパティがFALSEの場合
CATデバイスによって該当するデータが無く、CapプロパティがFALSEになります。 その場合、その項目が無く次の区切りのコンマがすぐにきます。 例えば「金額」が１２３４円で、「税・その他」が無く、「分割回数」が２の場合「1234,,２」となります。  これにより、Capプロパティに依存せずに、各データの位置が一義的に決まります。
４）金額
項目１１の「税・その他」がある場合(CapTaxOthersプロパティがTRUEの場合)でも、ない場合(FALSEの場合)でも常に「税・その他」を含みます。
５）利用日
マニュアル入力による承認後売上の利用日です。
例
以下に例を示します。
	項目
	内容
	意味

	カード会社ID
	102
	JCB

	取引種別
	CAT_TRANSACTION_SALES
	売上

	センター処理日時
	19980116134530
	1998年1月16日
13時45分30秒

	センター処理通番
	123456
	123456

	支払種別
	CAT_PAYMENT_INSTALLMENT_1
	分割1

	伝票番号
	12345
	12345

	センター承認番号
	0123456
	0123456

	利用日
	なし
	なし

	会員番号
	1234123412341234
	1234-1234-1234-1234

	金額
	12345
	12345円

	税・その他
	なし
	なし

	分割回数
	2
	2回

	追加データ
	12345678
	固有情報


上の例で実際にDailyLogに格納されるデータは以下の通りです。
	102,10,19980116134530,123456,61,12345,0123456,,1234123412341234,12345,,2,12345678[CR][LF]


参照
CapDailyLogプロパティ、AccessDailyLogメソッド
PaymentConditionプロパティ
形式
LONG PaymentCondition;
説明
各承認メソッドの結果として「支払種別」を格納します。
このプロパティには、次に示す値の内の一つが設定されます。詳細な支払方法はPaymentDetailを参照してください。

値









意味
CAT_PAYMENT_LUMP







一括
CAT_PAYMENT_BONUS_1






ボーナス１
CAT_PAYMENT_BONUS_2






ボーナス２
CAT_PAYMENT_BONUS_3






ボーナス３
CAT_PAYMENT_BONUS_4






ボーナス４
CAT_PAYMENT_BONUS_5






ボーナス５
CAT_PAYMENT_INSTALLMENT_1



分割１
CAT_PAYMENT_INSTALLMENT_2



分割２
CAT_PAYMENT_INSTALLMENT_3



分割３
CAT_PAYMENT_BONUS_COMBINATION_1
ボーナス併用１
CAT_PAYMENT_BONUS_COMBINATION_2
ボーナス併用２
CAT_PAYMENT_BONUS_COMBINATION_3
ボーナス併用３
CAT_PAYMENT_BONUS_COMBINATION_4
ボーナス併用４
CAT_PAYMENT_ REVOLVING    



リボルビング
このプロパティは、Openメソッドによりゼロに初期化されます。
参照
PaymentDetailプロパティ
PaymentDetailプロパティ
形式
BSTR PaymentDetail;
説明
各承認メソッドの結果として「支払種別の詳細」を格納します。支払の詳細は各支払種別（ PaymentCondition ）により異なります。 それぞれのデータはASCIIコードで格納され、値は“,”（コンマ）で区切られます。 「ボーナス４」、「ボーナス５」、「分割２」、「ボーナス併用３」および「ボーナス併用４」は最大で６回までで、もし６回以下ならばそれまでのデータのみが格納されます。 “NULL”とはデータが何も格納されないという意味であり、長さゼロのBSTRとなります。
· 一括
NULL

· ボーナス１
NULL

· ボーナス２
ボーナス回数
· ボーナス３


ボーナス月
· ボーナス４
ボーナス回数、ボーナス１回目月、ボーナス２回目月、ボーナス３回目月、ボーナス4回目月、ボーナス５回目月、ボーナス６回目月    （最大６回)

· ボーナス５
ボーナス回数、ボーナス１回目月、１回目金額、ボーナス２回目月、２回目金額、ボーナス３回目月、３回目金額、ボーナス４回目月、４回目金額、ボーナス５回目月、５回目金額、ボーナス６回目月、６回目金額、   (最大６回)

· 分割１
開始月、分割回数
· 分割２
開始月、分割回数、１回目金額、２回目金額、３回目金額、４回目金額、５回目金額、６回目金額(最大６回)

· 分割３
開始月、分割回数、初回金額
· ボーナス併用１
開始月、分割回数
· ボーナス併用２
開始月、分割回数、ボーナス金額
· ボーナス併用３
開始月、分割回数、ボーナス回数、ボーナス１回目月、ボーナス２回目月、ボーナス３回目月、ボーナス４回目月、ボーナス５回目月、ボーナス６回目月 (最大６回)

· ボーナス併用４
開始月、分割回数、ボーナス回数、ボーナス１回目月、ボーナス１回目金額、ボーナス２回目月、ボーナス２回目金額、ボーナス３回目月、ボーナス３回目金額、ボーナス４回目月、ボーナス４回目金額、ボーナス５回目月、ボーナス５回目金額、ボーナス６回目月、ボーナス６回目金額(最大６回)

· リボルビング払い
NULL
これらの支払区分、名称は各CATデバイスによって異なります。 次ページからそのCATデバイス別可能支払区分と用語の一覧を示します。 一部にはOPOS用語と各CATでの用語が異なる為注意が必要です。
このプロパティは、Openメソッドにより空の文字列に初期化されます。
ＣＡＴ別支払区分名称、方法一覧
	支払方法
	入力項目
	コ|ド
	
	CAT名称
	CAT(旧CAT)
	G-CAT
	JET-S
	SG-CAT
	Master-T

	
	
	
	
	カード
	不特定
	不特定
	ＪＣＢ
	ＶＩＳＡ
	ＭＡＳＴＥＲ

	
	
	
	OPOS用語
	各社の用語

	一括
	（なし）
	10
	一括
	同左
	同左
	同左
	同左
	同左

	ボ
｜
ナ
ス
	（なし）
	21
	ボーナス１
	同左
	同左
	同左
	同左
	同左

	
	ボーナス回数
	22
	ボーナス２
	同左
	同左
	同左
	同左
	同左

	
	ボーナス月
	23
	ボーナス３
	同左
	－
	－
	同左
	同左

	
	ボーナス回数
ボーナス月(1)

ボーナス月(2)

ボーナス月(3)

ボーナス月(4)

ボーナス月(5)

ボーナス月(6)
	24
	ボーナス４
	同左
	ボーナス３
	ボーナス３
	同左
（但し、ボーナス月入力は２回まで）
	同左

	
	ボーナス回数
ボーナス月(1)

ボーナス金額(1)

ボーナス月(2)

ボーナス金額(2)

ボーナス月(3)

ボーナス金額(3)

ボーナス月(4)

ボーナス金額(4)

ボーナス月(5)

ボーナス金額(5)

ボーナス月(6)

ボーナス金額(6)
	25
	ボーナス５
	同左
	－
	－
	－
	同左

	分割
	支払開始月
分割回数
	61
	分割１
	同左
	同左
	同左
	同左
	同左

	
	支払開始月
分割回数
分割金額(1)

分割金額(2)

分割金額(3)

分割金額(4)

分割金額(5)

分割金額(6)
	62
	分割２
	同左
	－
	－
	－
	－

	
	支払開始月
分割回数
初回金額
	63
	分割３
	同左
	分割２
	分割２
	－
	分割２

	ボ併
	支払開始月
分割回数
	31
	ボーナス
併用１
	同左
	同左
	同左
	同左
	同左

	
	支払開始月
分割回数
ボーナス金額
	32
	ボーナス
併用２
	同左
	－
	－
	同左
	同左

	
	支払開始月
分割回数
ボーナス回数
ボーナス月(1)

ボーナス月(2)

ボーナス月(3)

ボーナス月(4)

ボーナス月(5)

ボーナス月(6)
	33
	ボーナス
併用３
	同左
	－
	－
	同左
（但し、ボーナス月入力は２回まで）
	同左

	
	支払開始月
分割回数
ボーナス回数
ボーナス月(1)

ボーナス金額(1)

ボーナス月(2)

ボーナス金額(2)

ボーナス月(3)

ボーナス金額(3)

ボーナス月(4)

ボーナス金額(4)

ボーナス月(5)

ボーナス金額(5)

ボーナス月(6)

ボーナス金額(6)
	34
	ボーナス
併用４
	同左
	ボーナス
併用２
	ボーナス
併用２
	同左
（但し、ボーナス月、金額入力は２回まで）
	同左

	リボ
	（なし）
	80
	リボルビング
	同左
	同左
	同左
	同左
	同左


凡例：
同左：ＯＰＯＳ用語に同じ



―  ：その支払区分が存在しない
参照
CapPaymentDetailプロパティ
SequenceNumberプロパティ
形式
LONG SequenceNumber;
説明
各承認メソッドの結果として「受信シーケンス番号」を格納します。 この番号はアプリケーションで承認系メソッドの引数SequenceNumberとの一致を確認する必要があります。もしCATデバイスからの「受信シーケンス番号」が数値でない場合はゼロが格納されます。
このプロパティは、Openメソッドでゼロに初期化されます。
SlipNumberプロパティ
形式
BSTR SlipNumber;
説明
各承認メソッドの結果として「伝票番号」を格納します。
このプロパティは、Openメソッドで空の文字列に初期化されます。
TrainingModeプロパティR/W

形式
BOOL TrainingMode;
説明
TRUE:  各承認メソッドが練習モードで実行されます。
FALSE: 各承認メソッドが通常モードで実行されます。
練習モードで実行する場合は各承認メソッドの発行に先立ち、 TrainingModeプロパティをTRUEにする必要があります。メソッドの実行後も自動的にはFALSEには戻りませんので、練習モードを抜ける場合はアプリケーションで明示的にFALSEに戻す必要があります。
このプロパティは、OpenメソッドによりFALSEに初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このプログラムは正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
正常に設定されていません。練習モードはサポートされていません。(CapTrainingModeプロパティを参照)

TransactionNumberプロパティ
形式
BSTR TransactionNumber;
説明
各承認メソッドの結果として「センター処理通番」を格納します。
このプロパティは、Openメソッドで空の文字列に初期化されます。
TransactionTypeプロパティ
形式
LONG TransactionType;
説明
各承認メソッドの結果として「取引種別」を格納します。
このプロパティには、次に示す値の内の一つが設定されます。
値









意味
CAT_TRANSACTION_SALES





売上
CAT_TRANSACTION_VOID






取消
CAT_TRANSACTION_REFUND





返品
CAT_TRANSACTION_COMPLETION



承認後売上
CAT_TRANSACTION_PRESALES




事前予約
CAT_TRANSACTION_CHECKCARD



カードチェック
CAT_TRANSACTION_VOIDPRESALES


事前予約の取消
このプロパティは、Openメソッドでゼロに初期化されます。
メソッド
AccessDailyLog メソッド
形式 
LONG AccessDailyLog (LONG SequenceNumber, LONG Type, LONG Timeout);
パラメータ
説明
SequenceNumber
認証ログ取得のためのシーケンス番号
Type
認証ログが中間計か精算かを指定します。
Timeout
CATデバイスから応答がくるまでの最大待ち時間 (ミリ秒単位) です。OPOS_FOREVER(-１)、０、正の値が指定できます。
説明
認証ログをCATから取得します。
SequenceNumberによって指定された処理として認証ログを取得しDailyLogに格納します。 

TimeoutがOPOS_FOREVER(-１)の場合は、タイムアウトは発生せず、CATから応答があるまで無限に待ちます。
typeは次に示す値のいずれかを設定し、認証ログのタイプ（中間計か精算のどちらか）を指定します。 指定できるタイプはCapDailyLogに従います。
値
意味
CAT_DL_REPORTING
認証ログとして中間計を実行します。
CAT_DL_SETTLEMENT
認証ログとして精算を実行します。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
正常に認証ログ取得処理が行われました。
OPOS_E_ILLEGAL
無効なTypeあるいはTimeoutパラメータが指定されました。又は認証ログ取得はサポートされていません。(CapDailyLogプロパティを参照)

OPOS_E_TIMEOUT
指定されたTimeoutミリ秒の間に、CATからの応答がありません。
OPOS_E_EXTENDED
ResultCodeExtendedに詳細なコードが格納されています。 詳細はErrorEventの項を参照してください。
OPOS_E_BUSY
CATデバイスが現在コマンドを受け付けられません。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
CapDailyLogプロパティ、DailyLogプロパティ、ErrorEventイベント
AuthorizeCompletion メソッド
形式 
LONG AuthorizeCompletion (LONG SequenceNumber, CURRENCY Amount, CURRENCY TaxOthers, LONG Timeout);
パラメータ
説明
SequenceNumber
承認のためのシーケンス番号
Amount
承認のための売上金額（税、その他を含まない金額）
TaxOthers
承認のための税、その他金額
Timeout
CATデバイスから応答がくるまでの最大待ち時間 (ミリ秒単位) です。OPOS_FOREVER(-１)、０、正の値が指定できます。
説明
承認後売上を行います。
SequenceNumberによって指定された承認として、 Amount、 TaxOthers、の承認後売上を行います。 

TimeoutがOPOS_FOREVER(-１)の場合は、タイムアウトは発生せず、CATから応答があるまで無限に待ちます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
正常に承認処理が行われました。
OPOS_E_ILLEGAL
無効なTimeoutパラメータが指定されました。又は承認後売上はサポートされていません。(CapAuthorizeCompletionプロパティ参照)

OPOS_E_TIMEOUT
指定されたTimeoutミリ秒の間に、CATからの応答がありません。
OPOS_E_EXTENDED
ResultCodeExtendedに詳細なコードが格納されています。 詳細はErrorEventの項を参照してください。
OPOS_E_BUSY
CATデバイスが現在コマンドを受け付けられません。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
CapAuthorizeCompletionプロパティ、ErrorEventイベント
AuthorizePreSales メソッド
形式 
LONG AuthorizePreSales (LONG SequenceNumber, CURRENCY Amount, CURRENCY TaxOthers, LONG Timeout);
パラメータ
説明
SequenceNumber
承認のためのシーケンス番号
Amount
承認のための売上金額（税、その他を含まない金額）
TaxOthers
承認のための税、その他金額
Timeout
CATデバイスから応答がくるまでの最大待ち時間 (ミリ秒単位) です。OPOS_FOREVER(-１)、０、正の値が指定できます。
説明
事前予約を行います。
SequenceNumberによって指定された承認として、 Amount、 TaxOthers、の事前予約を行います。 

TimeoutがOPOS_FOREVER(-１)の場合は、タイムアウトは発生せず、CATから応答があるまで無限に待ちます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
正常に承認処理が行われました。
OPOS_E_ILLEGAL
無効なTimeoutパラメータが指定されました。又は事前予約はサポートされていません。(CapAuthorizePreSalesプロパティ参照)

OPOS_E_TIMEOUT
指定されたTimeoutミリ秒の間に、CATからの応答がありません。
OPOS_E_EXTENDED
ResultCodeExtendedに詳細なコードが格納されています。 詳細はErrorEventの項を参照してください。
OPOS_E_BUSY
CATデバイスが現在コマンドを受け付けられません。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
CapAuthorizePreSalesプロパティ、ErrorEventイベント
AuthorizeRefund メソッド
形式 
LONG AuthorizeRefund (LONG SequenceNumber, CURRENCY Amount, CURRENCY TaxOthers, LONG Timeout);
パラメータ
説明
SequenceNumber
承認のためのシーケンス番号
Amount
承認のための売上金額（税、その他を含まない金額）
TaxOthers
承認のための税、その他金額
Timeout
CATデバイスから応答がくるまでの最大待ち時間 (ミリ秒単位) です。OPOS_FOREVER(-１)、０、正の値が指定できます。
説明
返品承認を行います。
SequenceNumberによって指定された承認として、 Amount、 TaxOthers、の返品承認を行います。 

TimeoutがOPOS_FOREVER(-１)の場合は、タイムアウトは発生せず、CATから応答があるまで無限に待ちます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
正常に承認処理が行われました。
OPOS_E_ILLEGAL
無効なTimeoutパラメータが指定されました。又は返品承認はサポートされていません。(CapAuthorizeRefundプロパティ参照)

OPOS_E_TIMEOUT
指定されたTimeoutミリ秒の間に、CATからの応答がありません。
OPOS_E_EXTENDED
ResultCodeExtendedに詳細なコードが格納されています。 詳細はErrorEventの項を参照してください。
OPOS_E_BUSY
CATデバイスが現在コマンドを受け付けられません。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
CapAuthorizeRefundプロパティ、ErrorEventイベント
AuthorizeSales メソッド
形式 
LONG AuthorizeSales (LONG SequenceNumber, CURRENCY Amount, CURRENCY TaxOthers, LONG Timeout);
パラメータ
説明
SequenceNumber
承認のためのシーケンス番号
Amount
承認のための売上金額（税、その他を含まない金額）
TaxOthers
承認のための税、その他金額
Timeout
CATデバイスから応答がくるまでの最大待ち時間 (ミリ秒単位) です。OPOS_FOREVER(-１)、０、正の値が指定できます。
説明
通常売上承認を行います。
SequenceNumberによって指定された承認として、 Amount、 TaxOthers、の通常売上承認を行います。 

TimeoutがOPOS_FOREVER(-１)の場合は、タイムアウトは発生せず、CATから応答があるまで無限に待ちます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
正常に承認処理が行われました。
OPOS_E_ILLEGAL
無効なTimeoutパラメータが指定されました。
OPOS_E_TIMEOUT
指定されたTimeoutミリ秒の間に、CATからの応答がありません。
OPOS_E_EXTENDED
ResultCodeExtendedに詳細なコードが格納されています。 詳細はErrorEventの項を参照してください。
OPOS_E_BUSY
CATデバイスが現在コマンドを受け付けられません。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
ErrorEventイベント
AuthorizeVoid メソッド
形式 
LONG AuthorizeVoid (LONG SequenceNumber, CURRENCY Amount, CURRENCY TaxOthers, LONG Timeout);
パラメータ
説明
SequenceNumber
承認のためのシーケンス番号
Amount
承認のための売上金額（税、その他を含まない金額）
TaxOthers
承認のための税、その他金額
Timeout
CATデバイスから応答がくるまでの最大待ち時間 (ミリ秒単位) です。OPOS_FOREVER(-１)、０、正の値が指定できます。
説明
売上取消の承認を行います。
SequenceNumberによって指定された承認として、 Amount、 TaxOthers、の取消承認を行います。 

TimeoutがOPOS_FOREVER(-１)の場合は、タイムアウトは発生せず、CATから応答があるまで無限に待ちます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
正常に承認処理が行われました。
OPOS_E_ILLEGAL
無効なTimeoutパラメータが指定されました。又は売上取消の承認はサポートされていません。(CapAuthorizeVoidプロパティ参照)

OPOS_E_TIMEOUT
指定されたTimeoutミリ秒の間に、CATからの応答がありません。
OPOS_E_EXTENDED
ResultCodeExtendedに詳細なコードが格納されています。 詳細はErrorEventの項を参照してください。
OPOS_E_BUSY
CATデバイスが現在コマンドを受け付けられません。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
CapAuthorizeVoidプロパティ、ErrorEventイベント
AuthorizeVoidPreSales メソッド
形式 
LONG AuthorizeVoidPreSales (LONG SequenceNumber, CURRENCY Amount, CURRENCY TaxOthers, LONG Timeout);
パラメータ
説明
SequenceNumber
承認のためのシーケンス番号
Amount
承認のための売上金額（税、その他を含まない金額）
TaxOthers
承認のための税、その他金額
Timeout
CATデバイスから応答がくるまでの最大待ち時間 (ミリ秒単位) です。OPOS_FOREVER(-１)、０、正の値が指定できます。
説明
事前予約の取消承認を行います。
SequenceNumberによって指定された承認として、 Amount、 TaxOthers、の事前予約の取消承認を行います。 

TimeoutがOPOS_FOREVER(-１)の場合は、タイムアウトは発生せず、CATから応答があるまで無限に待ちます。
事前予約の取消承認が実装されていないCATコントロール／CATデバイスでは通常の取消で事前予約の取消承認ができる場合があります。 各CATコントロール／CATデバイスのマニュアルを参照してください。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
正常に承認処理が行われました。
OPOS_E_ILLEGAL
無効なTimeoutパラメータが指定されました。又は事前予約の取消承認はサポートされていません。(CapAuthorizeVoidPreSalesプロパティ参照)

OPOS_E_TIMEOUT
指定されたTimeoutミリ秒の間に、CATからの応答がありません。
OPOS_E_EXTENDED
ResultCodeExtendedに詳細なコードが格納されています。 詳細はErrorEventの項を参照してください。
OPOS_E_BUSY
CATデバイスが現在コマンドを受け付けられません。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
CapAuthorizeVoidPreSalesプロパティ、ErrorEventイベント
CheckCard メソッド
形式 
LONG CheckCard (LONG SequenceNumber, LONG Timeout);
パラメータ
説明
SequenceNumber
承認のためのシーケンス番号
Timeout
CATデバイスから応答がくるまでの最大待ち時間 (ミリ秒単位) です。OPOS_FOREVER(-１)、０、正の値が指定できます。
説明
カードチェックを行います。
SequenceNumberによって指定された処理としてカードチェックを行います。 

TimeoutがOPOS_FOREVER(-１)の場合は、タイムアウトは発生せず、CATから応答があるまで無限に待ちます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
正常に承認処理が行われました。
OPOS_E_ILLEGAL
無効なTimeoutパラメータが指定されました。又はカードチェックはサポートされていません。(CapCheckCardプロパティ参照)

OPOS_E_TIMEOUT
指定されたTimeoutミリ秒の間に、CATからの応答がありません。
OPOS_E_EXTENDED
ResultCodeExtendedに詳細なコードが格納されています。 詳細はErrorEventの項を参照してください。
OPOS_E_BUSY
CATデバイスが現在コマンドを受け付けられません。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
CapCheckCardプロパティ、ErrorEventイベント
イベント
ErrorEvent イベント
形式 
void ErrorEvent (LONG ResultCode, LONG ResultCodeExtended, LONG ErrorLocus, LONG* pErrorResponse);

パラメータ
説明
ResultCode
エラーイベントを起こした要因のコード。 値はResultCodeの項目を参照。
ResultCodeExtended
エラーイベントを起こした要因の拡張コード。 値は下記の値を参照。
ErrorLocus
OPOS_EL_OUTPUTに設定します。 非同期動作中に、エラーが起りました。
pErrorResponse
エラーイベント応答へのポインタです。 下記の値を参照。
もし,ResultCodeがOPOS_E_EXTENDEDであれば、ResultCodeExtendedは次に示す値のいずれかに設定されます。
値
意味
OPOS_ECAT_CENTERERROR
承認機関（センター）からエラーが返されました。 詳細なエラーコードはCenterResultCodeに設定されています。
OPOS_ECAT_COMMANDERROR
CATに送信されたコマンドが間違っています。CATコントロールが正常に動作している限りは、このエラーが返されることはありません。
OPOS_ECAT_RESET
CATが処理中にCATのリセットキー（中断キー）等で処理が中断されました。
OPOS_ECAT_COMMUNICATIONERROR
CATと承認機関（センター）間で通信障害が発生しました。
OPOS_ECAT_DAILYLOGOVERFLOW
認証ログが大きすぎて格納できませんでした。 認証ログ取得は中断され、DailyLogプロパティの値は不定です。
pErrorResponseによって指定される位置の内容は、OPOS_ER_RETRYのデフォルト値にプリセットされます。アプリケーションは、次に示す値の内の一つを設定します。
値
意味
OPOS_ER_RETRY
その非同期処理を再度試みます。 エラー状態は抜けます。
OPOS_ER_CLEAR
その他非同期処理を削除します。 エラー状態は抜けます。
説明
非同期でAuthorize系メソッドおよびAccessDailyLogメソッド実行時にエラーを察知し、CATコントロールの状態がエラー状態に移った時に通知します。
参照
「ステータス、結果コード、状態モデル」



